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    １　汁をかく女─椎名しいな潤菜じゅんなの夏休み─


    



    　彼氏の健けんクンの家へ、初めて遊びにいった日のことでした。


    　健クンとは付き合ってひと月。


    　キスも済ませて、公園のベンチで、ちょこっと胸を触られたことなんかもあって、そろそろかなーなんてちょっと期待もあったわたし。


    　一応はピンクのフリルのついた勝負パンツを穿はいていったんだけど、まさにその予感が的中しちゃったんです。


    　彼の部屋について、ビールを飲みつつ、借りてきた映画のＤＶＤを見ながら、ソファーに腰掛けてまったりしてる最中、突然彼の手が肩へと回されたかと思うと、ぐっと抱き寄せられちゃいました。


    　どうしよう、怖い……けれど興味はあるし、とドキドキと戸惑っている間にも、彼の手がＴシャツの中へと忍び込んできて、ブラジャーを乱暴に押し上げたかと思うと、おっぱいを揉もみ始めたんです。気持ちいいっていうよりは、触られている恥ずかしさで、わたし、「ああんっ」って思わず声を漏もらしちゃって。


    　でも、彼はそれに興奮したみたいで、今度はスカートの中に手を差し込んだかと思うとパンティーの隙すき間まから……。


    



    　じゅんっ。


    「ああっ、汗的なモノがっ」


    　椎名潤菜は携帯をスクロールする指を止めて呟つぶやいた。


    　──アセというかアレというか。


    　いいえ。これがアレとは……断固認めません。


    　あくまでもコレは汗。したがって、わたしが何かを求めているとか、欲求不満だとか、いつでも準備ＯＫ的なフシダラ女子というわけではないのです。


    　汗なんです。


    　汁ではないんです。


    　汗っかきなんです。


    　汁と汗とは似ているけれども違うんです。


    　そう、たぶん、そういう体質なんです。アソコに汗をかきやすい体質なだけであって、いやらしいとか、そういうワケではないんです。


    　手とかワキとかに大量に汗をかく人がいるじゃないですか。


    　わたしもそういう人なんです。


    　というか！


    　ワキみたいに汗パッド的なものはないのでしょうか……。その、なんというか下用にも……。


    　そんな便利グッズのお世話にならなくてはならないほど、アレが……パンツが……。


    　──いやッ。恥ずかしいシミなんて。


    「はぁああっ、なんでこうなっちゃうのかしら……」


    　潤じゆん菜なはベッドの上で、ごろりと寝返りを打ちながら嘆なげいた。


    　漏もれ出たときは体温と同じ程度の温かい液体のはずなのに、みるみる冷え、おまけにべっとりと張りつく、この汁……じゃなくて汗の不快な感触……。


    　──拭ふけばさっぱりしますよね。


    　潤菜は枕まくら元もとに置かれたティッシュを２、３枚抜き取ると、６畳間の半分近くを占めているベッドに敷かれた黄色いタオルケットの上で仰あお向むけに向きなおった。


    　寝そべった体勢のまま、膝ひざを立てて脚をくの字に折り曲げ、部屋着代わりにしている高校時代のジャージのウエストに手を伸ばすと、わずかに腰を持ち上げて、一気に膝まで下ろす。


    　明るい日差しの下、スーパーの衣料品フロアで、５枚１０００円で買ったコットンの星柄のパンティーが露あらわになる。
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    　そして、汗だくのその中は、なんだかジンジンと痺しびれているようで。


    　──拭ふくだけ。そう、拭くだけですから。


    　潤じゆん菜なは、誰に言うともなく言い訳を繰り返しながら、パンティーの中に指を差し込もうとした……と、そのとき、チューリップ柄のカーテンの隙すき間ま、開け放たれた窓の向こうからプール帰りの小学生たちの騒ぐ声が聞こえてきて、ふと我に返った。


    「えみちゃんー、昇り棒昇れるようになったー？」


    「まだー」


    　──……よりによってなぜに昇り棒なんですか。


    　あのトラウマを思い起こさせる忌いまわしいアイテム……。


    　10年たってなお、いまだ脳裏に焼きついて離れないあの男の顔が、潤菜の瞼まぶたの裏に浮かび上がってくる。


    　昇り棒を昇る潤菜を見つめるねちっこい視線。そして昇降口で待ち受けていたときの、こずるい笑顔。


    　──完璧にそんな気分ではなくなってしまいました。


    　臍へその前辺りまで持っていった腕を、そろそろと、元あった腰の横へと戻すと、まるで脱皮した後のように足元に脱ぎ捨てられたジャージを足先で蹴け飛とばし、弾はずみをつけて上半身を起こした。上半身はＴシャツ、下半身はパンティー一枚という姿で、脚をハの字に広げ、ぺたりとベッドの上に座り込んで部屋を見回す。


    　一浪の末、見事、東大こと、東とう条じよう大学に合格。


    　北海道から上京して、念願のひとり暮らしを始めておよそ４か月。


    　１Ｋという間取りは仕方ないとしても、シンプルを基調とした家具の中に、可愛かわいい雑貨がポイント的に置かれている……というオシャレ女子部屋を夢見ていたはずが、今、目の前にあるのは、生活感に溢あふれ、庶民臭の漂ただよう空間だ。


    　狭い玄関を上がってすぐのキッチンスペースに置かれたダンボールには、餅もちや濡ぬれ煎せん餅べいや粗品のタオルなど実家からの救援物資。これらは、ひと月ほど前に送られて以来、片付けられることもないまま放置されている。その奥、主な生活スペースであるこの６畳間には通販で揃そろえたテーブルやソファ、それにベッドが置かれている。


    　そのどれも、カタログで見たときには、値段のわりに可愛らしく見えたはずが、いざ部屋に設置すると、ひどく安っぽく見える。


    　部屋の隅に置かれた14インチのテレビの上には、中古で買った流行のダイエットＤＶＤのパッケージが開けっぱなしの状態で置かれ、壁には、雑誌から切り抜いたジョニー・デップの写真を、１００円均一の額縁に入れたものと、『彼氏を作る』という悲願を書き殴なぐった紙とが貼はられているコルクボードが飾られている。


    　大学入学を機に、自分を変えたいと思って貼はり出した目標だが、そもそも、こんな目標を壁に貼る女がモテるわけがない。まさにひとり男不況スパイラルだとわかっていても、抜け出せない底なし沼。


    　──ああ、どうしたらモテるんでしょうか。否いや。モテなどと高望みはしません。


    　モテなくてもいい！　彼氏さえできれば！　


    　潤じゆん菜なはふぅ、と小さくため息をついた後、すぅ、と大きく息を吸って叫び声をあげた。


    「花の命は短くて、苦しきことのみ多かりき～っ!!」


    　だいたい、前期の試験も終わり、７月も終わりに近い金曜日だというのに、なぜに昼間っから、家でごろごろとしているのか。


    　おそらくのこと世間一般の20歳女子は、短い夏を思い切り満喫するために、海だのプールだのにくりだしているはず。


    　それなのに、潤菜のスケジュール帳には、そのような華々しい予定はたったひとつも書き込まれてはいない。


    　ほぼ白。唯一の予定は歯の矯正のために通っている歯医者だけ。


    　完全に乗り遅れている気がする。


    　20歳の乙女の夏の予定としては、寂しいを通り越して惨みじめゾーンにさえ足を踏み入れつつある暇ひまっぷり。さすがに自分でも恐ろしくなる。


    「……みんなは何をしてるんですかね」


    　潤菜は、ベッドの上に放りっぱなしの携帯を取り上げると、大学の友人の早さ苗なえにメールを打つ。　


    『暇だよー。遊びませんか？』


    　送信ボタンを押した後、冷蔵庫に冷やしてある水出し麦茶をグラスに注いで戻ってくると返事が返ってきていた。
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    　──うわぁ。暑苦しい。


    　相変わらず独特というか……なぜに早苗はこのような話し方をするのだろうか。


    　おかしいのはしゃべり方だけではない。


    　まるで、かぐや姫のように前髪を直線に切りそろえた黒髪ロングヘアに、いつも黒ずくめの服装で、ずるりと長いスカート姿。


    　そのため、同じ大学の男子たちにつけられたあだ名は魔女タク。


    　魔女っぽいオタク女、の略らしい。


    　しかし、自分はオタクではなく腐ふ女じよ子しだというのが早さ苗なえの常々の主張。


    「オタクというものは、ある対象に没頭し、ひたすらそれを調べ学び詳しくなったりという代物でありまして、腐女子はあくまでもキャラとキャラとを結び付けて萌もえるモノ。したがってカップリング概念のないオタクとははっきりと別物。没頭するのがオタクであるならばキャラとキャラの掛け算に耽たん溺できするのが腐女子。そう、例えばあそこの男子とその隣にいる男性クンとのカップリングを想像し……」


    　と、延々オタクと腐女子の違いを説明された。


    　しかし、オタク女だろうが腐女子だろうがどちらにしろモテないことには変わりはない。


    　ということは、早苗ワールドに足を踏み入れてしまうと、ただでさえモテない潤じゆん菜なはさらにその非モテに磨きをかけてしまうことになるわけで……。


    　──やめておきましょう。


    　潤菜はあっさりと即決すると『絵とか描かけないので、ごめん、行きません』とメールを返すと、麦茶がなみなみと注がれたグラスに唇くちびるをつけた。


    　──早苗は彼氏が欲しいとか、悩んだコトないんだろうなあ。同人命いのちだし。でも、青春を燃やす対象があるのは、ある意味うらやましい。


    　ため息混じりで携帯をぱたりと閉じると、潤菜は再びベッドにごろりと横たわった。


    　そもそも早苗と仲良くなったキッカケも同人誌だった。第二外国語であるフランス語の授業中のことだ。隣の席に座っていた早苗が、含み笑いを浮かべながら、机の下に隠して何かを読んでるのを見つけた潤菜は、思わず自分の目を疑った。


    　──エッチ漫画？


    　しかしまさか授業中にそんなものを読む女子などはいないだろうと、目を疑いつつも、こっそり盗み見ていると、その視線に気がついた早苗がふと顔を上げ、ばっちりと目が合ってしまった。


    「ウハッ！　お主ぬしも同人に興味があるとな？」


    　お主って……江戸時代の悪代官？　


    　戸惑っている潤菜に、早苗はニヤリと笑えみを浮かべると、手首のスナップを利かせ、読んでいた漫画本を潤菜の目前にスライドさせた。


    「はふいっ？」


    　──こ、これは男と……男の……ラブゲーム？


    　授業中ということも忘れて、思わず叫び声をあげた潤菜に、フランス人講師のピエールが咎とがめるような視線を向けた。


    　潤じゆん菜なは慌ててぺコリと頭を下げると、ひとつ深呼吸して心を落ち着かせ、再び漫画本に目を落とす。


    　裸にマントだけをまとった童顔丸顔の美男子が、髭ひげを生やしたダンディーな壮年男性に背後から抱きしめられている。


    　魅惑的な微笑を浮かべつつ、美男子が言っているセリフは、


    「ああんっ……僕を食べて？」


    　──どこかで聞いたことのあるようなこのセリフ……まさか。でも、このマント。それにこの壮年の男性のシェフのような帽子は……ひょっとして、ひょっとしなくても……。


    　これは、丸顔のヒーローが活躍する子供向けアニメの……？


    　驚きで口をあんぐり開けている潤菜の、肩先が触れるほどの近距離に、すすす、と音もなく早さ苗なえが近寄り、クスクスクスと不気味な忍び笑いを漏もらした。


    「ダンディーな年上攻め×甘系年下受けですわ。さらには主従モノの要素もあったりするところがたまらないですな。ぐふふ」


    　目をパチクリさせている潤菜に向かい、早苗はさらに超早口でまくし立てる。


    「いや、しかし、この大学にまさかまさか、腐ふ根こん性じようの持ち主が痛いたとは思っていなかったのでうれしいであるな、是非に仲良く……もしよろしければ、お近づきの印に、その腐ふ絵えの感想をお聞かせいただきたいのですなぁ」


    「ってあの、フコンジョウとかフエとか……よくわからないんですが」


    「なぬっ、わからないとな？　お主ぬし、腐女子ではない!?　その本、返して貰もらおうか!!」


    　早苗は仰のけ反ぞりながら、教室中に響くほどの大声をあげると、あからさまに教卓で怒りの表情を浮かべているピエール先生など目に入らない様子で、潤菜から同人誌を取り戻そうと手を伸ばした。反そり返った体勢から一気に前のめりに体勢を直した反動で、腰ほどのロングヘアーがばさりと顔の前に垂れる。


    　まるでワカメのような髪の間から覗のぞく必死の形相に、潤菜は、後ずさりしつつも、しっかと漫画本を胸に抱きしめて叫んだ。


    「ちょっと待ってくださいっ、これ、最後までまだ読んでないしっ」


    「なぬっ、腐ってもないくせに最後まで読みたいと？　貴様、いったい何のつもりでッ!?」


    「だ、だって……」


    「だって？」


    「……なんかこう、ちょっと、エッチな感じが……じゅんっと」


    　顔を真っ赤にしている潤菜に向かい、早苗がこくこくと納得したように頷うなずいて言った。


    「何はともあれ、嫌悪感を持たず続きが読みたいというお主の腐フロンティアスピリット、しかと受け取った。今日から我らは親友だ」


    　そんな経緯で、早さ苗なえと仲良くすることになった潤じゆん菜なだったが、ＢＬというジャンルと腐ふ女じよ子しスピリットについて嫌というほどレクチャーを受けた今も、早苗の主張する『萌もえ』についてはわからないでいる。


    　しかし、『萌え』は理解できずとも、早苗が貸してくれるＢＬ系同人誌は非常に重宝していることは事実だ。恥ずかしさが表立って、アレのときのアレにする漫画や小説を買えない潤菜にとって、早苗の貸してくれる同人誌類は、たとえ男子×男子の絡みであっても十分にアノ用を成すもので……。でも、できることなら女子×男子のほうが！


    　そのとき、潤菜の思考を遮さえぎるように、携帯のバイブが受信を知らせた。早苗からの返信だった。
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    　──腐国キングダムって……。


    　潤菜は呆あきれながらも、ダメ元でメールを打ち返す。


    『主人公が女子で男の子と恋をするお話を描いてくれたりはしませんか』


    　すると、数秒で携帯の着信ランプが点滅した。
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    　──うわぁ。そこまで言いますか。


    『怖がらせてゴメン！　早苗は早苗の世界に生きて！』


    　潤菜は呆あきれつつも慌ててフォローのメールを送信すると、携帯をベッドの上に放り投げて、ため息をついた。　


    　──やはり母親の言うとおり、実家に帰ればよかったかもしれません。


    　けれど、せっかく東京へ出てきて初めての夏休みを、何が悲しくて帰省し親元で過ごさねばならないのだろう。


    　しかし、東京にいたとしても遊び相手もおらず、使い放題プランの携帯で見れるＨ体験告白サイトを見て、悶もん々もんとしているだけ。


    　──これでいいのか、わたしの青春。いいや、よくない。絶対によくないです。早さ苗なえとは別の意味で腐ってます。


    　友達と一緒に腐るか、ひとりで部屋で腐るか、この究極の二択……。


    　──わたしだって青春を謳おう歌かしたいんです。それにはやはり……。


    「……やはり、これは、彼氏を作るしかないですッ!!」


    　潤じゆん菜なは、枕まくらに顎あごを乗せて両足をばたつかせ、身み悶もだえた。


    　けれども、彼氏が作りたくとも、潤菜にはふたつの障害がある。


    　ひとつは、自分の外見に自信が持てないこと。


    　大学に入るまでは勉強ばかりしていたせいか、ファッションはもちろん、メイクの仕方もわからない。


    　雑誌を見て、研究をしてはいるのだが、せっかくメイクをしても、どこかおかしい気がして、出かける直前に落としてしまう。


    　──でも、外見に自信が持てたとしても、彼氏なんて夢のまた夢。


    　潤菜は枕まくらにぎゅうと顔を埋うずめると、もうひとつの問題に思いを馳はせて憂ゆう鬱うつな気分になった。


    　ふたつめは男子が苦手……というか怖いこと。


    　とくに、イケメンと呼ばれる男子の前では、心臓はいつもの３倍高鳴り、顔は赤らみ、しゃべりは嚙かみ嚙みになってしまう。


    　潤菜は、あの男のうすら笑いを思い出して、自分の二の腕をぎゅっと抱き締めた。


    　──そう、あの男のせい。顔だけはいいあの男のせいで、若者やイケメンと話すことができなくなってしまったんです。


    　潤菜は下した唇くちびるをぐっと嚙み締めると、自分の惨みじめな状況に思いをめぐらせる。


    　若者やイケメンを避さけて生活をしているせいで、この３か月で話した異性といえば、大学の教授と大家のおじいさんだけ。


    　会話などほとんど交わすことのないコンビニの店員ですら、選より好みして一番冴さえない人のレジへと並ぶこの生活。


    　なんとかこの精神的弱点を克服できなければ、彼氏どころではないのだけれども、どうすれば克服できるかもよくわからない。


    　彼氏ができたら映画に行ったり、オシャレなカフェでお茶を飲んだり、ウインドウショッピングしたりと、したいことだけは山ほどあるのに……。


    「ああ、このままじゃダメなんです、このままじゃダメなんです、このままじゃ!!」


    　潤じゆん菜なは、ぶつぶつと呟つぶやきながら枕元に置いてあるファッション誌を引き寄せた。


    　すらりとした肢体に、神に特別に愛されているとしか思えない美び貌ぼうのモデルたちはもちろん、読者モデルという一般人でさえも、自分とはまるで別世界の華々しさ。


    　そのきらびやかさに、見ているだけで、どんどんと自信が喪失されていくため、ファッション誌などはめったに買わないことにしているが、これは、表紙に小さく『ひと夏の体験！　わたしのロストバージン物語』と書かれているのを見つけて、それを目当てに買ってしまった。


    　──しかし、今こそ、この雑誌の要かなめであるはずのファッションページが役に立つときです。


    　枕の上に肘ひじを乗せた体勢のままページを捲めくる。


    　──ううっ……眩まぶしすぎて目が潰つぶれてしまう。


    　先ほどの早さ苗なえも同じ心境だったのだろうか。


    　潤菜は、体のラインがくっきりとわかるボディコンシャスなワンピースを身に着けた９頭身のモデルの華やかな笑顔にくらくらと眩め暈まいを起こしながらもページを進める。


    『ＢＱＢボン・キユ・ボンのシルエットで男子の視線釘くぎづけ』、『目指せ女め豹ひよう。出会いはレオパード柄で奪い取れ』『エロガンスビキニで誘惑モード』……。


    　──奪うだの誘惑だの……こんなにあからさまにがっついていて、いいのでしょうか。


    　いえ。引いている場合ではありません。


    　わたしだって。そう、わたしだって。


    「……そうよ、足りないのはいつも勇気なんです」


    　潤菜は、ぼそりと呟つぶやくと、ベッドの下から白い箱を取り出した。


    　──これはわたしの恥ち部ぶがぎっしりと詰まった、秘密の小箱。


    　このシークレットボックス、名づけて『パンドラの小箱』の中には、人様にはお見せできないモロモロがこっそりと収納されている。


    　──今こそ、この封印を解き放つときです。


    　潤菜は自みずからを勇気づけるように大きく頷うなずくと、息を止めたまま、そっと蓋ふたを開いた。


    　最初に目に入ってきたのは、分厚いレディースコミック。上京した際、勇気を出して隣の駅のコンビニまで行って買い求めたものだ。


    　店員におかしな目で見られたらどうしよう、とドキドキして買ったことを思い出すだけで、いまだに赤面してしまう。


    　中身はというと、早苗の描いているＢＬ同人誌とは違い、主人公は女性で、相手役は男性だ。


    　ズバリその行為の描写もあるので、おかず力は抜群。


    　まさに明めん太たい子こや、海の苔りの佃つくだ煮に級だが、いかんせん、そのほとんどが男性が女性を無理やりにして、それでいて、最初は嫌がっていた女性がだんだんと気持ちよくなる、というストーリーが多く、どうしても、潤菜のトラウマを想起させるところが馴な染じめず、それ以来、自分で買うことはない。


    　そして文庫本の官能小説。


    　これは、電車の網棚に捨て置いてあるのを見つけ、荷物を取るフリをして、こっそりといただいたもの。


    　元の持ち主がどんな男性（ひょっとして女性？）かは知らないが、文字だけということで、想像力を搔かき立てられるところが気に入っている。


    　問題があるとすれば、潤じゆん菜なの経験不足ゆえ、想像だけではカバーできない部分が多々あるところ。


    　そもそも潤菜は、男性のアレがどういうもので、どういうふうになるのか、見たことがないわけで。


    　へにゃへにゃの状態のアレならば、父親と風ふ呂ろに入った際に見たことがあるが、それとて10年以上も昔の話で記憶はうっすらだ。


    　なので、妄想中でも、アソコの形状はうっすら靄もやがかかっているままだ。


    　ネットで『無修正』と打ち込み、検索しようと試みたことも数知れず。しかし、インターネットの接続料は、父親のカード支払いになっている。


    　もしも、ワンクリック詐欺だとか架空請求だとかのサイトで、万が一父親に請求が行ってしまったら、と思うとどうしてもクリックができない。


    　──高まるばかりの好奇心に、現実が置いてけぼりです。


    　潤菜はため息をつくと、その隣のレースの布に視線を移した。


    　フリルのついた白いコットン素材のパンティー＆ブラジャーと、ちょっと大人っぽい黒いレースの勝負下着セットだ。黒レースのほうには、ご丁てい寧ねいにガーターベルトまでついている。


    　どちらも、いつか初体験のときに着ようと思って通信販売で買い求めたはいいが、いまだ着る機会はない。


    　まさにパンドラの箱の中の最後の希望とでもいうべきブツ。


    　白と黒と両方があるのは、セクシーなのとキュートなのと、どちらがよいものか選びきれなかったせいだ。しかし、これを着る機会はいったいいつ訪れるのだろうか。


    　──このまま、一生、機会に恵まれないとかはないですよね。


    　潤菜は、ぶるりと体を震わせると、手を伸ばして箱の中から、豹ひよう柄がらの布ぬの地じを取り出した。


    　これは一番最近、この箱の中身に加わったものだ。


    　勇気を出してネット通販で買った、ボディコンシャスなワンピース。


    　体にフィットする伸縮性のある生地でできているため、まるで子供用のワンピースのように小さいが、両手で広げるとかなり伸びる。


    　そして、形は今年流行と書かれていたベアトップ形。


    　潤菜はベッドの上に立ち上がると、よろけながらもワンピースに脚を通した。


    　ピチピチのタイトなシルエットのため、お尻で引っかってしまう。それを力任せになんとか胸元までずり上げると、両手で胸を押し上げ、即席で谷間を作りながら、鏡の前に立つ。そこには、ＢＱＢボン・キユ・ボンのシルエットで男の視線を釘づけな、女め豹ひようがいるはず……。


    　しかし、残酷にも姿見に映し出されていたのは、分ぶ厚あつい眼鏡に、手を加えていない黒髪のセミロング、素そ朴ぼくなすっぴん顔の自みずからの姿だ。


    　整え方がわからないために伸ばしっ放しの太めの眉まゆの下で、垂れ目が困った表情を浮かべて、鏡に映った自分を見つめている。丸い顔の中にちんまりと配置された鼻に、小さめの唇くちびる。


    　絵の上手な早さ苗なえに、似顔絵を描いてくれと頼んだら、狸たぬきを描かれたことがあるが、確かにこう見ると、自分でも認めざるを得ないポンポコ狸顔……。


    　──いや、ちょっと気合が抜けた立ち方をしているから狸っぽいだけで、ポーズを取れば、女豹になれるはずです。


    　雑誌のモデルを見習い、腰に手を当ててポーズを取る。胸元からはみ出さんばかりのバストと、白い太ももがむき出しの自分の姿を見て、潤じゆん菜なは２度目の落胆に首を折る。


    　──露出狂にしか見えません。


    「……無理だわ。こんな格好で外を歩く勇気はありません」


    　潤菜は、ぺたりと床に座り込むと情けなく眉まゆ毛げを八の字にして嘆なげく。


    　──けれど、外に出ないと、出会いもなければ、男子も怖こわいままです。そして、この１Ｋの部屋の中で、携帯の官能告白サイトを見ているだけで夏が終わって……イヤーッ！　出会いはどこに？　海？　街角？　バイト先？　……バイト!?


    「そうだ、バイト、バイトをしよう。バイト先には出会いがあるかもしれないしっ」


    　潤菜は携帯電話を取り上げて、再び早苗にメールを打った。


    『ところで、夏だからバイト探し中。なんかいい話あったら教えてちょ』

  


  
    ２　妄想する男─大城おうじょう哲太てったの終業式─


    



    　終業のチャイムさえ鳴れば夏休みへと突入するというこの状況で、高校二年の男女が大人しくしていられるわけはない。


    　爽さわやかな淡いブルーのスーツを身に着けた担任教師の菅すが原わら夏なつ子ここと、夏ちゃんが、生徒たちの名前をひとりひとり呼び、通知表を配っている手前、かろうじて着席してはいるものの、みなソワソワと机の下でメールを打ったり、小声で近くの席の生徒と私語を交わしたり、いったい誰と行くつもりなのか、旅行のパンフレットを見つめてニヤニヤと微ほほ笑えんでいたりとまるで落ち着かない様子で、教室から解放されるのを待っている。


    　大城哲太は、窓際から２列目、後ろから３つ目の席で頰ほお杖づえをついて、夏休みについて思いを馳はせていた。


    　哲太のこの夏の目標、それは彼女を作ることだ。


    　もちろん美人に越したことはないが、笑顔が可愛かわいい子であるならば十分に満足。


    　そして、スカートがふわりと広がった真っ白いワンピースを着た彼女と、海岸へデートに行きたい。


    　白い砂浜と、紺こん碧ぺきの海。潮の匂においをたっぷりと含んだ風が頰ほおを撫なで、強烈な日差しがジリジリと肌を焼き付ける。


    　初めて見る彼女の水着姿は、ギンガムチェックのビキニ。予想外にもそのボディはグラマラス。歩を進める度にぷるんと揺れる水すい蜜みつ桃とうのようなバストに、小ぶりながらもつんと上がったお尻。


    「やだ、そんなに見ないでよ」


    　哲太に向けてはにかんだ笑えみを浮かべる彼女の手作りのお握りを食べ、水かけっこをして遊んだ後、夕暮れの海岸を散歩する。そっと手をつなぐと、彼女は恥ずかしそうに夕日に染まった頰をさらに赤く染める。


    「大城くん」


    　彼女は可愛らしく首を傾かしげると、腕を絡ませて身を預ける。


    　すべすべとした二の腕は、陽ひに焼けたせいか火ほ照てり、かすかに熱を持っている。


    　首筋の辺りから、芳かぐわしいラベンダーの香りが漂ただよい、鼻び腔こうを刺激する。


    　見れば彼女の目は潤うるみ、半開きの唇くちびるは何かを待っているかのようだ。


    　これはまさにキッスのチャンス！


    「い、いいかな」


    　ごくり。つばを飲み込むと、勇気を振り絞って言う。


    　すると彼女はまるで蕾つぼみのような可か憐れんな唇くちびるを開き……。


    「大おう城じようくーん、さっさと来なさい」


    　ええっ？　なんか突然上から目線？　というかなんで命令形？


    　戸惑っている哲てつ太たに、さらに彼女はたたみかける。


    「……大城くん、大城哲太くんー、もうっ、何をぼけっとしてるんですかぁっ」


    　と、哲太の後頭部に鋭い痛みが走った。


    「痛っ、いてててて」


    　いったい何が起きたのか把は握あくできずにいる哲太の前には、夏なつちゃんのしかめっ面があった。


    　あれれ、夏の海は。ビキニ姿の彼女は。そしてファーストキッスは!?


    　慌てて辺りを見回すと、そこは海岸ではなく教室である。


    「何ボケっとしてるの。ほら、さっさと通知表を取りに来なさいっ」


    　妄想に耽ふけるあまり、名前を呼ばれていたことに気がついていなかったようだ。


    「あ、ご、ごめんなさい」


    　ようやく状況を把握した哲太がぺこりと頭を下げると、夏ちゃんは苦にが々にがしく笑えみを浮かべながら、綺き麗れいな栗くり色いろに染められた髪の毛をふわりと揺らして、てくてくと教卓へと戻っていった。それに続いて、哲太も立ちあがると教卓の前へと向かう。


    　夏ちゃんが歩いた後には、ラベンダーの残り香が鼻び腔こうをふわりとくすぐる。


    　──うう。いい匂におい。


    　無意識に深く息を吸い込んだ。


    　こんな匂いを漂わせているだなんて珍しい。


    　ひょっとして今日はデートかな。


    　よくよく見ると、いつもの地味な紺や黒のスーツに比べ、今日の格好は可愛かわいらしい。ベビーフェイスの夏ちゃんにぴったり。


    　先生といえど、やはり夏休みに入る日は開放的な気分になるようだ。


    　──夏ちゃんだって、24歳の女の人だもんなぁ。彼氏のひとりやふたりはいてもおかしくないよな。


    　気のせいか、いつもより少し潤うるんだ瞳ひとみ。上気して見える桃色の頰ほおに、淡いピンクベージュの口紅で塗りつぶされた艶つやのある唇を見て哲太は思う。


    　──夏休みは彼氏と海とか行くのかな……やっぱりビキニとか着ちゃったりして。


    　体育祭の練習でＴシャツジャージ姿を披露した際、その巨乳が男子生徒の間で大評判になっていたことを思い出す。


    　──ああ、夏ちゃんいいな。普通にしていても可愛いけれど、年上の女の人で、かつ、先生というところがまたいい。


    　そう、もしも夏なつちゃんと海へ行ったなら……。


    　海の向こうへと消えていく夕日を見つめて、そっと頭を肩へと乗せてくれるだろう。そして、


    「目を閉じて……キスしてあげるから」


    　なんて言ってくれちゃったりして。


    　ああ、年上のお姉さんにリードされるのってイイ!!


    　むしろ、俺って紫ゆかりさんには可愛かわいがられてるし、結ゆいだってなんだかんだかまってくるし、年上キラーの素質があるのかも……。


    　妄想を働かせてニヤついている哲てつ太たに向かい、夏ちゃんは無表情で通知表を突き出すと、冷たく言い放った。


    「大おう城じようくん、お話にならないわよ」


    「ええっ、やっぱ、下手っすか」


    「下手？　なんのこと」


    　夏ちゃんは眉まゆをひそめている。


    「ああっ、いえ、なんでもないっす」


    　慌てて我に返り、通知表を受け取る哲太に、夏ちゃんは呆あきれたようにため息をついて言った。


    「通知表。追試よ、追試。主要５科目、全部追試」


    「まじっすかー」


    　追試かぁ、面倒くせぇな。


    　やや憂ゆう鬱うつな気分で通知表を開くと、案の定、２ばかりだった。


    　成績が悪いことは予想通りだが、我ながら、さすがにこれはヒドい。


    「夏休み返上で勉強しなさい」


    　しかめっ面の夏ちゃんに手渡されたプリントは、休み明けに行われる追試の知らせだ。


    「がんばるっす」


    　やる気なく返事をすると、くるりと踵きびすを返す。


    　と、教室のやや後ろ、出入り口近くの席で、クラス内のゴシップならばお任せの情報通、パパラッチ舞まいの異名をとる、成なる沢さわ舞がなぜか哲太に向かいピースサインを向けていた。


    　おおっ、なんだ？


    　舞の意図が把は握あくできないまま、思わず釣られてピースサインを返してしまう。


    　すると、舞は高く結ったポニーテールをふさふさと揺らして首を横に振った。


    　んんん？


    　哲太が首を傾かしげていると、舞はいつも通りの好奇心にキラキラと光る目をこちらに向け、Ｖサインをかざしたままで、口をパクパクと動かした。


    　ええっと……お・お・る・に・ご・し・ゅ・う・し・ょ・う・さ・ま……オール２ご愁しゆう傷しよう様？　


    　──あいつ、なんで、俺の通知表の中身を知ってんだ。


    　哲てつ太たがしかめっ面を作ると、舞まいは今度は、ニッと歯を剝むき出しにしてせせら笑った。


    　──まったく可愛かわいくねー女。


    　哲太はぷいと顔を背そむけると自分の席へと戻るために歩きだした。


    　──しかし、紫ゆかりさんになんて説明しよう。この通知表を見せたら、きっと怒られるよな。


    　哲太は義母の紫になんて言い訳をしようか頭を捻ひねる。


    　放任主義の父親には、今まで一度も成績表を見せろなどと言われたことはない。


    　しかし、紫はさすがに見せろと言うだろう。


    　──学校に忘れてきたというコトにすればいいか。追試はひと月以上先のことだし。夏は夏でエンジョイだな。なんといっても、彼女に海にファーストキスだ。


    　決意を新たに固めつつ、クラス一の美少女・桜さくら井いひとみの横を通り過ぎた刹せつ那な、腰の辺りをツンツンとつつかれた。


    「うひっ」


    　突然の刺激に、哲太は裏返った悲鳴を上げながら、身をよじらせる。


    「な、何っ？　誰っ？」


    　振り返るとそこにいたのは、アルファ波溢あふれる癒いやしの微笑を浮かべたひとみだった。


    「あ、ごめん。驚かせちゃったかな」


    　やや上目遣いで哲太を見上げる大きな眼。眉まゆで綺き麗れいに切りそろえられた天然キューティクルが眩まばゆいサラサラのボブカットに、桃色の頰ほお、そして一番の特徴であるアヒル口。


    　──あうーん、可愛い。


    　哲太の胸が締め上げられたように切なくキュンと高鳴った。


    「い、いや、俺が勝手に驚いただけだから」


    　哲太が言うと、ひとみがニコリと微ほほ笑えんだ。アヒル口の口角がきゅっと上がる。


    　まるで、野に咲く花のように可か憐れんだ。


    　──このまま見つめていては、殺やられてしまう……。


    　こんな清らかなルックスを持つひとみだが、自分を好きになる者は男でも女でも、翻ほん弄ろうして楽しむ魔性の女なのだ。


    　その清純なルックスにすっかり騙だまされ、ひそかに恋焦こがれていたのを、見事に裏切られた哲太だが、その苦い経験を経ても、惹ひかれてしまうのは何な故ぜなのか。


    　しかし、目を離すことができないのも、ひとみの魔性。いかにも清潔そうな白いシャツの袖そでから伸びたすらりとした腕や、チェックのミニスカートとハイソックスの間の太ももや、膝ひざ小こ僧ぞうをくっつけているがためにハの字形に開いたふくらはぎと、その佇たたずまい全てが可愛く、胸が締めつけられるようだ。


    　──嗚あ呼あ、可愛かわいすぎて胸が苦しいよ……。いや、いかんいかん。惑わされるな俺！　俺はこの夏は、大人の女性と恋愛をすると決めたのだ。


    　葛かつ藤とうしている哲てつ太たの胸の内などまるで存ぜぬまま、ひとみは首を傾かしげる。


    「大おう城じようくん、追試大丈夫？　もしよかったら、わたしがお勉強を教えてあげようか？」


    「ええっ、ま、マジっすか？」


    　思いもよらぬ申し出に、一瞬、天にも舞い上がる気持ちになった哲太だった。


    　──いや、しかし。待てよ。


    　その、虫をも殺さぬようなルックスで、人を惑まどわせ楽しむ小悪魔っぷりに痛い目にあったばかりではないか。


    「……桜さくら井いさんのことだからまた裏があるんでしょう」


    「あは。バレちゃった？」


    　哲太の問いに、ひとみは健康的なピンク色の舌をぺろり、と出して首をすくめた。


    「夏休み、いろいろ刺激的に過ごしたいじゃない？　大城くんの家族となら絶対に暇ひましなさそうだなーって」


    　──俺の家はアミューズメントパークじゃないんだから。


    「……遠慮しておきます」


    　哲太は弱々しく微笑ほほえみ返すとよろよろと自分の席へと戻った。


    　着席すると、ようやく魔性の呪のろいが解けたのか、ほっと肩の力が抜けた。


    　──ヤバイ、ヤバイ。またもや桜井さんに翻ほん弄ろうされるところだった。


    　哲太は、ひとみの本性目くらましスマイルを脳裏から追い払うように、ぶるぶると首を横に振ると、うんざりとため息をついた。


    　それにしても、舞まいといい、ひとみといい、なぜに身の回りの女子たちはひと癖くせもふた癖もある奴らばかりなんだろうか。


    　家に帰れば、さらに癖のある義母と義姉、そして義理の妹というか弟というかが待っているのだが。


    　哲太は、さっさと通知表を鞄かばんへと仕舞い込むと──あまり成績を気にしていないといってもやはり、平均以下の数字ばかりというのは気分のいいものではない──頰ほお杖づえをついて窓の外の青く澄んだ空を見上げるとため息をついた。


    　──ああ～。彼女が欲しい。癖のないフツーの子限定で。


    



    「ただいま……ってなんだこれ」


    　茹ゆであがるような夏の暑さに辟へき易えきしながら帰宅した哲太を待っていたのは、見るからに暑苦しい黒ずくめの塊かたまりだった。　


    　玄関のドアを開けた先、薄暗い廊ろう下かのど真ん中に、タイヤのようなゴム素材に包まれたソレは、じっと何かに耐えるかのようにうずくまっている。


    　テカテカと黒光りするゴムに全身を覆おおわれた物体……というか人。


    　さらにその背中には、楕だ円えん形をした直径30㎝ほどの、ステンレス製の亀かめの甲こう羅らのようなものが乗っかっている。


    　これは……湯たんぽ？　なぜ？　今は真夏だぞ、オイ。


    　あっけに取られた哲てつ太たが、玄関のドアを開け放したまま立ち尽くしていると、その物体が動き、ゆっくりと……どうやら哲太に向かい、顔を上げた。ラバースーツに開あけられた、目と口ギリギリのライン穴から顔を出しているのは……やはり、顔を赤くした壮年の男性。


    　唇くちびるはかさかさに乾き、息をするのもやっとという感じで、目はうつろ。脱水症状ギリギリの様子だ。


    「ぶ、豚さん、大丈夫ですか」


    「ぶぅ」


    　義母の個人奴ど隷れいである豚さん（人間だけど）は、プレイの途中のようで、弱々しく頷うなずき返しはするが、まさに虫の息。


    「何をしてるんすか。っていうか、何をされてるんっすかっ」


    　息も絶え絶えの豚さんを見捨てるわけにもいかず、その場に佇たたずんでいると、


    「豚が亀かめ……。ふふふっ。哺ほ乳にゆう類るいから爬は虫ちゆう類るいへと降格だなんて、笑っちゃうわね」


    　和室の襖ふすまが音もなく開あき、義母の紫ゆかりが現れた。


    　涼しげな切れ長の瞼まぶたに、頰ほおに影ができるほどに長い睫まつげ。すらりと通った鼻筋と、ほんの少し上うわ唇くちびるの捲めくれた口。ほっそりした首は淡雪のように白く、白地に紫色の縞しまの入った着物の襟えり元もとから覗のぞく滑らかでキメの細かな肌。その姿は、一瞬その場の温度がすっと下がったように錯覚するほど、美しい。


    　「ゆ、紫さん、ヤバいっすよ、生物としての限界を超えてますって、豚さん。このままだと確実に熱中症で逝いっちゃうっすよ」


    　すでに限界ラインを超したのか、豚さんは四肢を痙けい攣れんさせ、白目を剝むき始めている。


    　戸惑い焦あせる哲太をよそに、紫は眉まゆの間に皺しわを寄せ、しばし考え込むように豚さんをじっと観察した後、おもむろに袂たもとから長い鞭むちを取り出した。


    「そーれっ」


    　鞭が八の字を書くようにしなったかと思うと、豚さんの背中にビシリと叩きおろされた。


    　息も絶え絶えの豚さんに向かって鞭打つだなんて、これぞまさに死者に鞭打つ行為。


    　──ってまだ豚さんは生きてるけど……しかし大丈夫かいな。


    　驚いている哲太をよそに、鞭は背中に背負った湯たんぽに見事にヒットし、カキーンと甲高い音が鳴り響く。


    　すると、さっきまでの意識混濁は噓だったのかと思うほどの素早い動きで、豚さんは仰あお向むけにひっくり返った。


    　豚さんの人間離れした動きにあっけに取られている哲てつ太たの横で、紫ゆかりは、畳み掛けるように鞭むちを打ち鳴らす。


    「卑いやしい豚なの？　それとも愚ぐ図ずでのろまな亀かめなの？　はっきりなさい？」


    　──いやいや、豚でも亀でもなく人間だと思いますけど。ってなぜに復活する!?


    　さっきまで、丸腰で砂漠を彷徨さまよっているような顔つきの豚さんが、今は一転、オアシスを見つけ泉の湧わき水を貪むさぼりすする旅人のように、目を爛らん々らんと輝かせている。


    「どういう体の構造だよ！」


    　豚さんの回復の理由がわからない哲太をよそに、豚さんが歓喜の雄お叫たけびを上げた。


    「ぶぅうううううううっ！」


    



    「暑いー」


    　リビングルームに足を踏み入れた瞬間、むっとこもった熱気が哲太の体を包んだ。


    「なんでクーラー入れてないんっすか」


    「プレイ中だったもので……」


    　紫がおっとりと言った。


    「いやいやいや、無理っす、俺的にこの温度でクーラーなしとかは、ありえないっす」


    　制服のシャツにパタパタと生ぬるい風を送り込みながら、23度に設定したエアコンのスイッチを入れようとする哲太の手から、高速四つん這ばいで近寄ってきた豚さんがリモコンを奪い取った。


    「ちょっ、何するんすか」


    　哲太が驚いていると、豚さんは唇くちびるをわなわなと震わせて哲太を睨にらみつけている。


    「せっかくの夏の暑さを思い切り満喫したいそうで」


    　紫は困ったような笑えみを浮かべている。


    「そういうことは俺のいないときにお願いします」


    　紫さんの足にすりすりと身をこすりつけている豚さんの首根っこを摑つかみ、リモコンを取り上げると、すかさずスイッチを入れる。豚さんが恨みがましい顔つきで哲太を見上げた。


    　あくまでも、クーラーは入れるなということらしい。


    　──さっきの鞭打ちで満足してないのかよ、貪どん欲よくな。


    　抗議に満ちた視線を浮かべ、小刻みに顔をぶるぶると震わせている豚さんに、哲太は呆あきれてため息をついた。


    　──これがうちの学校の理事長なんだもんなぁ。世の中間違っていないか。


    　たしかに、スーツを着ればばりっとしたロマンスグレーの紳士なのだが、哲太の家では常にエナメルの短パンに上半身裸でうろついているという、どっから見ても立派なヘンタイ。


    　しかも、そのヘンタイを所持している主あるじは、自分の義母なのだから、困ってしまう。


    　──義か母あさんがＳＭの女王様って……。


    　紫ゆかりは、オランダ・アムステルダムで行われた世界ＳＭコンベンションで日本人で唯一、世界女王の10人に選ばれたという伝説の女王。


    　なんで、こんな女性が義母になることになったのか。親父にじっくり聞いてみたいが、冒険家として世界中を旅しているため、再婚して一度も帰国が実現せず、今に至っている。


    　しかも、紫だけでも刺激的だというのに、外見はギャルのくせして腐ふ女じよ子しのＢＬ漫画家である姉の結ゆい、ジュニアアイドルのような美少女……に見せかけて女じよ装そ子こで自称レズビアンの楓かえでという強烈なふたりの連れ子までもが同居することになったのが今年の５月末のこと。


    　ひと癖くせある性せい癖へきを持った新しい家族と、一つ屋根の下で生活を始めてふた月足らず。


    　緊きん縛ばくされた豚さんが、真夜中にこっそりリビングルームに吊つるされているようなスリリングな日常にも、だいぶ慣れたと思っていたが、現実はいつも、哲てつ太たの想像を超えてくる。


    「つーか、Ｍの人って……暑いとか寒いとかでも、興奮できるもんなんすか」


    　哲太は通気性がこの上なく悪そうなぴっちりしたゴム素材に身を包み、まるで修行でもしているかのように厳しい顔つきで床にはいつくばっている豚さんを横目で窺うかがう。


    　クーラーを稼働させたとはいえ、まだまだ暑い。


    　リモコンを操作して強風にすると、ひんやりとした冷風が送風口から流れだしてきて、熱の籠こもった哲太の体を撫なでた。


    「本当、Ｍの方は、何に興奮するかわからないから、わたくしのほうが勉強になりますわ。ＭがＳを育てるとは、まさに的を射てますわね」


    　紫が菩ぼ薩さつのような笑顔で言う。


    　女王たるもの、Ｍにイニシアチブを取られていていいものなのか？


    「まぁ、豚さんの場合は、暑さに興奮というよりも、ぴったりとしたラバーが汗をかくことでさらにフィットして圧迫感が生まれることに興奮するみたいですわね」


    「いやいや、どっちにしろ、さっぱり理解できません」


    　紫は豚さんの頭を撫でさすりながら続ける。


    「まぁ、人それぞれなんですけどね。あのしなやかで黒光りする光沢を持ったラバーに、自分の肉体が収まる感触がたまらない、と言う人もいれば、自分が無機質なタダのモノになるようなところに快感を持つ方もいらっしゃるそうですし、もちろん、ラバーを着た自分の姿を鏡に映して楽しむ方も。ＳＭと同じでフェチの世界も、人の数だけ妄想と願望があるのです」


    　紫が豚さんの背中を指先でツツツ、と撫でると、豚さんは喜びで体をプルプルと震わせ始めた。


    　呆あきれた視線を向ける哲太に、豚さんはまるで紫の寵ちよう愛あいは自分にあると言わんばかりの勝ち誇った笑えみを浮かべている。


    　──なんなんだ、この、人をカチンとさせる表情は!!


    　哲てつ太たはむっとしつつ、嫌がらせにクーラーの温度を下げた。20度だ。


    　豚さんが眉み間けんに皺しわを寄せて口をへの字に曲げたが、無視無視。


    　──豚さんは、紫ゆかりさんのペット。ということは、家長の息むす子こである俺のほうが偉いわけで、この家の温度調整権も俺が優先だよな。


    　それなのに、豚さんは、しかめっ面で哲太をねめつけ、不満げに床をどんどんと足を踏み鳴らしている。


    　──なんだ、この豚さんの態度。なんか気に食わねー。


    　飼い犬は、家族の中に自分よりも格下の存在を作るという話があるが、豚さんも同じように、自分よりも哲太のことを下に見ているような……。


    　──ちくしょう。豚のクセに生意気なんだよ。


    　哲太はリモコンを操作すると、一気に18度まで設定温度を下げた。


    「びひひひひぃぃっ」


    　吹き出してくる冷風に豚さんが哀れな悲鳴を上げる。


    　──ここで妥協をしたら、舐なめられてしまう。最下位は俺じゃないぞ、豚さんだぞ？


    　涼しいを通り越してちょっと寒くなってきたが知るもんか。ざまあみろ、この豚野郎。もっと寒がればいいさ……って、待てよ……まさか、これは加か虐ぎやく心をくすぐる豚マジック？


    　別の意味で背筋を戦慄おののかせている哲太に、水面下の家庭内勢力抗争に気がつく様子もない紫がおっとりと言った。


    「そうそう、ラバーフェチに目覚めたキッカケは、ヒーローモノの特撮を見てという方が多いんですのよ。光沢を持ったツルツルのボディースーツに興奮を覚えて、そのままオトナになってラバーへと、というのが、日本のラバーフェチの方たちの王道らしいという話も」


    「ええっ、俺も子供の頃はよく見てましたけど……正直、興奮したことはないっていうか」


    　つーかなんだ。みんな世の中をそんなふうに穿うがったエロい目で見てるのか？　


    「ヒーローのやられるシーンフェチもあれば、悪の軍団につかまって拷ごう問もんされることを夢見ているフェチもいたり、その拷問もくすぐりから水責め、はたまた悪に洗脳されたいという方まで、まさにこの世はフェティッシュパラダイス。遊園地でヒーローに扮している方たちの中にも、こっそり興奮している方がいるとかいないとか……ふふふっ」


    　──いいのかそれで。


    　哲太はため息をつくと、なぜかまだブルブルと震えている豚さんに呆あきれた視線を向ける。


    　と、その様子が少しおかしいことに気がついた。


    　さっきまで顔を真っ赤にして逆上のぼせていたはずの豚さんの顔が、いつの間にか、真っ青になっている。


    　唇くちびるは真紫。ガタガタと震え、まるで悪い風邪を引いたかのようだ。


    「ど、どうしたんすか、豚さん」


    　哲てつ太たが驚きのあまり後ずさると相変わらず身を震わせたまま、歯をガチガチと言わせ、力なく「ぶぅ…ぶぅ…」とうわごとのように繰り返している。


    「ゆ、紫ゆかりさん、豚さんの様子が……」


    「ああっ、ひょっとして、汗が冷えて凍えているのかしら」


    「ええっ？　凍えるって」


    　さっきまでカッカと茹ゆだっていたというのに、クーラーをつけたくらいで凍えるだなんて冗談だろ？


    「ラバーは吸水性ゼロなんです。なので、さっきかいた汗は、急激に冷えた状態ですべてスーツの内側に……」


    「……と、とりあえず脱がせましょうか」


    　哲太が豚さんの背中の湯たんぽに手をかけると、すでにこちらも冷え切っていた。


    「さ、とりあえず豚さん、これを外しましょう」


    　哲太がかけた手を、豚さんは頑かたくなにはね除のける。


    「なんで反抗するんすか。風邪引きますって」


    　無理やりに剝はぎ取ろうとしても豚さんは背中のチャックはおろか、湯たんぽにも触れさせてくれない。


    　──くっそぉ。面倒くさい豚野郎め。


    　哲太はイラッとしながらも豚さんの背中を押さえつけると無理やりに湯たんぽを剝がした。


    「ぶひいいいいいいん」


    　豚さんは、まるで体の一部が引き裂さかれたような悲痛な叫び声をあげる。


    　──ざまあみろ。この家の中では俺の立場が上だということを存分に思い知らせてやる。


    　こみ上げてくる自らのＳゴコロに驚きながらも、ラバースーツのチャックに手をかけた哲太に、豚さんはタックルをかましてきた。


    　──ちくしょー、アクティブに動きやがる。


    　バランスを崩して床へ倒れこんだ哲太を飛び越えると、


    「ぶふうっ」


    　と鼻息荒く叫んだ。


    「くっ、豚のくせに……」


    　床に尻をつけたままの哲太を振り返り、豚さんは不敵な笑えみを浮かべると、がさごそと床に置かれた哲太のスポーツバッグを漁あさり始めた。


    「ちょっ、人の鞄かばんに何を……」


    　豚さんは、スポーツバッグのチャックを開くと、素早い動きで次々と中身を床へとぶちまけてゆく。


    　──ああっ、それは……。


    　ようやく行動の意味を理解し、青くなっている哲てつ太たにかまわずに、豚さんは素早く紫ゆかりを呼ぶ。


    「ぶううううううううっ」


    「あら？　これって……通知表かしら？」


    　──ヤベ。


    　受け取った紫の顔が、見る見るうちに険しくなっていく。


    　さらに豚さんは追試のお知らせのプリントまでも紫に手渡した後、ざまあみろと言わんばかりの嘲あざけりの笑えみを浮かべながら横目でちらりと哲太を見た。


    　──ううっ、こしゃくな豚め。


    　まんまと挑発に乗せられた哲太が豚さんを思い切り睨にらみつけていると、突とつ如じよ、ゾクリと背筋に寒気を覚えた。


    　──な、なんだこの妖よう気きは……。


    　慌てて振り返るとそこにいたのは、顔面を蒼そう白はくにして、唇くちびるをわなわなと震わせている紫だった。


    「哲太さん、これは……」


    　紫が低い声で呟つぶやいた。目は赤く充血し、下唇は今にもプチリと音をたてて破れそうにぎゅっと嚙かみ締められている。どこからどう見ても完全に怒っている。正視するだけで背筋にぞくぞくと悪寒が駆け抜ける、パーフェクトあんぐりー！


    　──けど……う、美しい。


    　怒りに打ち震えている紫は凄みさえ感じさせるほど美しく、哲太は思わず、一瞬見とれてしまう。が、しかし、すぐに事態の深刻さを思い出し目を逸そらすと、豚さんに非難を込めた視線を遣る。


    　しかし、豚さんは、すっとぼけた表情で、今にも口笛でも吹きださんばかりに唇を尖とがらせ、そっぽを向いている。


    　──ちくしょー。おぼえとけよ、この豚め～。いくらＭでも悦よろこばないくらい、痛い目にあわせてやるからなー。


    　腹の中をふつふつと沸騰させていると、紫は、目じりを微かすかに赤らめ、ゆっくりと口を開いて抑えた声色で呟く。


    「哲太さん、なぜ見せてくれなかったんです」


    「ええっと……それは……」


    　言葉に詰まる哲太をよそに、豚さんはなんとも嬉うれしそうな表情を浮かべ、腰をリズミカルに左右に振っている。


    　──うう～っ、豚め～!!


    　しかし、怒りに震えている紫ゆかりを眼前にして、豚さんに構っていられる状況ではない。


    「あ、あのですね」


    　こうなったら正直に話すしかない。哲てつ太たは覚悟を決めると口を開いた。


    「いや、まったく勉強をサボっていたとかそういうんじゃないんですけど……なんといいますか、人には向き不向きがありまして……なら、なんで体育も２で技術も２なんだと思うかもしれませんが、とかく俺は学校というものに向いていないというか……」


    　と、紫が切れ長の眼をきっと哲太に向けた。


    「……哲太さん、わかっておられませんわ」


    　その声色には怒りというよりも悲しみが滲にじんでいる。


    「なぜ通知表を隠したりなさるの？　わたくしは、哲太さんの母親ですのよ」


    「いや、隠したつもりはなくっ」


    哲太はクーラーの効いたひんやりとした部屋の中で、さっきまでとは違う汗が脇わきの下から染み出してくるのを感じた。


    「ではなぜ見せていただけなかったのかしら……やはり哲太さん、わたくしのことをまだ家族だと認めてくださらないのですね……」


    　どうやら怒りの理由は成績うんぬんではなく、通知表を見せなかったというその行為自体に向いているようだ。そう。紫のツボは『家族』だった……。


    　哲太は、そ知らぬ顔をしている豚さんを睨にらみつけると言った。


    「そういうんじゃないですってば」


    「では、どういうのなんですの」


    「あの、ですね、なんというか、親父おやじも放任主義だったもので、俺的に通知表を親に見せるという考えがもとよりなかったわけであって、紫さんを母さんだと認めてないことなんてまったくなくって」


    「親に通知表を見せたことがない？」


    「そういや、小学生の頃から見せろと言われたこともないし」


    　紫がゆっくりと顔を上げた。その眼光は鋭く、まるで切れ味のいいナイフのようにとがっている。


    　ただごとではない殺気に、哲太は思わず数歩後ずさる。


    　が、しかし、紫はそれよりもすばやい動きで飛びついてきた。


    　──や、殺やられる……。


    　動物としての本能が、哲太を身構えさせる。歯を食いしばり、身を硬くした。


    　しかし、哲太を待ち受けていたのは、ぷにりとした至福の圧力。


    　──や、柔らかい？


    「ほ、ほえっ？」


    　目を開けるとそこにあったのは、新雪のように白く滑なめらかな首筋と濡ぬれたように艶つややかな黒髪。そして、たしかに柔らかく大きな……おっぱいだ。


    　──うはぁ、き、気持ちがいい……。


    　ふわふわとした夢心地の感触。哲てつ太たは欲望のままにその、深く暖かな谷間にじっと顔を埋うずめる。水底のように静かな谷間の中心で、じっと耳を澄すませていると、トクントクンと小さな鼓こ動どうが聞こえる。それに呼応するように、哲太の下半身にドクドクと血が送りこまれ……ああっ。


    　──いかん。危うく息むす子こであることを忘れるところだった。


    　慌あわてて息子モードに自みずからを引き戻す。


    「ゆ、紫ゆかりさん、どうしましたか」


    　すると紫は、今にも零こぼれ落ちそうに涙で潤うるんだ瞳ひとみで哲太を見上げながら、小声で呟つぶやいた。


    「……不ふ憫びんで」


    「不憫？」


    「ええ、今まで誰も哲太さんの成績のことを気にかけてこなかったのかと思うと、不憫で不憫で……でも、哲太さん、もう、これからはそんなことはありませんからね」


    　紫は、哲太の体から胸を離すと、大きく頷うなずいた。


    「は、はぁっ？　それはどういう」


    　──なんだか嫌な予感がするんですけど。


    　恐れ戦慄おののいている哲太を他よ所そに、紫はきっぱりと言い放った。


    「この夏休み、わたくしが毎朝毎晩、シゴいて差し上げますっ」


    「ええっ!?　シ、シゴくって……」


    　思わずあらぬ想像をしてニヤけそうになっている哲太に構わず、紫はマジメな顔でまくし立てる。


    「そうです。まずいのはこの２ばかりの通知表……成績の心配をしてくれる大人がいなければ、勉強などする気が起きなくて当然です。大丈夫です、哲太さん、今日からこのわたくしが責任を持って、お勉強を見て差し上げますわっ!!」


    「ええーっ、夏休みなのにぃいいい」


    　哲太の叫びもむなしく、紫はどこからか襷たすきを出すと、着物の袖そでをキリリと留める。


    　豚さんがざまみろとばかりにニヤリと笑ったのを哲太は見逃さなかった。


    　──ちくしょう。すべてこいつのせいだ。なんとかして一矢報むくいねば。


    　哲太はふと思いつくと紫に向かって言った。


    「……紫さん、豚さんにはバルコニーで、甲こう羅ら干ぼしをしてもらいませんか」


    



    「ああ、貴重な高二の夏休みが……」


    　哲太は茶色い革張りのソファーに身を沈めつつ、ノートを広げてがっくりとうなだれている。


    「さぁ、哲てつ太たさん、まずはこの問題集から」


    　高二向けの数学の問題集を哲太に手渡す紫ゆかりは、黒い革の編み上げビスチェに同じく革製のハイレグＴバック、そしてガーターベルトに網タイツというボンデージ姿。


    　白い肌と黒革の対比がなんともエロティックだ。


    「その刺激的な格好はいったい……」


    　上半身を見れば深い谷間と、柔らかそうな２つの山、下半身を見れば、ぐっと切り込まれた三角地帯とムチムチの太もも。どこを見てもどうしようもなくエロス！


    　目のやり場にドキドキしながら、哲太は首を傾かしげる。


    「この格好が一番気合が入るんですの。まぁ、哲太さんはあまりお気になさらずに」


    　小さめのブラジャーに押し込められたふわふわパイが、紫が首をすくめた瞬間にぶるんぶるんと揺れ動いた。


    「いやいや、気にするなと言われても気になりますって」


    　零こぼれそうに盛り上がった上乳とプリンとした肉づきのいいお尻が丸出しでは、勉強どころではない。


    　ああ、さっきまで、柔らかそうなあの谷間に、思いっきり顔を埋うずめていただなんて。


    　思いっきり摑つかんで、ぐりぐりと鼻先を擦こすりつけたり、顔をはさんだ状態でワキから押さえ込んでプニプニされたりしたら、どんなに気持ちいいんだろう。
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    　妄想をかきたてられながら、視線を吸い寄せられるまま、ちらちらと盗み見していると、胸の谷間のタトゥーの蛇へびと目が合った。


    　ぎろり。


    　もちろん、生きているわけではないが、魂が吹き込まれでもしているかのように妙にリアルな蛇は舌をチロリと出して、義母へ発情している哲てつ太たを諌いさめているようでもある。


    　……すみません。


    　まさに蛇に睨にらまれた蛙かえるのように身を縮こませると、哲太は問題集を開く。


    　パイのことは忘れて集中、集中。


    　とりあえず集中だ。しかし……。


    　なんだコレは。


    　ΣシグマだとかΠパイだとか、読み方からしてすでにわからないんだが、これは本当に高二向けの問題集なのだろうか。習った覚えがないぞ。


    　首を傾かしげながらもなんとか解答を出そうと試みてはみるが、さっぱりわからない。


    　シャーペンを右手に持ったまま、フリーズしていると、薄い麝じや香こうの香りとともに、背中にぷにりとした何かが当たった。


    「おお？」


    　振り返るとすぐそばに紫ゆかりの顔があった。


    「おわっ」


    　驚いてびくりと体をはね上げた哲太を気にする様子もなく、紫は首を傾かしげる。


    「できるところからやっていかないと、制限時間をオーバーしてしまいますわよ？」


    　どこができるかさえもわからないんすけど。


    　というよりも、俺の背中に当たっているこの感触は……パイ？


    「パ、パイ……じゃなくってハイっ」


    　脳へ流れ込むはずの血液が、臍へその下辺りに急激に集まりつつあるのを哲太は感じ、慌てて首を横に振った。


    　──紫さん、本当に俺に勉強させるつもりがありますか？


    



    「……できました」


    　でき上がった問題集を紫に手渡すと、哲太はため息をついた。


    　でき上がったといっても、実際は半分も埋められておらず、さらに一応何か答えを書いてあるところも、ほとんどが当あてずっぽうである。これはヤバイ。


    「いったい、これは？」


    　案の定、採点を終えた紫が眉まゆをひそめた。


    「いや、俺、数学は大の苦手といいますか。だからといって、現国や古文や英語や社会が得意なわけでもないんすが……」


    「けれど、解答欄に〝パイ？〟って。質問に質問で答えてどうするんですっ？」


    　紫ゆかりが指し示したところを見ると、確かにその通りに書いてある。


    　しかし、それは質問に答えたわけではなく、先ほどのあのぷにぷにの正体について自らに問いかけていたのであり、それはある意味、宇宙の神秘への問いかけというか。


    　と、哲てつ太たの背中に鋭い痛みが走った。


    「痛──────っ」


    　何事かと振り返ると、そこには、乗馬鞭むちを左の手の平にぽんぽんと軽く打ち鳴らしている紫の姿があった。


    「10問中正解は１問……ですので、９回のお仕置きですわね」


    「ええっ、なんすか、それ。聞いてませんってば。あっ、痛っふっうう!!」


    　今度は、太ももへと鞭が振り下ろされる。


    　ウラ声で情けない悲鳴を漏もらしながら、ソファーから３㎝ほど飛び上がってしまった哲太の耳元で紫が呟つぶやいた。


    「まだお勉強の態勢が整っていないようなので、気合を入れて差し上げます！」


    「き、気合って……ふぶあぁあくえあねえっ」


    　三度、紫の鞭がしなった。


    　哲太の背中に鋭い痛みが走る。と、同時に体の芯がじわりと熱くなった。痛みというよりは快感に近い甘い刺激。


    　──ああ、なんだこれ。どういうことだ。


    　この感触が何であるかを確かめるべく四度目の鞭を甘んじて受け止めると、今度はびりびりと背筋が痺しびれた。


    　五度目の鞭を受けると、


    「あふんっ」


    　という吐息が漏れる。


    　──えっ、あふんって……痛っの間違いだろう？


    　哲太が自分の反応に疑問を感じている間にも、紫の鞭は容赦なく振り下ろされる。


    「６つ目っ」


    「あはひふううんっ」


    　──ああ、やっぱりイイ。なぜだ、どうなってしまったんだ、俺の体。


    　鞭打たれた部分がジンジンと熱を持ち、全身へと火ほ照てりが広がっていく。


    「７つ目っ」


    「ああっ、いいっ」


    　──ま、まさかのＭ開眼？　いや、それはない。きっと…………夏のせいだ。


    　首を横に振りつつも、もはや思考は停止し、自然と次の鞭むちを待ってしまう。どうしたというのだ！


    「８つ目っ」


    「あはあっ、もっとっ」


    　哲てつ太たはいつの間にか、ハァハァと荒い息を吐きながら、続きを求めるような目つきで紫ゆかりを見上げていた。


    　──ああ、この快感の正体を教えてください、紫さん。


    「最後の一発ですわ。気合を入れてくださいね？」


    　必死に煩ぼん悩のうと戦っている哲太に紫が、ソファーに片足を上げたポーズで、身を乗り出して言った。


    　黒い網タイツに包まれたむちむちとした脚と、白い太もも、そして逆三角形の小さなパンティーの張りついた脚の付け根が眼前に迫っている。


    「は、はい、早く、鞭をっ」


    「９つ目ーっ」


    「はふ────────んっ」


    　ビシリ、という鞭の音が響くと同時に、ビリビリと脳天が痺しびれんばかりの快感が脊せき髄ずいを突き抜ける。


    　辛かろうじて哲太の理性を押し留とどめていた堤防が決壊する。


    　ソファーから崩れ落ち、床に四つん這ばいになった哲太は、最後の砦とりでを崩され、あへあへと笑いを浮かべながら懇こん願がんを始めた。


    「頭が悪くて馬ば鹿かでどうしようもない俺に、もっとお仕置きをっー」


    「あらあら、我わが儘ままなコだこと。自分からオネダリなんてして、はしたないわねぇ。ダメよ、答えを間違えないと、打ってあげないわよ。打って欲しかったら答えを間違えなさい」


    　──いや、なんか違う気がするけど、もう知るか～っ!!


    「そんなイジワルを言わずに打ってくださいッ!!」　


    「では、ちょっとだけよ。そ～れッ!!」


    「ああっ、イイ──!!」


    　雪崩なだれのような鞭の連打に、哲太が絶叫したその時、バルコニーへと続く窓が音もなく開いたかと思うと、スクール水着姿の美少女が現れた。


    「あはっ。おふたりさんってば、昼間っから、いったい何をされてるんですか？」


    　光を受けて透明に光る薄茶色のショートヘア。


    　ちんまりとした小顔に、くりくりとした瞳ひとみ、そして、思わずつんつんとつっつきたくなるような薄桃色の頰ほお。小鹿のように華きや奢しやな手足。折れそうな細身の体を包んでいる紺色のスク水がぴたりと張り付いた胸はぺったんこ。高校一年生というには、幼いルックスだが、それでも、眩まばゆいほどの美少女だ。


    「か、楓かえでちゃんっ」


    　すっかり鞭むちの魔力に支配されていた哲てつ太たの中に、爽さわやかな風が吹き抜けた。


    　慌てて正気に戻ると床を這はいずり、ひとまず紫ゆかりの鞭から避難した。


    　が、タイミング悪く、紫の鞭がその瞬間に振り下ろされ、見事に顔面にヒット。哲太はそのまま床へと崩れ落ちると、ぴくぴくと体を震わせる。


    「何って……勉強会ですわ」


    　紫は鞭を下ろすと、かすかに乱れた髪を押さえて直した。


    「どう見ても、なんかイケナイ遊びをしていたように見えたんですがー。お兄ちゃんもお兄ちゃんですよ。ママとあんなことしちゃって、ついにヘンタイさん入門ですかー」


    　楓は、唇くちびるをわずかに尖とがらせると、草原に佇たたずむプレイリードッグのように小首を傾かしげた。


    「って、あれれ、哲太お兄ちゃんが気絶してますー」


    「ええっ、ああーっ」


    　紫が慌てて駆け寄ると、哲太は半笑いを浮かべたまま、うっとりとぐったりの狭間はざまを彷徨さまよっていた。


    「哲太さんっ、ああ、やはりわたくしは母親失格だわ。つい我を忘れて哲太さんを調教モードで鞭打ってしまうだなんてっ。ああ、哲太さん、ごめんなさい……」


    　紫は哲太を抱き起こすと、ぎゅっと抱きしめた。ぷにゅっとしたおっぱいに顔が埋うずまる。


    「あ、あふ……パイが……あーる」


    　紫の胸の柔らかさに、ようやく夢から現うつつへと帰還の道を見つけた哲太だったが、まだ半なかば朦もう朧ろうとしたまま呟つぶやく。


    「パイと鞭……これぞ飴あめと鞭……」


    　と、紫は、まるで雷に打たれたように体を震わせると、きっと顔を上げた。


    「……そうね、そうだったわね、哲太さんは、ＳＭマニアでもないただの素人さん。鞭だけでお勉強をさせようだなんて、わたくしが間違っておりました」


    「お兄ちゃん、十分嬉うれしそうでしたけどねー」


    　楓は、まだ薄ら笑いを浮かべたまま、完全には意識を戻していない哲太の頰ほおをつんつんとつつきながら首を捻ひねった。


    　しかし、夢中になると周りなど目に入らない紫は、満足げに大きく頷うなずき、言った。


    「では、残り１問正解のご褒ほう美びの時間ですわ。哲太さん、ご褒美は何がよろしいかしら」


    「ええっ？」


    　ごくり。


    　意識せずとも自然と目に入る紫の胸の谷間に、哲太は思わず唾つばを飲み込んだ。


    　──あそこに顔を挟んでもらってパフパフと。それともギュッと窒ちつ息そくせんばかりに挟み込んでもらうのも捨てがたい。ああ。それとも、せっかくだから、思う存分揉もみ揉みさせていただいて……いやいや、いかん。義母に対していったい何を考えてるんだ。


    　心の中で葛藤を繰り返している哲てつ太たに、大輪のカサブランカを思わせる艶あでやかな微ほほ笑えみを浮かべて紫ゆかりは言った。


    「三大ご褒ほう美びのどれにしましょうかしら」


    「さ、三大ご褒美っ？」


    「ええ。でも哲太さんは初心者ですから、アレでいいですわよね」


    　紫は勝手に何か納得したかのように頷うなずくと、哲太の肩を摑つかんでソファーへと押し倒した。


    「な、何をするつもりですか、紫さん」


    　啞あ然ぜんとしている哲太をよそに、紫は、ソファーの上に、まるきり仰あお向むけに横たわった状態の哲太の頭を跨またぐと、両足で頭を挟んでしっかりと押さえつけ、腰をゆっくりと降ろし始めた。


    「ええええええっ!?」


    　迫り来る紫の中心部──わずか３㎝ほどの幅しかないＴバックに包まれたあの部分──がゆっくりと近づいてくる。


    「だ、ダメっす、それはまずいっす、俺はおっぱいくらいで十分満足というかっ」


    　しかし、紫は聞く耳を持たず、そろそろと腰を降ろし続ける。


    「か、楓かえでちゃん、紫さんを止めてっ」


    　逃のがれるべく哲太は脚をばたつかせ、楓に助けを求めたが、しかし、楓は、パーに開いた両手を顎あごの下で組み合わせるという可愛かわいらしいポーズで無邪気に笑う。


    「何事も経験ですー」


    　どうやら傍観するつもりらしい。ああ、小悪魔……。


    　──そうこうしている間にも、あの部分が顔の上わずか15㎝に。ああ、生まれたところへ帰って行くのね……義母だから違うか……ってそういうことじゃなくって!!


    　混乱する哲太の耳に、語尾を引きずる独特のしゃべり方が飛び込んできた。


    「うわっ～、なんだか面白そうなことしてるじゃないのよー」


    　このタイミングで割って入ってくるのは、神か仏か。


    　哲太がかろうじて視線だけ動かして声の主を確認すると、そこにいたのは、まるで後光が差したかのように、金色の髪をキラキラと輝かがやかせた義姉の結ゆいだった。


    「ゆ、結、紫さんを止めてくれっすー」


    　上下を真っ黒く囲った目にはつけ睫まつげがびっしり。まるで血の気のないベージュに塗りつぶされた唇くちびる。ぺらぺらの薄い生き地じのせいか、パンティーとブラがスケスケのピンクの豹ひよう柄がらワンピースを着て、右手にはなぜか水鉄砲という、いつもながらに派手ないでたちの結は、やる気のない足取りで、哲太のそばへと近寄ると身も蓋ふたもない口調で言った。


    「いいじゃない。こんな風景、あまねく人類男子の夢よ。で、なんでこんな体勢なワケ？」


    「哲てつ太たさんのお勉強を見ている最中なんですのよ」


    「なんで勉強教えるのにその体勢なのかが理解できないんだけど」


    　結ゆいは派手にデコった爪つめでくるくるに巻いた髪の毛をかき上げながら、釈然としない様子だ。


    「飴あめと鞭むち勉強法ですの。ご褒ほう美びに顔面騎乗ガンキをして差し上げようかと」


    「が、がんき……？　俺はなぜにご褒美がコレなのかが理解できないっすー」


    「ええっ？　ＳＭの三大ご褒美といえば、顔面騎乗・聖水・そして……。ああ、ひょっとして、哲太さんは聖水のほうが……」


    「俺的にはノーですっ！　マニアックすぎる～!!　今すぐ降りてくださいっ」


    「でも……」


    　哲太と紫ゆかりとの会話を聞いていた結の目がキラリと光った。


    　──嫌な予感。いじめっ子の結のことだ。どうせロクなことを考えていないに違いない。


    　哲太が身構えると同時に、結は高々と宣言をする。


    「いいわよ、ママ。ご褒美あげましょうよー。あたしも手伝うし」


    　言うが早いか、紫の両りよう膝ひざに頭を挟まれて身動きをとれずにいる哲太の足元へと回った。


    「な、何をするんすか、うひぃいいいっ」


    　精一杯顎あごを引き、足元で何をしているのかを確認しようとすると、大きく開いたワンピースの胸元から、前かがみになった結の谷間が目に飛び込んできた。


    　ただでさえキツそうに張っているブラジャーが、引力で下へと引っ張られているおっぱいの重みに耐えかねて、今にも張り裂さけそうになっている。


    　──うお。ぱつんぱつん。


    　鼻の下を伸ばして油断した一瞬の隙すきに、制服のズボンとともにパンツまでも下ろされ、まる出しになった尻に何か硬いモノを押し当てられた。


    「いやいや、ちょうど今描いてる漫画でさー、主人公がｉｎシーンで苦く悶もん交まじりに気持ちよがってる表情が上う手まく描けなくって困ってたのよねー、えいー、オレのリボルバー、突っ込んだるでー。ぐりぐりぐりー」


    「あふふーっ、ど、どこに何を入れようとしてるんですかっ」


    「うーん、うまく入らないわねー。よーし、発射っ！」


    「冷たーッ」


    　結の攻撃に、もんどりうって抵抗している間にも、Ｔバックでかろうじて隠されている紫のアソコがずんずんと近づいてくる。


    　ああっ、おっぱいとは違った山がここにも。勾こう配ばいは緩やかにしてその間の急な渓谷は、川ならぬ革に覆おおわれ……。


    　あの革をちょいとずらしさえすれば、そこは生命の源。


    　女体の謎の最後の砦とりでをこっそりと窺うかがい見たるチャンス。


    　いっそ受け入れてしまおうかと考えた哲てつ太たの山と山の間の深い沼に、結ゆいが躊ちゆう躇ちよなくぶすりと先端を突き刺した。


    「って痛い痛い痛い痛い痛いッ」


    　哲太が口をＯの字に開けて絶叫すると、


    「頭上にママ、下半身に結お姉ちゃん……となるとあまっているのはここですねー」


    　楓かえでまでもが参戦し、哲太のシャツを捲めくり上げたかと思うと、胸にある２つのボタンを人差し指と親指とでつまみ、コリコリと捻ひねり始めた。


    「ああっ、楓ちゃんまで……ああっ、男の子もそこは感じる……じゃなくって、ダメー」


    「タッチしたらたっちしてきましたー」


    　敏感な部分を、顔をぽっと赤らめ弄いじくる幼顔の美少女……ああ、なんていい景色なんだ。


    　そして、天上には、天あまの岩いわ戸と。ああ、あの奥には、天あま照てらす大おお神みかみさま……否いや、観かん音のんさまがーっ。ああっ。ひょっとしてたらここは天国？


    　──ああ、天国とはなんと刺激的なところなのだろうか。


    「はい、哲太─、もうちょいだからねー。口開けて力を抜いてー。はい、息吸ってー、ぐりぐりぐりーっ」


    　──痛!!　間違えた。やはり地獄だ。


    　昔、絵本で読んだ地獄の様子に、鉄の棒で串刺しにされるというシーンがあったが、まさにアレではないか。


    「も、もうちょいって……やめてくださいっ。あ、あふううっ。そ、そこは入れるところじゃなく!!　紫ゆかりさん、腰を上げてくださいっ。あふーっ、ああっ、くすぐったっ、いや、痛っ、あふっ、あはあんっ」


    　視界は眼がん福ぷく、上半身はこそばゆく、そして下半身には激痛。この三位一体の刺激に哲太は悶もだえ暴れる。


    「ダイジョブ、ダイジョブ。入れりゃ入るわよ。ああっ、先っぽが入ったー。きゃーいいわ、哲太。漫画の参考になるわー」


    「哲太さん、これはご褒ほう美びですわよ？」


    「わー、先端がこりこりですー。硬くなってますー」


    　哲太など気にもせず、結は異物を容赦なく差し込んでくる。楓はやたらと慣れた手つきで乳首を弄いじり、そしてすっとぼけた紫の股間はまさにもう眼前に迫ってきている。


    　ああ、このままでは紫さんのあの部分が俺の顔面にフィット……。


    「紫さん、これじゃ罰ばつですよーっ」


    　紫は動きを止めると、中腰のまま首を傾かしげる。


    「罰ですって？」


    　哲てつ太たは、その隙すきに結ゆいを蹴け飛とばし、楓かえでの手を振り払って、紫ゆかりの股の間からずりずりと這はい出ると素早く向かい側のソファーへと移動する。


    「本当にご褒ほう美びのつもりだったんです。それが哲太さんには罰ばつに思えてしまうだなんて……捧げるのＳ、もっとのＭと言いますのに。もっともっとと言われるほどに与えられないわたくしのＳもまだまだ……」


    　紫はしゅんとした様子でうな垂れる。


    「あー、もうっ、いきなり蹴飛ばすとかありえないんだけど」


    　床に転がっていた結がむくりと起き上がった。


    「ありえないのは結のほうだろ。人の大事な部分にいったい何を突っ込んだんすか」


    「ぷぷぷっ。記念すべき初体験の相手のリボルバーくんでーす」


    　ポーズをつけて突き出した結の右手には、水鉄砲があった。


    「マジで勘弁しろよ、もう……あと家の中を下着姿でうろうろするのはやめてください。女のコなんだから、暑くっても、ちゃんと服くらいは着ないと」


    　透すけて見えるパンティーとブラジャーを直視できずに、落ち着きなく視線をさまよわせながら哲太が言った。


    　ギャルである結が派手なのはいつものことだが、今日の格好はこれまた一段とすごい。


    「ちょっと。人を露出狂扱いしないでくれる？　これは水着よ、ミ・ズ・ギ」


    　結はワンピースの細い肩かた紐ひもを降ろすと、ぐっと両りよう脇わきを締め、まるで見せびらかすように、谷間を強調しながら、右手に持った水鉄砲を哲太のほうへと構えた。


    　紫譲ゆずりの巨乳がぎゅっと寄り、ただでさえぱつんぱつんに張ったビキニから、零こぼれ落ちそうに盛り上がった。


    　ドキッ。哲太の心臓が大きく脈打った。


    　谷間を見せられると、相手が結だろうと、つい見てしまう自分が悔しい……。


    　なんとなく負けた気分で目をそらすと、今度は、その隣にちょこんと座った楓が目に入る。


    　こちらは露出としては少ないスクール水着姿。しかし、パットを入れていないのか、その両胸の中心辺りには……控えめな突起がポッチリと浮かんでいる。


    　ドクンっ。跳ねる心臓を慌てて諌いさめ深呼吸する。


    　あまりじろじろ見てはいけないと思いながらも、つい視線が向いてしまう。


    　──俺のと同じじゃないか。そう、俺のと同じ……だよな？


    　と、楓が悪いた戯ずらっ子っぽい顔つきでくすりと笑った。


    「お兄ちゃん、そんなに見つめたら恥ずかしいですよー」


    「ああっ、ご、ごめん……」


    「そうよ、このスケベ男ー。おっぱいばっかり見てるんだからー」


    　結が胸をぷるんぷるんと揺らしながら加勢する。


    「……そもそも、なぜにふたりして家の中で水着姿なんすか」


    　──俺は、健康な高校生男子であるからして、つい視線を向けてしまうのは自然の性さが。目の前におっぱいがあるのが悪いのだ。


    　ひとりで納得していると、結ゆいと楓かえでは顔を見合わせてバルコニーを指差した。


    「バルコニーでプール遊びしてたのー」


    「へっ、バルコニー？　そんなところでプール遊びしてたら、隣のマンションから丸見えっすよ」　


    　哲てつ太たは上半身を伸ばすと、窓の外を窺うかがう。


    　確かに、我が家には十畳ほど、無駄に広いバルコニーがある。そこに、いつの間に揃そろえたのか、窓の外には大きな水色のビニールプールやビーチボールが見て取れる。


    「そんなこと言いながらあんたがいちばん見てんでしょうが!!」


    　哲太の眼前を２本の指が鋭く横切った。


    「あ、危ないじゃないっすか！」


    　すんでのところで結の攻撃をかわした哲太が叫ぶ。


    　目つぶしを外された結が、悔しそうに胸の前に拳こぶしを掲げ、ファイティングポーズを作った。すると、脇わきがぎゅっと締まったせいか、谷間が深く窪くぼむ。溢あふれんばかりにむっちりと詰まった柔肉を包むワイルドな豹ひよう柄がらの三角ビキニがずり上がり、下乳がはみ出した。
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    　──うおっ。もうちょっと手を上げたらプルンって全開になったりして。


    　そこはかとなく期待しつつも、滑らかな小麦色の肌の中で、そこだけは焼けておらず、妙に艶なまめかしい真っ白な下乳に、見てはいけなかったものを目まの当たりにした気がして心臓がバクリと高鳴る。


    　ギャルの結ゆいは、清純好みの哲てつ太たの理想とは１８０度離れているとはいえ、おっぱいに罪はないのだ。ああ、おっぱい……。


    　しゅっ。再び繰り出されるスピードのある目つぶし。またもやすんでのところでかわした哲太が、慌てて言った。


    「でででも、外のプールのが楽しくないっすか」


    　結は鋭い視線で腰を抜かしかけている哲太を睨にらみつけると、


    「そりゃそうよ。けど、大変なことになるから、自じ粛しゆくしてるのよ」


    　ぼすんと、ソファーの上のクッションにパンチを入れた。


    　おっぱいが重そうに揺れる。


    　ナイスパンチ！　哲太は次の一撃を警戒しつつ、心の中で拍手する。


    「大変なことって何っすか」


    　哲太の疑問に楓かえでが口を尖とがらせて答える。


    「本当に大変なんです。去年の話なんですが……楓がプールで遊んでいたところ、いつの間にかですね、長～いレンズを付けたカメラを構えた人たちに囲まれていたわけです。それで、周りの小学生の保護者が怒っちゃって大騒ぎに。で、困った楓が、プールサイドで焼いてる結お姉ちゃんに助けを求めに行ったらですね、なんだか人だかりができているですよ。それが全員、タトゥーだのピアスだのが入った怖そうな人たちばかりでですね。で、結お姉ちゃんが、『誰か、背中にオイルを塗って欲しいなぁ』って言ったのをきっかけにですね、青い海パンを穿はいた人たちと赤い海パンを穿いた人たちとで二手に分かれて乱闘が始まってしまいまして……結お姉ちゃんがそれを見ながら、目を輝かせてるもんだから、みんな張り切っちゃってまったく収拾がつかない状態に」


    「いやー、あの状況に萌もえるなっていうのが無理でしょー。だってみんな半裸じゃない？　それで、全身タトゥーのアイツと、鼻ピアスのアイツのカップリングとか、あっちの坊主が受けで、そっちのドレッドが攻めとか想像してたらそれはそれで萌えてしまってー。惜しいのはストリートファイトだから寝技がなかったことよねー」


    　結はうっとりとした表情を浮かべている。


    　各所にちりばめられた専門用語のため、哲太には、言っていることの半分も理解できない。まぁ理解したくもないんだが。


    「そんな結お姉ちゃんを置いて楓は、ママを捜しにいったワケです。そうしたらですね、黒いエナメルのハイレグワンピースの水着……というよりはほとんどボンデージスーツに近いモノを着たママを囲んでですね、四つん這ばいの紳士たちが傅かしずいていたわけです。おおよそ20人ほどだったでしょうか」


    　光景を想像するだけでうんざりだ。


    「でもまぁ、一番の問題は、別なんですけどね」


    　と楓かえではやや苦々しい顔つきをした。


    「ええっ、まだ問題が」


    　楓が困ったような顔で頷うなずく。と、能天気かつ野太い声が響き渡った。


    「ちょっとー、あたしのこと放置プレイしてたでしょー」


    　ベランダへ続く窓から現れたのは、筋骨隆々とした三十歳過ぎの男オネエ。ラブちゃんだった。


    　坊主頭に逆三角形の厚い胸板、そしてその上にうっすらとついた脂肪。逞たくましい肉体に着けているのは、極小の白Ｔバックのビキニパンツ。


    　その中心部は思わず視線を釘づけにしてしまうほどに盛り上がっている。


    　──これまた目のやり場に困る。


    　哲てつ太たが視線を彷徨さまよわせていると、ラブちゃんはなぜか腰をくいくいと突き出して妙なアピールをしてくる。


    　問いかけるように眉まゆをひそめてもクイックイッ。


    　首を傾かしげてもクイックイッ。


    　まるで、首をコキコキと前に揺らしながら歩く鶏にわとりのようだ。


    「……なんなんすか、そのアピールは」


    「えー、何かしらねー。自分でもわからないわ……きっといわゆるひとつのリビドーってヤツね。もう身に染みついてるのよ。ボンクラといえどもアンタも一応、ピチピチの男子高生じゃない」


    「せ、セクハラだ……ってラブちゃん、いったい今までどこにいたんすか」


    「んんーっ。屋上で太陽さんの恵みをた～っぷり浴びて焼いてたわけよー。それがあたし、昨日お店で徹夜でしょ？　ついつい寝ちゃって。で、起きたら誰もいないし、寂しくなって戻ってきたらなに？　あたしだけ仲間はずれで楽しいトーク中？　ひどくない？　ずるくない？　冷たくない？」


    　ものすごい早口に圧倒されていると、ラブちゃんはオイルでテカテカと光った上半身にバスタオルをかけた姿で哲太の隣へとどすりと座った。


    　アラウンド１００㎏の体重に押され、ソファーのスプリングがぼすりと凹へこみ、哲太はその反動で跳ねる。


    「ひょっとして問題とは……」


    　哲太がラブちゃんを指すと、紫ゆかりがこくりと頷いた。


    「なになにー？　ひょっとしてあたしの噂うわさしてた？　なになに、何が知りたいの？　ひょっとしてこないだ出会い系で知り合ったイケメンとの進展状況？　それとも、うちのお店に新しく入ったバーテン男子のことかしらー」


    　ラブちゃんのマシンガントークに圧倒されながらも哲てつ太たは突っ込む。


    「えっと、しゃべりすぎてうるさいからっていう話ではないですよね？」


    「あんたもうるさいわッ」


    　ラブちゃんはぷぅ、と頰ほおを膨ふくらませた。


    　楓かえでがしたならば無条件で抱きしめたくなるほどの可愛かわいさを発するこの仕草。


    　プロレスラーなみにマッチョなラブちゃんがするとなんとも微妙な感じ……と思いきや、さすがに女装歴が長いだけあり、それなりに似合っているところがニクイ。


    「っていうかアレですよー。ラブちゃんがですねー、フンドシーズを集結させてしまったのですよー」


    「フンドシーズっていったい……」


    　言葉の通り想像するならば、褌ふんどしを締めた屈強な男軍団というところだが。


    「水着ではなくですねー褌をした男子たちですー」


    　やっぱりそうか。


    「あたし的にはちょい萌もえねー。日本男児が勝負パンツ姿でくんずほぐれつ……」


    　結ゆいは恍こう惚こつの表情を浮かべて、熱いため息をつく。


    「そういうワケでですね、楓たちがプールへ行くと、普段はプールへ来ないような人たちばかりを集めてしまう傾向があるらしくですね、出禁というわけではないのですが、面倒くさいので、自じ粛しゆくしているわけです」


    　夜の新しん宿じゆく的な雰囲気のプールサイド……たしかにそれはまずいだろうな。夏休みなら、子供なんかもいるわけだし。


    「というわけで、夏の間、バルコニーにプールを常設することにしたわけよー。哲太も入っていいわよ？」


    　なぜに自分の家のバルコニーなのに、結に許可されなくてはいけないのかは腑ふに落ちないが、夏の間、家にプールがあるというのはいい。


    　結や楓が友達を連れてきてくれたりすると余計にいいんだけど。


    　そしてそのコと恋に落ちて、海へ行き……と妄想しかけてふと気がついた。


    　──生っ白ちろいとちょっと恥ずかしいよな。


    　窓の外、容赦なく雲のひとつもない青空を見て哲太は呟つぶやく。


    「俺も入ろうかな」


    「ダメです。哲太さんは午後は英語のお勉強がありますから」


    「ええっ、まだ勉強するんですかぁ。紫ゆかりさんの鞭むち……じゃなくってご鞭べん撻たつ、ハードすぎて体が持ちません」


    「ダメです。追試に受からなかったら、わたくしがお父様に合わせる顔がありません」


    　紫ゆかりはきっぱりと首を振り、有無を言わさぬ様子だ。


    「でもさー、正直いって、ママが勉強教えるのも、限界があるんではないかと」


    　長い爪つめで器用に携帯電話の小さなボタンを弄いじくっていた結ゆいが顔を上げた。


    「まぁ、それはそうなんですが……」


    　言葉に詰まる紫に、結がニコリと笑って携帯を突き出す。


    「あたしの友達の友達が家庭教師のバイト探してるらしいんだけど、どうかなー」


    「ええっ、家庭教師？」


    　寝耳に水というか、結の友達に家庭教師のバイトを希望するようなインテリ系がいることが驚きだ。


    「そう。しかもねー、なんと、あの有名国立・東大の１年生」


    「ええっ？　東大って、あの東とう条じよう大学っすか」


    　東条大といえば、将来の官僚予備軍がごろごろしている偏差値トップの国立大学。


    「そうよ、現役バリバリのエリート女子大生」


    　おお。インテリお姉さま。


    　哲てつ太たの脳裏に、黒いタイトスカートに眼鏡、そして体にぴったりした白シャツのボタンから谷間がちらり、というお姉さまの姿が頭に浮かんだ。


    　いやいや。


    　そういったいかにもな年上女性もいいけど……どちらかと言えば、優しそうな、隣のお姉さんっぽい雰囲気のほうが哲太の好みだ。


    　フレアースカートにニットなんかを着ている、綺き麗れいというよりは可愛かわいいタイプで、というか……まぁズバリ言えば夏なつちゃんみたいな感じなのだけど。


    　そんでもって、デートで入ったハンバーガーショップで唇くちびるに付いたケチャップを拭ぬぐってくれたり、休憩で座った公園のベンチで膝ひざ枕まくらしてくれたり……ああ、結構結構。


    　想像するだけで顔がにやけてしまう。


    「……家庭教師賛成っす」


    「哲太さんがそういうなら、もちろん、いいですが……」


    「よっしゃ、決まり。いくら愚ぐ図ずでノロマな亀かめあたまの哲太だとて、東大生のカテキョーに習えば頭をよくしてもらえるに違いないー」


    　結はさっそく長い爪つめで器用に携帯メールで返信を打ちはじめた。


    「ってあれ、亀といえば、豚さんは？」


    　結の発言で、長らく忘れていた豚さんの存在を思い出した哲太が首を傾かしげる。


    「はぁっ。忘れてましたわ」


    　紫ゆかりが驚いた顔で目を見開き、手を口に当てる。


    「まさかまだ外に」


    　時刻はちょうど正午に差しかかろうとしている。かれこれ１時間以上も、ラバースーツを着たまま、外に放りだされていることになる。


    　さっきあれだけ体力を使っていた豚さんだ。さすがにヤバいだろ。


    「ちょっと、わたくし、見てまいりますわ」


    「楓かえでもちょっと見てきますー」


    　紫に続き、ソファーの上で体育座りをしていた楓も慌てて立ち上がり、バルコニーへ向かっていった。


    「大丈夫かな？」


    　呟つぶやく哲てつ太たに、結ゆいが肩をすくめる。


    　しかし、豚だなんだといっても、本当に生命の危険があれば、自分で判断して部屋の中へ入るなり、ラバースーツを脱いでプールに飛び込むなりできるわけで、そこまで心配をすることでもないような。


    　が、楽観的に考えている哲太の耳に、


    「きゃ─────────っ」


    　という悲鳴が響いた。


    　思わず結と顔を見合わせる。


    「う、まさかＳＭプレイ中に死……」


    「ちょっ、そういう不吉なことを言うのはやめたほうが」


    　結の顔も、心なしか青ざめている。


    「そこ、どいてくださいー」


    「茹ゆで豚ですー」


    　楓と紫に両りよう脇わきを抱かかえられ、豚さんが部屋の中へと入ってきた。白目を剝むき、体中から熱気と蒸気を放ちつつも、恍こう惚こうの表情を浮かべている。


    　──よかった、生きてた。……まったくもってしぶとい男、いや、豚だ。

  


  
    ３　揉もまれる女─椎名しいな潤菜じゅんなのＢ体験─


    



    「ああっ、先生、もうボク、我慢できません」


    「ダメよ。この問題を解くまではイカせてあげないわ」


    　わたしは、ぬるぬるとした先走り液をたっぷりと指先に塗りつけると、くるくると指先を動かして、可愛かわいい教え子の先端を弄もてあそびます。


    「ほら、この問題ができたら、お口に入れてあげるから」


    　すると、興奮してしまったのか、ぐっと硬くなってしまいました。


    「あらいやだ、期待しちゃって」


    「ああ、先生、先生のオッパイ、触らせてください」


    「ダメよ、それもこの問題が解けてからよ」


    「……もう、ボク、本当に我慢できません、先生が悪いんだ、ボクを挑発するからっ」


    　さすがに焦じらしすぎてしまったのでしょうか。


    　いくら家庭教師という立場で、わたしのほうが上だと言っても、高校生のオトコのコの力に敵かなうはずはありません。あっけなくわたしは押し倒されてしまいました。


    「ああ、先生」


    　トシハルくんは乱暴にわたしのスカートを捲めくり上げると、パンティーをずらして指を……。


    



    　じゅんっ。


    　──ああっ、また汗的なものが……どうしよう……。


    　中央線を走る電車の中、シートの一番端に腰掛けていた潤菜は、パンティーの中に、またもや汗的なアレが漏もれ出てしまったのを感じ、慌てて腰を浮かせた。


    　──もう、こんなのを電車の中で読むからだわ。


    　後悔しながらも、目は自然と液晶画面の黒い背景に浮き出した白い文字を追ってしまう。


    　ああ、世の中の家庭教師と生徒が、こんなにもイヤらしいことをしてしまっているだなんて、まったく知りませんでした。それが知れただけでも、やっぱりこのサイトを見つけてよかったです。


    　潤菜は携帯を両手でぎゅっと握り締めて続きを読み進める。


    　家庭教師の心得を学ぶつもりで、携帯でネット検索しているうちに偶然見つけてしまった家庭教師モノ専門というマニアックなサイトは、これがなかなかリアリティーに溢あふれていていやらしい。


    　──違います。いやらしいから読んでいるわけじゃなくって、あくまでも勉強のためです。


    　そう、家庭教師として生徒さんの心を摑つかむヒントや、臨のぞむ態度、それに万が一、そういうことになりそうになったときの対処法の参考になるんだから。


    　って、本当にそういうことになったら、どうしたらいいんでしょう……授業中に襲われたりしちゃったら。


    　じゅんっ。


    　──ええっ、また？　なんでこんなに汗っかきなんでしょうか。


    　しかもこの汗は、なぜかあのことを考えたときに、かきがちなワケで、それならばあのことを考えなければいいという話なのだけれども、ついつい考えてしまうワケでもあり、汗と言い訳しながらも、自分のいやらしい妄想をたしなめられているようで……いやっ、恥ずかしい。


    　自分の浅ましさを確認した瞬間、またも汗が垂れてきてしまいました。


    　次の中なか野の駅で降りたら、トイレに直行してティッシュで拭ふいて……ああ、多汗体質でなければ、こんなことで悩む必要はないのに、なぜ神様はこんな困難を与えたまうのでしょうか。


    　潤じゆん菜なはせめてパンティーから染み出した汗が、チノパンまで汚すことのないように席を立つと、ドアのすぐそばへと移動し、官能告白の続きを読むために携帯のボタンを押して画面をスクロールさせた。


    　中野駅へと到着した旨むねを告げるアナウンスが響き、潤菜は携帯電話を閉じて鞄かばんへと仕舞いこむ。ホームに降り立つと、女子トイレへ向かったが順番待ちの人が並んでいた。


    　時計を見ると約束の15分前だ。


    　仕方なくトイレで汁……ではなく汗を拭ぬぐうのは諦あきらめ、改札を抜ける。プリントアウトした地図を頼りに、家庭教師として通うことになる大おう城じよう家へと向かった。


    「ふう～、暑い」


    　午前中というのに、すでに凶器のような日差しが降り注ぐ中、潤菜はハンドタオルで顔の汗を拭いながらも大城家へ向かって足を進める。


    　照りつける太陽に、体がジリジリと焼けて汗が後から後からどんどんと噴ふき出してくるせいで、白いブラウスに、汗が染みて脇わきの部分の色が変わってしまっている。


    　──ああ、この夏は、わたしからどれだけ液体を絞り取れば気が済むのでしょう。


    　潤菜は首筋に流れ出る汗をタオルで押さえると、うんざりと太陽を見上げた。


    　──啓けい華か高校の二年生だってことしか聞いてないけど、いったいどんな子かしら。


    　東京の高校生だし、ませてる子の可能性もあるな。


    　でも今日は、もう下着も汚れちゃってるし、たとえ誘われてもそういうことは無理！


    　──って、何を考えてるの！　妄想にもほどがあるわ。


    　潤菜は顔をひとり赤面させながら大城家の住むマンションの前へ立った。


    　エントランスを抜けると、ひんやりと湿った空気が体を包む。


    　日光が遮しや断だんされているだけでだいぶ涼しい。


    　ほっと息をつきながら、エレベーターで最上階の６階へと上がった。外廊ろう下かの一番奥が大おう城じよう家だった。


    　──よーし、がんばるぞー。


    　インターフォンを押そうとしたそのときに、ドアが内側から開くと中から、チカチカとするほどド派手なピンク色の色彩の塊かたまりが、潤じゆん菜なの視界に飛び込んできた。


    「じ、自動ドア？」


    　インターフォンに向かい人差し指を伸ばしかけた体勢で、潤菜は固まったまま、思わず見とれてしまう。


    　限りなく白に近い金髪の巻髪に、ピンク地に白の水玉柄の入ったでっかいリボン。ショッキングピンクのベアワンピースの胸元から覗のぞく深い谷間に、すらりとした脚を包む白いニーハイソックスと白いエナメル製のサンダル。


    　大きなアーモンド形の瞳ひとみはびっしりと睫まつげに覆おおわれ、形のいい鼻に、ぽってりと肉感的な唇くちびるは、つやつやとまるでラップコーティングでもしたかのように光っている。


    　年齢は潤菜と同じくらい。しかし人種はまるで違う。


    　──こ、これは噂うわさのギャルというもの……怖い!!


    　むろん潤菜の地元にも、ギャルという人種がいないことはなかったが、ここまで派手な人をナマで見たのは、生まれて初めてだ。


    　──うっかり近寄るとパーティー券を売られたり売春を斡あつ旋せんされたり、合コンだと誘われたら薬を盛られてアダルトビデオに出されたりしてしまいかねません。


    　適度な間合いを計り、じりじりと防御の体勢で足踏みをしている潤菜を、ギャルは大きな瞳ひとみをぱちくりとさせて見つめている。


    　──うう。何な故ぜにイケメンの次に苦手としているギャルがこんなところに……。


    　と、ギャルは潤菜の全身の上から下まで、一往復視線を巡らせるときっぱりと言い放った。


    「うちは宗教とかは興味ないんで。聖書とかもいりませんから」


    「いえ、あの」


    「あー、じゃあ、アレか。牛乳も乳酸菌も間に合ってます」


    「そうじゃなくって」


    「えーっ？　あー、生命保険？」


    「あの、違います、勧誘じゃありません」


    「じゃあオバサン、いったいなんの用？」


    　──オ、オバサンって。


    　確かに高校時代から着ているブラウスに、格安衣料で有名な量販店で買ったチノパン、スッピンに眼鏡という地味な姿ですが、まだ20歳です。


    　オバサン扱いはないでしょう。


    「あのですね、今日から大おう城じようさんのお宅の家庭教師をさせていただきます椎しい名な潤じゆん菜なと申します」


    「ええっ。ってことは、早さ苗なえの友達の東大生？」


    　ギャルはただでさえ大きな目を思い切り見開いて驚いている。


    　──そんなに驚かなくてもいいじゃないですか。


    　釈然としないでいると、


    「うわー、ごめんなさいね、センセー。まさかこうくるとは思わなかったもんで。あたし、大城結ゆい。哲てつ太たの姉ですー」


    　結は気まずそうに鼻の頭をぽりぽりと搔かいて言った。


    「いえ。こちらこそ、お世話になります」


    　潤菜がぺこりと頭を下げると、結もつられるようにぴょこりと頭を下げた。


    　ふわり、とバニラのような甘ったるい匂いが香る。


    　ギャル。しかも美人。潤菜が着たら風ふ呂ろあがりにしか見えなかったベアワンピースも、違和感なく似合っている。


    　このルックスでこの雰囲気ならさぞやモテモテで楽しい青春を謳おう歌かしていることだろう。


    　──ああ、完全に負けてる……。顔立ちも見た目も経験値もすべて完敗です。


    　うな垂だれる潤菜に、結は不思議そうな顔を向けると、


    「じゃあ、哲太のこと、よろしくねー」


    　けだるいほどに甘い香りだけを残して、ピンヒールのサンダルをカンカン言わせながらマンションの廊ろう下かを去っていった。


    



    「どうも暑い中、すみません」


    　日当たりのいい、カウンターキッチン付きの広々としたリビングルームで潤菜を歓迎してくれたのは、和服姿の美人だった。


    「母親の大城紫ゆかり、と申します」


    　漆うるし塗ぬりのお盆で、見るからに涼しげなグラスに入った冷たい緑茶と、水みず羊よう羹かんとを出しながら、おっとりとした様子で言う。


    　──ほわー、超美人。しかも、超色っぽいお方。


    　潤菜が見とれていると、紫ははんなりとした笑みを浮かべて言った。


    「哲太ですが、もうすぐ来ると思いますので、お茶でも召し上がってお待ちくださいませ」


    　よし、今がチャンス。


    　グラスに手を伸ばして口へと運びながら、思い切って紫に尋ねた。


    「あの、お手洗いを……」


    「玄関のほうに戻っていただいて右手です」


    　礼を言って立ち上がると、廊ろう下かへと向う。


    　トイレに入り、パンティーをチェックすると、案の定じっとり汗だくだった。


    　この体質は、どうやったら治るのだろうか。


    　潤じゆん菜なはため息をつきつつ、ティッシュを使ってあの液体を丁てい寧ねいに拭ぬぐうと、ついでに用も済ませ、再びリビングルームへと戻った。


    　すると、さっきまで潤菜が座っていたソファーに、小柄な少女がちょこんと腰掛けている。


    　少女は潤菜に気がつくと顔を上げた。


    「先生、はじめましてこんにちはー」


    　──うわぁ。超絶美少女。


    　まるで赤ちゃんのようなすべすべの肌に、ぷるんとした唇くちびる。窓から差し込む光に照らされて、おでこのうぶ毛が金色に光っている。


    　折れそうに華きや奢しやな手脚に、デニムのジャンパースカート。


    　まだ幼さの残る、というよりも、まるで幼い表情から察するに小学校高学年もしくは、中学生くらいだろうか。


    　５月の新緑のように初うい々ういしくも可か憐れんな風貌に見とれている潤菜に向かい、少女は人ひと懐なつっこい笑えみを浮かべる。


    「哲てつ太たお兄ちゃんの妹の楓かえでですー」


    「妹さん？」


    　あの母親にしてこの姉妹……この家族のクオリティーを鑑かんがみるに、ひょっとして教え子となる予定の大おう城じよう哲太も、激イケメンだったりするんではないだろうか。


    　──どうしよう、緊張してしまう。


    　男おとこ旱ひでり……ではなく、男性への免疫不足な潤菜にとって、男子高校生といきなりふたりきりで過ごすだけでも大事件なのに、それがイケメンだなんて、病人に劇薬を与えるようなものだ。


    　心の中でどうすれば挙動不審にならずに家庭教師としての職務をまっとうできるか悩んでいると、楓が潤菜のほうへ身を乗り出した。


    「先生のお名前は？」


    「あっ、椎しい名な潤菜と申します」


    「よろしくお願いします。あの、さっそくですが、楓は、先生にお願いがふたつあるんです。聞いていただけるでしょうか」


    「ええ、わたしでできることなら」


    　潤菜がこくりと頷うなずくと、楓は愛くるしさが溢あふれる上目遣いで首を傾かしげる。


    「ひとつ目ですが……潤菜お姉さまって呼んでもいいですか」


    「ええ、いいですけど」


    「わーい、嬉うれしいなー」


    　──お姉さまだなんて照れくさいけど、ちょっと嬉しい感じです。


    　しかもこんな美少女に……潤じゆん菜なが胸をトキメかせていると、


    「潤菜お姉さま、とりあえずここにお掛けになってくださいー」


    　楓かえでがソファーの隣を指差した。


    　言われるがまま腰を下ろすと、まるで小動物のようにぴたりと体を寄せて身を持たせかけてきた。


    　すべすべとした細い二の腕が、潤菜に触れた。どきりと心臓が高鳴る。


    　──ちょっと近すぎないかしら。


    　あまりに無防備な楓の様子に、手のひらに妙な汗が滲にじんだ。


    　助けを求めるかのように紫ゆかりを見み遣やると、微笑ほほえましい光景だと言わんばかりに、穏やかな表情を浮かべている。


    　──そうよね、相手は女のコ。緊張するわたしのほうがおかしいんだわ。


    　しかし、潤菜が感じているのは、まるで男の子と一緒にいるような緊張感。


    　胸の鼓動がバレないように、精一杯平静を装よそおっている潤菜に、楓はさらに身をすり寄せて甘えた声を上げる。


    「潤菜お姉さまにもうひとつのお願いなんですがー。楓にもお勉強を教えていただけないでしょうか」


    「それは、お母さまに聞いてみないと……」


    「ママ、いいですか。楓も潤菜お姉さまにお勉強を教わりたいです」


    「もちろん先生がいいとおっしゃるのならいいですが」


    　紫は、困った顔をしながら、おっとりと上品にお茶を口に運んで言った。


    「わ、わたしは、もちろん、ぜんぜん構いませんけど」


    「やったー！　じゃあ決まりですぅー」


    　楓は潤菜に飛びつき、ぎゅっと抱きついた。つやつやと光る髪の毛の狭はざ間まから、かすかに赤みを帯びた耳みみ朶たぶがちんまりと覗のぞき、清潔なシャボンの匂いが鼻をくすぐる。


    　ど、どうすればいいのかしら。


    　抱きしめ返すこともできず、直立不動のまま体を強こわ張ばらせている潤菜の胸から、楓は体を起こすと、乱れた髪の毛を搔かき上げて、てへへと照れくさそうに上目遣いで笑った。


    「あんまり嬉しくってー、ちょっと興奮しちゃいましたー」


    　楓は、潤菜の手を取ると、指を絡み合わせる。


    　思いのほか大きな手だ。しかし指は華きや奢しやで細く、綺き麗れいに揃そろえられた爪つめは桜色でつやつやと健康そうに光っている。


    　手の甲の肌触りを楽しむかのように、繊せん細さいかつ大胆なタッチでさわさわと撫なでさすられているうちに、なんだかおかしな気分になってきた。


    　──こんな風に体中を触られたら、気持ちよさそう。


    　潤じゆん菜なは、教え子、しかも女の子を相手に、うっかり危険な想像をしそうになった自分を慌ててたしなめる。


    　──いくらなんでも、そんな節操も見境もない女ではありません。しっかりなさい、わたし。


    　潤菜が内省していると、がちゃりとドアの開く音がした。


    「あら、哲てつ太たさん、椎しい名な先生がお待ちかねよ」


    「哲太お兄ちゃん、こっちですー」


    　ああ、真打の登場。どんなイケメンが現れるのか。


    　怖こわ々ごわと背後を振り向いた。


    　──あら？　超普通。


    　よかった、これなら緊張などわずかもせずに勉強を教えられます。


    　安あん堵どしていると、哲太は、ぼけっとした顔つきでふらふらと近寄ってきて、紫ゆかりの隣へと腰を下ろした。


    「椎名先生、こちらが今回、お勉強を教えていただきます、息子の哲太です。啓けい華か高校の二年生になります。ちなみに楓かえでは同じ高校の一年生になりますの」


    　──ええっ、高校生？


    　ぷっくらとした頰ほおといい、おでこのうぶ毛といい、服の上からでもぺっちゃんことわかるバストといい、てっきり中学生、はたまた小学生かと思っていたので驚く。


    「先生、楓は英語を教えて欲しいですー」


    「えー、楓ちゃんも一緒に習うの？」


    　哲太は初めて聞いたようで、寝耳に水といった表情だ。


    「そうなんですー。楓ももっと勉強したいなぁって思って、潤菜お姉さまにお願いしたんですー。いろいろ教えっこしたり……」


    「教えっこ？」


    　潤菜が首を傾かしげると、


    「あっ、教えっこ、じゃなくて、教えてもらう、でした」


    　楓は淡いピンク色の舌をぺろりと出すと慌てて口を噤つぐむ。


    「あの、先生、楓まで一緒に見ていただくことになってしまいましたが、本当にご迷惑じゃないかしら？　もちろん、バイト代はその分、出させていただきますけれど……」


    　紫が気遣うように言い、


    「ぜんっぜん問題ないです」


    　潤菜はにっこりと笑って応こたえた。


    　なんといっても時給３０００円。それぞれ１時間半ずつ教えるとして日給９０００円。


    　断る筋合いはまったくない。


    



    　白地に黄色い水玉柄の入ったカーテンに、雛ひな色のベットカバー、壁に沿って置かれた本棚とデスクセット。


    　いかにも年頃の女の子らしいパステルカラーでまとめたかわいらしい部屋の真ん中で、オフホワイトのラグマットの上に、足をハの字にしてちょこんと座った楓かえでは英語の教科書を片手に、なだらかなカーブを描く眉まゆと眉の間に薄く皺しわを寄せて、辞書とにらめっこしている。


    「先生、ここのところの訳なんですけど、これで合ってますか」


    「えーと、ちょっと待ってね。うん、ばっちり。パーフェクトだと思う」


    　潤じゆん菜なが褒ほめると楓は嬉うれしそうに笑う。こちらもパーフェクトな笑顔。


    　きっと学校でもモテるんだろうな。


    　潤菜は瞼まぶたを伏して教科書を見つめる楓の横顔を見ながら、羨せん望ぼうのため息をついた。


    　それにしても。


    　──さっきから、楓ちゃんの左手が、ずっとわたしの右の太ももの上に置かれているのは、何な故ぜなのでしょうか……別に深い意味はないですよね？


    　しかし、意味もなく置かれているにしては、位置が際どいというか。


    　膝ひざよりもやや股また寄り、しかも外側ではなく内側に近く。


    　しかし、もっとも問題なのは、そこに手が置かれていることではなく、その感触を心地いいと感じてしまっている自分というか。


    　潤菜はぼーっとしてしまい、頭の中にはピンクの靄もやがたちこめ始めた。


    　──ああ、もっと触って欲しい……って、いけません、いったい何を考えているのでしょう。


    　相手は教え子で、しかも高校一年生なのです。


    　潤菜の葛かつ藤とうを、知ってか知らずか、楓は指先でなぞるように内ももを撫なでさする。


    　いっそ振り払えればいいのだけれども、その感触は気持ちよく、靄はいっそう濃くなっていくばかり。


    　──それに、愛くるしく濡ぬれた瞳ひとみを向けているこの美少女の手を誰が振り払えるというのでしょう。


    　ああ、楓ちゃん、楓ちゃんのせいなのよ？　無邪気なふりして誘っちゃってるのよ？　相手が女子のわたしだからいいけれど、これが男子だったら危険なのよ？


    　悶もん々もんとしている潤菜をよそに、楓はつやつやの唇くちびるに人差し指を当て首を傾かしげた。


    「潤菜お姉さま、あのですね。もうひとつ質問があるんです。聞いてもらえますか？」


    「わたしが答えられる範囲ならいいけど……」


    　潤菜が言うと、楓はにっこりと微ほほ笑えむ。


    「どんな質問かしら」


    「ええっとー、潤じゆん菜なお姉さま、キスってどんな感じなんでしょう」


    「キ、キスぅ？」


    　楓かえでは頰ほおを紅潮させてこくりと頷うなずいた。


    　──そ、そうですよね。高校一年生といえば、そういうことに興きよう味み津しん々しんの時期ですものね。家族ではない年上の女性に、そういうことを聞きたくなる気持ちもわからなくはないですが、いかんせん、わたしには、経験が……。


    　ここは素直に『経験がないと言うべき』だとわかっていますが、けれども、わたしにも見栄というものがあったりなかったり。


    「えっ？　お姉さま、まさか、まだってことは……」


    「そ、そんなことないわ。もちろん、ありますよ」


    　──そう、たしかにないわけではないんです。ただし相手は鏡ですけど。


    「どんな感じでしたー？」


    　楓は好奇心いっぱいの様子で目をキラキラと輝かがやかせている。


    「うーんと……冷たいというか」


    「うわー、冷たい唇くちびる。ということはシチュエーションは冬の公園かなんかで？」


    　思いっきり自分のアパートの浴室の鏡相手だったが、行きがかり上、半笑いで誤ご魔ま化かす。


    「それで、あとは」


    「えっ？　あとは……硬かったかなぁ」


    「硬い、ですか？」


    　楓が訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。


    「いや、あの硬いというか……」


    「ああっ、わかりましたー、潤菜お姉さま、さすがはオトナ……」


    「そうじゃなくってー」


    「ではもちろん、アレも済みというか」


    「ア、 アレ……とは？」


    「アレですよーアレ」


    　──アレといえば、やっぱりアレよね。


    「あると言えばあるし、ないと言えばないというか」


    　もちろんあるといっても、ひとりでしたことがあるという話なのだけれども。


    「やっぱり、痛いんでしょうか」


    「ええっ、痛くは……なかったかな」


    「えっ？　痛くないんですか」


    　どう考えても未知の領域なので、想像で答えるしかない。


    「お相手はどんな方だったんですか？　同級生？　先輩？」


    「えっと、同級生的な？」


    　ああ、さすがにちょっと苦しくなってきた。なんとか話題を変えなくては。


    　しかし、楓かえでは体育座りに体勢を直して、潤じゆん菜なの話を聞く気満々だ。


    　──えっと。最近読んだ官能告白文を思い出すのよ、潤菜。


    「ト、トシハルくん」


    「トシハルくんって言うんですかー。彼氏ですか？」


    　えっと、たしか……。


    「ちょ、ちょっとバイト先で誘惑したりとか？」


    「ええっ？　同級生じゃなかったんですかー」


    　──しまった。今日のアレは家庭教師モノのサイトだったのでした。


    　どう挽ばん回かいすればいいものか言葉を継ぎあぐねていると


    「それにしても、潤菜お姉さま、おとなしそうな顔して、結構すごいんですねー」


    　楓は尊敬の口調で、いっそう目を輝かがやかせている。


    ──ああ、誤解をさせてしまいました。どうしましょう。すごいとまで言われていますが、実際はただの耳年増の多感かつ多汗な女、悶もん々もんとして自分で慰なぐさめている日々なのに。


    　しかも、バイト先で誘惑をしたことがあるだなんて、なんという先入観を与えてしまったのでしょうか。


    　後悔しても零こぼれた水はお盆には戻りません。それでも悔いるのは自由。


    　つい見栄を張ってしまったことを後悔している潤菜の額ひたいに、楓がぴとっと右手を当てた。


    「潤菜お姉さま、顔が赤いですー？　どうしましたかー……心臓もなんだかバクバクしてるみたいです？」


    　言うが早いか、もう片方の手が潤菜の胸の上に。


    　──きゃあ。む、胸に……こ、これはひょっとして、び、び、び、び、び、Ｂィ？


    　まさかキスを通り越しておっぱいだなんて、順番が違う……ってそうじゃなくって。


    　驚きのあまり、混乱をきたす潤菜に、


    「潤菜お姉さま、おっきいんですねー」


    　楓は首を可愛かわいらしく傾かしげ、まるで弾力を確かめるかのように指先でつんつんとつつく。


    「か、楓ちゃん、な、何すっ……ああっ」


    「大きくてうらやましいですー。楓のオッパイはすっごい小さいんです。ずっと悩んでるんですけど、どうやったら潤菜お姉さまみたいに大きくなるんでしょうかー」


    　楓は甘えた口調で、潤菜の胸のトップオブトップに位置する一番敏感なアノあたりを、指先ですりすりと擦こすり始めた。


    　その刺激で山頂付近がピンと硬くなり、ブラジャーに擦れてジンジンと熱を持つ。


    　──あれはいったいなんでしょう。頭の中でピンクの靄もやが……靄が……まるで生き物のようにうねうねと動き、何かの形が作られていきます。ああ、これは何？


    「んんっ」


    「潤じゆん菜なお姉さま、可愛かわいい声っ」


    　楓かえでがぎゅっと潤菜を抱きしめ耳元で囁ささやいた。


    　ビクンっ。熱い吐息が耳の中に吹き込まれ、まるで陸に上げられた魚のように、潤菜は体を跳ねさせてしまう。


    　その合間も、楓の両手は休みなく下から押し上げるようにゆっくりと円を描きながら、胸を揉もみしだいている。


    　そのゆっくりしたリズムに同調するように潤菜の呼気がはぁはぁと高まっていく。


    「潤菜お姉さま、息が荒くなってます」


    「いやーんッ」


    　体の中心部がジンジンと痺しびれ、じゅんっとまた汁……ではなく汗が。


    　靄はいつの間にか、赤い目をしたピンク色の象へと変わっている。


    「潤菜お姉さま、もっとよくなってください」


    　楓の指先がボタンの間から忍び込んできたかと思うと、羽毛のようなソフトなタッチで地肌を撫なでさすられる。
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    　本格的に思考能力を失った潤じゆん菜なの頭の中で、ピンク色の象がパオーンと喜びの雄お叫たけびを上げた。それに合わせるように、潤菜の唇くちびるからも吐息が漏もれる。


    「あはぁんっ」


    「声を出しちゃダメですー。お兄ちゃんに聞こえてしまったら怪しまれますよ」


    「ああんっ、そ、そんなこと、あはっ、い、言っても」


    　全身を駆け巡る快感の渦に引き込まれぬよう、必死に楓かえでの腕へとしがみつく。


    「しょうがないですねー、楓がお口をふさいであげます」


    　楓の唇が、ゆっくりと近づいてきた。


    　──夢にまで見たファーストキスが、こんな急に訪れるだなんて。しかも相手が年下の女の子だなんて、想像もしていなかった……っていうか。


    「ダ、ダメーッ」


    　ダメよ、ダメ。絶対にダメ。淫行だし教え子だし女の子だし、とにかくダメ。これはダメっ。


    　潤菜が必死に首を横に振っていると、


    「大丈夫ですー。硬くて冷たくない唇もいいですよ？」


    　楓の手が、すっとブラの中に入ってくる。そこは……。


    　頭の中のピンク色の象が、その長い鼻の先に林りん檎ごを抱かかえ、こちらへと突き出した。


    　──禁断の木の実を食べてしまえというんですか？


    「大丈夫です。そんな怖がらないで」


    　楓の悪魔の囁ささやきに、陥かん落らくしかけたそのとき、ドアがノックされる音が響いた。


    「は、はいっ」


    　潤菜は慌てて姿勢を正すと、乱れた衣服を整えた。


    「椎しい名な先生、お茶をお持ちしましたわー」


    　……た、助かったような、残念なような……。


    　潤菜はほっと胸をなで下ろしながらも、少し落胆する。


    「先生、楓はいかがですか」


    「と、とっても優秀な生徒さんです」


    「潤菜お姉さまもとってもステキな先生ですー」


    　楓はあくまでも無邪気な様子だ。


    　さっき起こったことの心の整理がつかぬまま、潤菜は楓を盗み見た。


    　潤菜と目が合った楓は、綺き麗れいなピンク色の舌をぺろりと出して肩をすくめる。


    　──ああ、あの舌が入ってくるところだったのね……。　


    　そんなことを想像した瞬間、ピンク色の象が前足を上げて咆ほう哮こうし、じゅんっ、とアソコからまた熱い汗が溢あふれ出てきてしまう。


    　──ああ、またトイレに行かなくては、です。

  


  
    ４　堕おちる女─大城おうじょう結ゆいの初恋─


    



    「いやー、スペシャリストと一緒に取材だなんて、なんとも贅ぜい沢たくですなー」


    　池いけ袋ぶくろ駅東口。


    　サンシャイン60前交差点を左折すると、そこは女子向けの同人誌やアニメグッズ、執事カフェに男装レイヤーバーなどが軒を連ねる、通称乙女ロードである。


    　秋あき葉は原ばらや中なか野のが男性のオタクの聖地ならば、こちらは腐ふ女じよ子しの秘密の花園。


    　今日も数多くの夢見る乙女たちが、キャリーバッグを引きずりながら闊かつ歩ぽしている。


    　その街道沿いの、とある雑居ビルの中。


    　同人誌をメインに扱うショップ内を、哲てつ太たの同級生、啓けい華か高校二年Ｆ組の成なる沢さわ舞まいは、ものめずらしさに棚をきょろきょろと見回しながら歩いていた。


    　頭のてっぺんで結んだポニーテールに、サングラス代わりにおでこに乗せているのは暗視ゴーグル。首からは愛機のニコンの一眼レフカメラを下げ、さらにはスイス軍のカーキ・グリーン×臙えん脂じ迷彩のフィールドパンツに白いタンクトップ。


    　まるで戦場からそのまま来たかのような、もしくは格闘ゲームのキャラのコスプレのような格好の舞の横で、パリス・ヒルトンも真っ青のドピンクなワンピースに身を包んだ結ゆいがあたりを憚はばからぬ大声で答えた。


    「スペシャリストだなんて照れちゃうわねー」


    　サンシャインアルタの中のギャル服屋の店員が紛まぎれ込んだかのようなルックスの結は、その見た目とは裏腹に、カリスマＢＬ漫画家として同人ショップの店員たちの間でひそかに有名な存在だ。その横で、


    「ああんっ、どうしましょー、欲しいものがありすぎて困るー」


    　と、身を悶もだえさせながら咆ほう哮こうしたラブちゃんは今日は珍しくロリータファッション。といっても、誰が見ても女装と一目瞭りよう然ぜんだ。


    　気分は戦争な舞と、ギャルな結と、フリル満載の甘ロリスタイルのラブちゃん、という統一感のない３人組は、店内で一種異様な雰囲気を醸かもし出している。


    「ああっ、これは結さんの作品では」


    　舞が棚から１冊の同人誌を引き抜いた。


    「おおーっ、これ、去年の夏コミに出した趣味で描いた半ナマだわー。これ、大変だったのよー物議を醸かもしてさー。タレントの熱狂的なファンってそれぞれに思い込みがあるでしょう？　だから、ＹクンとＳクンがカップリングなのは違う。Ｙクンの嫁はＤクンだとかー、Ｆクンは受けじゃなくって攻めだとかさ」


    「およよ、半ナマとは？　カップリングとは？　嫁とは？　受け攻めとは？　不勉強でありまして、舞まいにはさっぱりわからぬ言葉ばかり……」


    　舞がすかさずメモ帳を取り出した。


    「おー。新鮮な質問だわねー。同人ってアニメだとか、ゲームだとか漫画だとかのパロディーが多いでしょ。これを二次[image: ]作っていうわけ。で、ナマモノというのは、実際の芸能人なんかを主人公にしたヤツね。半ナマっていうのはね、その中間というか合わせというか～。映画やドラマなんかのパロディーのことよー。芸能人プラス二次[image: ]作だから半ナマ。ちなみにカップリングとは、組み合わせ。誰と誰が愛するかっていうことね。で、嫁っていうのはー、まぁ、カップリングと同じ意味だと思っておいて。そんでもって、受けっていうのは、カップリングで受動的なほう。攻めっていうのは能動的なほう。例えば具体的に我が家で言えば、楓かえでが女装攻めで哲てつ太たがへなちょこ受けね。ちなみに豚さんはＳＭ的にはＭだけど、こっちの言葉で言うとある意味、誘い受けねー。精神的には攻めだけど、肉体的には受けって言うかー」


    「なるほどー。わかるようなわからないような。しかし、ジャーナリズムに生きる舞としては、こう、物議を醸かもした刊行物などと言われると、拝めるだけで、ありがたやーな気分なのでありますがってコレって……」


    　舞が手に取りぺらぺらと中身を捲めくると絶句した。


    「あ、あの男だらけの喧けん嘩か映画の……ええっ、だってこの……ぎゃおわあっ。これとこれとは敵対しているはずじゃ！　なのに、なぜにこういうことにっ」


    「あたし的には、腐ふ通つうにありえるカプだけどー」


    「うわっ、こっちとこっちはずっぽり入っちゃ……ってこれはいったい、どうなってるんですか」


    「穴があるのですよ、穴が」


    「って黄こう門もん様……？」


    「フランス語っぽく言うと、ジュテーム・ボクー・アヌー？」


    　ラブちゃんが叫ぶと、結ゆいがたしなめる。


    「そんなリアルなこといっちゃダメーっ、これはやおい穴っていうのー」


    「人体の理にかなっておりません！」


    「だって穴がないと入れられないじゃないのよー」


    　天井まで届きそうな書棚に圧倒されながら、舞が尋ねる。


    「これだけ多くのジャンルがあるとは……。ひょっとして、トップを狙ねらうガンな感じの同人コミックもあったりするのでありますか」


    「あー、じゃあ教官攻め×やんちゃパイロット受けね。うん、なかなかいいカップリングじゃないの。舞まいちゃん腐る要素ばっちりだわー」


    「腐るというかですねー、舞はミリタリーという括くくりであれば、なんでも収集したいという欲望が……」


    「あらー、じゃあ、彼氏は自衛隊員がいいんでないー。陸海空コンプリートで！　そして最強は防衛大臣？」


    　ラブちゃんはナマモノと呼ばれる実際の男性アイドルなどを扱った同人を、鼻息荒く選びながら言う。


    「うぬー。そうすると、舞の嫌いな官僚臭が漂ただよい始めるというか……あくまでも現場で汗だく血みどろ。ストイックな表情でジャングル行軍でヒルまみれ、山中野宿でねずみからたんぱく質摂取などが、舞が憧あこがれる部分であり……」


    「舞ちゃんあんた、ソートー鬼き畜ちく趣味じゃない？」


    　ラブちゃんが二の腕をさすりつつ言う。


    「鬼畜ではないのであります。あくまでも生きるために闘う男たちが好きなだけであります」


    　舞は同人誌をぺらぺらと捲めくった後、棚へと戻した。それを見たラブちゃんが首を傾かしげる。


    「あれれ、舞ちゃん、買わないのー？」


    「むろん買いたいのであります。けれど、これを買ってしまうと、萌もえミリタリー雑誌を軟弱だと否定していた自分を否定しなければならないわけでして……硬派であるはずの銃器や戦車やはたまた戦闘機、そして軍人さまをですなー、そういう萌えなどという視線で見ることに抵抗があるといいますか」


    「小難しいこと言ってないでリビドーの赴おもむくままに買って買って買いまくるのよ！」


    　頭を抱かかえている舞に向かい、ラブちゃんが人差し指を突き出して言い放つ。


    「ところで結ゆいさんの萌えはなんでありますか？」


    「えー、あたし？」


    　結は、手にした本を棚に戻すと、ごてごてとネイルアートの施ほどこされた指先に、髪の毛をくるくると巻きつける。


    「あたしはー、冷たそうなインテリ系シルバーフレームの眼鏡くんが、ちょっと不良の髪の毛ツンツンヘアの同級生に勉強を教えてるシーンを想像するだけでご飯３杯はいけるわね」


    「ほへ？」


    「あとは昼休みのコンビニで、カルビ弁当片手に、カップラーメンにポットからお湯を注いでいる頭にタオルを巻いた職人男子が、コンビニ店員の貧弱系眼鏡クンと３分間だけのランデブーっていうのもオイシイわねー」


    「うーむ……まったくもって統一感がないと思うのですがー」


    　理解できずにいる舞に向かい、結は腰に手を当てると人差し指を突き出した。


    「男がふたりいれば、すべてカップル変換できるし、組み合わさってさえいれば、萌えれるわけでー。統一感とかは必要ないのよ」


    「えー、でも究極はリョウくんじゃないのー」


    　いつの間にか、ラブちゃんの両腕には、同人誌がずっしりと抱かかえられている。


    「およよ？　リョウくんとは誰でありますか」


    「結ゆいの初恋の相手よー」


    「おわー、どのようなお相手で？」


    　好奇心で目をキラキラと輝かせている舞まいに向かい、結は棚から１冊の本を抜き取り手渡した。


    　表紙には、『お前に男９だんくシュート』というタイトルとともに、眼鏡をかけた男子高校生を囲むように、さらりとした髪の細面なエリート風、いかにも気の強そうなヤンキー風、つんつんと立てた髪の毛に逞たくましい体つきの体育会系、ドレッドヘアにヘッドホンを耳にかけたＤＪ風に、新任教師や渋い壮年の校長など、さまざまなタイプの男性が居並んだイラストが描かれている。


    　著者名はＹＵＩ。結のペンネームだ。


    「あたしの初恋は、このコよ。リョウくん。メタクソにいい男なんだからー」


    「ううむ、初恋の相手が自分の描いたキャラとは……」


    「自己完結上等よー。どーせ、世の中に理想通りの男子なんていないんだから、自分で作るまで！」


    「ヤダー、ちょっと格好いいじゃないのよ、結ってば」


    　結はラブちゃんに負けじと次々に本を選びつつ、きっぱりと言い放った。


    「せっかくの妄想の楽園。思いっきり楽しむわよー」


    



    　同人ショップを数軒はしごし終えた頃には、３人の両手は紙袋で占められていた。


    　外へ出ると、まだ昼下がりの太陽は殺人的に暑く、アスファルトはまるで鉄板のように焼かれ温まっている。


    「うわー、暑っ。あたしのことを殺す気ぃ？」


    「そりゃ、この真夏にロリ服は、自殺モノでしょーよ」


    　結が、ラブちゃんのスカートの裾すそをぺらりと捲まくり上げて空気を送り込みながら言った。


    「いいの、これはあたしの乙女成分への挑戦なのよっ!!　夏だからといって、手を抜かずあくまでもガーリッシュであることが女じよ装そ子こであるあたしの矜きよう持じよ」


    「とはいえ、スカートを捲り上げて扇あおぐのは、乙女ではない気がします。でも確かに、暑くて死にそうでありますし、そこらのカフェでお茶でもしばきまへんかー。荷物も多いですし」


    「舞ちゃんもなんだかんだ言ってずいぶん買い込んだもんねー」


    「いやいや、これはですなー、あくまでも収集癖へきの成せるものでありましてー、邪よこしまな欲望はないのでありますっ」


    　いまだ、ミリタリーに萌もえることに、若干の罪悪感を感じている舞が、首をぶるんぶるんと横に振って言い訳をする。


    「ねーねー、だったらあたし、イケメンのいるカフェに行ってみたい！」


    　ラブちゃんはさすがにマッチョな肉体の持ち主だけあり、両手にぎゅうぎゅうに本の詰まった紙袋を５つ６つ提げているが、さして辛つらそうな様子もない。


    「そういえばですな。舞まいの事前取材によると、この辺りにご主人様カフェというものがあるらしいのであります」


    「執事とかー、男装店員の乙女カフェとか、あとは学園的な喫茶なら知ってるけど、ご主人様カフェって何よ？」


    「なんでも、店員男子が全員ご主人様というコンセプトのカフェらしいですぞ？　新しくオープンしたばかりですが、満員御礼の大盛況だとか」


    　舞はポケットからメモ帳を取り出し店のデータを確認している。


    「いいわねー、サディスティック属性の少年って鼻血が止まーんーなーいー」


    「悪いけど、あたしは勘弁だわー。ご主人様とか言って偉そうにしている男ってムリー」


    　結ゆいが鼻の頭に皺しわを寄せてしかめっ面を作った。


    「またー、結はホント生身の男に厳しいんだからー。男おとこ旱ひでりのあたしを助けると思って付き合うだけ付き合ってよー」


    「舞は是非に、その乙女ロード最前線の取材をしたいと」


    「ちょ、わかったから、暑いから離れてってば」


    　ラブちゃんと舞とに両脇から迫られ結が後ずさった。


    「よし、結の同意も取れたことだし、さっさと行くわよー！　ご主人様カフェ!!」


    　血気にはやったラブちゃんは、結と舞の分まで紙袋をむんずと持ち上げると、足早に歩き始めた。


    　慌てて結と舞とが追いかける。　


    「ねーねー、そのお店、指名してお持ち帰りとかもできるのかしらー」


    「……完全にラブちゃん、お店の種類を勘違いしてるわ」


    　浮かれた足取りのラブちゃんの背中に向かい、結が呆あきれたように呟つぶやいた。


    



    　舞の調べてきた住所を頼りに店を探すと、同人誌を専門に扱うショップや、ポスターやトレカやセル画などのグッズを扱うショップばかりが入った萌もえビルへとたどり着いた。


    　エレベーターに乗り、最上階まで昇る。


    　ドアが開あくと、狭いホールを挟んで向かい側、妙に安っぽいコンクリの壁とは似つかわしくない重厚なオーク材のドアに『Ｂｅ　Ｙｏｕｒ　Ｄｏｇ』と書かれた看板がかかっている。


    「御用の方はインターフォンを鳴らしてくださいだって」


    　ベルの下に記された注意書き通りに鳴らしてしばらく待っていると、鍵かぎを外す音の後、ドアが内側から開かれる。


    　ドアの向こう側に立っていたのは、すらりとした細身の体の若い男だった。


    　ヨーロッパ風のフリルのついたブラウスに茶色のジャケット。胸には『魁かい[image: ]かぐ也や』という名札をつけている。乗馬パンツの裾すそをロングブーツの中に入れたいでたちで、手には乗馬鞭むち。


    　緩いウエーブのかけられた髪の毛が額ひたいへとはらりと零こぼれ落ち、その下の目は神経質そうに細められている。


    「やっぱりボクの元へ帰ってきたんだね、奴ど隷れいちゃん」


    「は？　何言ってんの、こいつ」


    「うお、本格的でありますー」


    「イケメンじゃないのー、じゅるっ」


    　みなバラバラの感想を述べつつも魁に案内されるまま、店内へと足を踏み入れた。


    　ヨーロッパの古城を意識しているのか、毛足の長い真紅の絨じゆう毯たんの上に、グリーンのベルベットが張られたソファーがいくつか配置されている。


    　壁に沿って大理石の暖だん炉ろがあり、その上には燭しよく台だいとバラの生いけられた花か瓶びんが飾られている。


    　店の壁には、所属する従業員……ご主人様たちの顔写真と名前が、まるで肖像画のように仰ぎよう々ぎようしい額がく縁ぶちに入れて飾られている。


    　店内の中央の席へと案内されたラブちゃんが驚いた声を出した。


    「ウホッ！　超粒ぞろいのリンゴならぬバナナたちじゃないのよー」


    　確かに貼られている写真はみな、アイドル並みのルックスだ。


    「馬鹿ねー。こんな詐さ欺ぎ写真に騙だまされて」


    　しかし結ゆいは、気に入らない様子でふてくされて机に頰ほお杖づえをついている。


    「ふわー、さすがＢＬの女王様は手厳しいわぁ」


    「だってよくよく見てみなさいよ。相当これ、修正してるわよ。しかも、ライトもがんがんに当ててるし」


    「アレですか、やっぱり結さんは、三次元の男子にはまったく興味がないのですか？」


    　舞まいが尋ねると、結は眉み間けんに皺しわを寄せて首を横に振った。


    「そんなコトないわよ。三次元うんぬんの問題じゃなくって～、こういう店で働こうっていう男が嫌いなワケよ。自分から萌もえてアピールだなんておこがましいったらありゃしない。あーキモいキモい」


    「でも現実、萌えてる女子だらけじゃないのよ……っていうか、アレは何をしているのかしら」


    　ラブちゃんが指差した先には、床へ這はいつくばった女の子の姿があった。


    　薄いブルー地のワンピースに白いカーディガン。薄茶色のゆる巻きヘアにナチュラルに見せて作りこんだメイク。女子大生か、ＯＬか。いわゆるモテ系お嬢だ。


    「コンタクトでも落としたんじゃないの？　それにしても腐ふ女じよ子しのくせに発はつ酵こうを隠して上手く化けてるわねー」


    　結ゆいが机に頰ほお杖づえをついたまま、さして興味もなさそうに言う。


    「それにしても、あのネックレスっていうか首飾りはファッションにミスマッチよねー」


    「いくら可愛かわいい子だからって、オカマの嫉しつ妬とは見苦しいわよー」


    「まーっ！　ヒドッ!!　あたしがあのくらいの女に嫉妬すると思ってるの？　失礼しちゃうわ。プンスカッ！」


    「ラブちゃんの言ってることももっともでありますー。たしかにネックレスというよりは首輪でありますな」


    「はぁ？　パンク系やビジュ系ならともかく、あんなコンサバギャルが首輪なんて……うわっ！　本当につけてる」


    　結が目を丸くした。


    「ってひょっとして、アレ、コンタクト捜してるんじゃなくって、プレイ中なんじゃ……」


    　よくよく見れば、少し離れたところでは、店員の男がじっと女が床に這はいつくばり屈辱に耐えている様子を見守っていた。女の表情は、羞しゆう恥ちに塗まみれながらもうっとりと恍こう惚こつしているようでもある。


    「なんで、喫茶店でプレイなワケよ」


    「まぁまぁ、冷たい飲み物でも飲んで、落ち着くでありますー」


    　舞が差し出したメニューを見て、結が再び吼ほえる。


    「なにコレ、なんでメニューにビンタとかスパンキングとか首絞めとかあるワケ？　ここは喫茶店のふりをしたＳＭクラブ？」


    「ええっ、ウソー。じゃあ、何なに？　あたしもお金さえ払えばさっきの美少年にお尻ぺんぺんして貰もらえるわけ？　ヤッバ☆」


    　大騒ぎを見かねたのか、魁かいが苦笑を浮かべながら近寄ってきた。


    「雌めす犬いぬちゃんたち、今日は何が欲しいんだい？」


    「はぁ？　あたしを犬よばわりとはありえないから。あんた黙る？　それとも死ぬ？」


    　立ち上がろうとする結を、慌ててラブちゃんが押さえつける。


    「えっと、注文のことでありますかー。えっと、えっとー」


    　舞まいが慌ててメニューを開くと、その陰に隠れるようにして、小声で囁ささやいた。


    「結さん、舞の取材に付き合うと思って、ここは穏便に！」


    　コソコソと小声で内緒話をしている結と舞に向かい、魁は腰に手を当てたポーズで、呆あきれたように言う。


    「ご主人様を待たせるだなんて、なんのつもりだい？」


    「舞はアイスミルクティーで。結さんは？」


    　結ゆいが納得がいかない口調で吐き捨てる。


    「……じゃあアイスティーストレート」


    「あたしはー、アイスココアねー」　


    　３人のオーダーを聞いた魁かいは、大きくため息をつくと苦々しい笑えみを浮かべた。


    「まったく躾しつけのなっていない犬どもだな。注文は『ご主人様、ご褒ほう美びをいただいてもよろしいでしょうか』とお伺うかがいを立ててからだろ？」


    「は？」


    　結が眉まゆをしかめて魁の顔を見上げた。


    「ちょっ、結、ダメよ、郷に入っては郷に従えなんだから落ち着きなさい。おにーさん、ごめんなさいねー。このコ、慣れてなくってー。今回はあたしに免じて許してぇーん」


    　ラブちゃんが早口でまくし立てつつ、さりげなく手を取ってスリスリとさすると、魁はぎょっとした顔で二、三歩後ずさった。さらにダメ押しで、


    「ねぇ、魁さんー、オプションで頼んだらあたしにもしてくれるのか・し・ら」


    　とシナを作ると慌てて去っていった。ラブちゃんはその後ろ姿に向かい、


    「色男だけど肝が据わってないヤツねー。まぁノンケくんだから仕方ないか」


    　どことなく落胆した様子で呟つぶやいた。


    「あーっ、もう、なんなの、この店、耐え切れないんだけどっ。なんで店員あんなに偉そう？　客がオーダーしたら『よろこんでー』でしょうがよーっ」


    　その横では、結が頭を搔かき毟むしりながら叫んでいる。


    「どうやら、ご主人様カフェは結さんには合いませんでしたか。申し訳ないであります」


    　シュンとする舞まいにラブちゃんが首を横に振る。


    「いいのよー。だって、このお店、写真ほどではないにしても、なかなか格好よい男子が揃そろっているじゃないのよー」


    　その視線は、肩に付くほどに伸ばした髪の毛にウエーブをつけた濃い顔の男子にロックオンしている。


    「げー、キモい。よりによって一番ナルっぽいヤツじゃん」


    　結はべーっ、と舌を出して毒を吐く。


    「舞的にはですね、あの男子がよいでありますなー」


    「げっ、ちょい哲てつ太たに似てない？　舞ちゃんってやっぱり……」


    「ええっ？　にっ、似てないでありますよー」


    「いいや、似てると思うわー、素直になっちゃいなさいよ、舞ちゃん」


    「あらー、あらあらあら。舞ちゃんは哲太くん狙いだったのー？」


    　ラブちゃんが目をまん丸に見開いて驚いている。


    「違うでありますよ。大おう城じようくんはただのクラスメイトであって、舞が狙っているとかそういうことはなくですね……人のことはいいとして、結ゆいさんはどうなんですかー」


    「だーかーらー、あたしはさっき言ったように、こういう店にいるような男っていうのは……えっ！？　……ヤバイ」


    　結の頰ほおが突然、カァッと紅潮したかと思うと、急に下を向いてモジモジとし始めた。


    「ちょっ、結さん、いったいどうしたんですか？　なんだか顔が赤いでありますが？」


    　結はまるで急な発熱にでも襲われたように真っ赤な顔のまま首を横に振り、まるで助けを請こうかのように舞まいの両手を取った。


    「ダメ、声、出さないでっ」


    　弱々しい声で言うと、再びあらぬ方向に視線を移す。


    　その瞳ひとみはいまにも表面張力が崩れ、溢あふれ出す一歩手前とばかりにみずみずしく潤うるみ、唇くちびるは半開きでその間から、切なげに熱い吐息が漏もれ出ている。


    　その結の熱視線の先をたどったラブちゃんが大声で叫んだ。


    「ああーっ!!　結、アイツ、アイツねっ？」


    「おおっと、ラブちゃんさんまで。どうしたのでありますか？　なぜに突然ふたりして舞のまったくわからぬ次元へ」


    　ひとりだけ、状況が把握できずにいる舞は、きょろきょろと周囲を見回してはみるが、やはり何が起きたのかさっぱり理解できないままだ。


    「アイツよ、アイツっ。ねぇ、結、そうなんでしょう」


    「ちょっとー、舞だけ理解できてないんですが、どういうことですかー」


    　瞬まばたきさえ忘れたように、うっとりとした表情で固まっている結の視線の先に、ラブちゃんが、戸惑った様子でそろそろと指を突き出した。


    「ここからまっすぐ正面。眼鏡めがねをかけた男子がいるでしょ。細っこい子、わかるかしら」


    　ラブちゃんが声を潜ひそめて指し示している延長上には、鞭むちを片手に、女性客と話している男子の姿があった。


    　さらりと流れる薄茶色の髪の毛の下、黒ぶちの眼鏡をかけた小造りな顔の中に、切れ長の目と形のよい鼻とが納まっている。


    　全体的な印象としてはやや冷酷な感じだが、ぽってりとした唇が色気を醸かもし出している。


    「おー、イケメンではありませんか。で、あの人がどうかしたわけですか？　しかし、はて、どこかで見たことのあるような、ないような」


    　ううむと首を傾かしげる舞に向かいラブちゃんが力強く頷うなずく。


    「そのとーりよ。さっきの同人ショップで見せたでしょ？　結の代表作『お前に男９だんくシュート』。あの主人公のリョウくんにクリソツなのよー」


    「ああっ、そう言われてみれば、表紙の眼鏡くんとそっくりでありますー」


    「それにしても驚きねー。生身と二次元でここまでクリソツなことがあるだなんてねー、結、って結ゆい。どうかした？」


    「……ちょっと驚いただけ」


    　ラブちゃんに二の腕をつんつんとつつかれ、ようやく気を取り戻した結が首を振る。


    「おお、そうだ。せっかくなので、指名でもなんでもして、彼を呼んでみようではありませんかー」


    「さんせーい！」


    　ラブちゃんが舞まいに加勢すると、口を一文字に硬く結むすんだ結がキッと顔を上げた。


    「それはダメ」


    　結が即座に却下した。


    「なーんでよー」


    　ラブちゃんが口を尖とがらせる。


    「ダメだよ、絶対にダメ。だって、あの作品のリョウくんはあたしの腐ふ女じよ子しとしての理想をすべて詰め込んだ特別な思い入れの登場人物であったりして……たしかに、あの人はリョウくんと似てるわよ？　作者のあたしが驚いたくらいなんだから。だからこそ、近くに来て欲しくない……だってこんな店にいる男子よ？　硬派なリョウくんとは、きっとまったくキャラ違いに決まってるわけで。それでも、リョウくん似の男子に落胆したくないもの」


    「なるほどー、結さんの言うことにも一理ありますなー」


    　ふむふむと頷うなずく舞の横で、ラブちゃんが立てた人差し指を横に振る。


    「そうやってー、現実の男子から逃げるから、いつまでたっても生身の男と恋ができないのよ、アンタ。もう半年で20歳でしょ？　Ｖ人バージン保っていいわけ？」


    「ええっ？　結さんって……男と付き合ったことがないでありますか？」


    「そーよー、このコ、こんな風ふう貌ぼうしててまったく経験ないんだからー。ばっちり修道女なのよー」


    「うぬぬぬーっ。意外でありますー」


    「いいのよ。処女オトメじゃないとできない妄想だってあるんだからっ！」


    「結、この際だから言うわよ？　アンタ、一生、幕まく張はりで過ごすつもりなの？」


    「いや、いつかは……って思ってるけど」


    「そのいつかっていつよ？」


    「いつかはいつかよ」


    　結がぷいとそっぽを向いた。


    「……ダメであります。結さん、きっと今はそのいつかですっ」


    「ま、舞ちゃんまで」


    「だって、初恋の人の完コピがそこにいるんでありますよ？　これはきっと運命でありますー」


    「そうよー結ゆい。こうなったら押して押して、押し倒してヤっちまえばこっちのもんよ」


    「絶対に無理─っ」


    「何が無理だかわからないけれども、ちょっとキミたち、なんだか騒がしいんじゃないかな」


    　ドリンクの乗せられたトレイを片手に持った魁かいが戻ってきた。


    「まったく君たちは、この店に来る資格がないんじゃないか。それとも……ボクにたっぷりと苛いじめて欲しくて、わざと騒いでいるのかい？　だったら悪い子たちだ」


    　魁は結の頰ほおを親指と人差し指とで挟んで摑つかむと、無理やりに顎あごを上げさせた。


    「……触らないでよ」


    「は？　ここはご主人様カフェだよ。ボクが命令こそすれ、命令される筋合いはないな」


    　魁が指先に力を入れ、結の顔が苦痛にゆがんだ。


    「ううっ」


    　いつもは喧けん嘩かっ早い結が、なぜだか歯を食いしばり、屈辱に耐えている。


    　紫ゆかり譲ゆずりのＳっ気の強い結だが、どうしてもリョウの存在が気になって思うように動けないでいる。結が抵抗しないことで、調子に乗った魁が鼻にかかった声で囁ささやく。


    「ううん、いい顔だ、興奮するね」


    　ふたりの様子を見た舞まいが、ラブちゃんの肩を摑みながら叫んだ。


    「うわお。ラブちゃんさん、これはちょっとまずい展開でありますー。是非に加勢を！」


    「どうしましょー。助けに入りたいところだけど、あたし、イケメンにはめっきり弱くて」


    　ラブちゃんは両頰を手で挟み、おろおろとするばかりだ。


    「その筋肉は見掛け倒しでありますかー」


    「いや、あたし、強いのよ？　柔道だって黒帯よ？　けどけどけど、イケメン相手だとまったく役に立たないのー。イケメンダメ。略してＥＤよー」


    「それならＩＤではないですか！　うぬー、となると舞が奥の手を出すしか」


    　舞は懐ふところから手のひらにちょうど収まるほどの細長い物体を取り出すと、その先端のプルトップに手をかけた。


    「ま、舞ちゃん、ま、まさか、それは手しゆ榴りゆう弾だんっ？　あんた、そんなものどこでっ」


    「それは知らないほうが身のためであります。しかしまさか、これを使うときが来るとは……」


    「ダメよっ！　こんな場所でそんなもの使わないで頂ちよう戴だいっ。あたしまだ死にたくないわーッ」


    　ラブちゃんは、慌てふためいて、舞の手から手榴弾を取り上げようと摑みかかる。


    「ダメでありますっ、辱はずかしめを受けるくらいならば自害させてあげたほうが結さんのためなのですっ」


    「あんた、戦中の軍部みたいなこと言ってるんじゃないわよーっ、とりあえず、その手榴弾を渡しなさいってばっ」


    　揉もみ合い、絡まった体勢で、ふたりして床へと崩れ落ちると、手しゆ榴りゆう弾だんを取り合いながら、絨じゆう毯たんの上をごろごろと転がる。


    　その間にも、魁かいは、嫌がる結ゆいにしつこく絡んでいる。


    　結は何もできず、じっと下を見て耐えるばかりだ。


    「だいたい、結は打撃系に限って言えば、あたしよりも強いんだからー、あんな細っこいイケメン、一発でＫＯできるはずよー」


    　ようやく舞まいの手から手榴弾を取り上げたラブちゃんは、床にぺたりと座り込んだ状態で、肩でハァハァと息をしながら言う。


    「でも、結さん、手を出す様子はないでありますよ」


    　ラブちゃんの正面に座り込んだ舞もまた、息を切らしている。


    「……きっと彼のことを気にしてるのよ」


    　ラブちゃんが困ったように首を横に振る。と、その瞬間、舞が目を見開いて叫んだ。


    「あーっ、リョウくんっ!!」


    「そう、リョウくんよ」


    「そうじゃないであります────、後ろっ、ラブちゃんの後ろーっ」


    　舞の視線が、微妙に背後にずれていることに気がついたラブちゃんが振り返ると、そこに立っていたのは、乗馬鞭むちを上段に構えた男……結の理想の彼のリョウくん、だった。


    　リョウは、結の頰ほおを摑つかんでいた魁の手首に向かい、素早く乗馬鞭を振り下ろした。


    「イタッ、何すんだよ」


    　いきりたつ魁が男の顔を見た瞬間に凍りついた。


    「リョ、リョウさん」


    「リョウ……まさか？」


    　ラブちゃんと舞とは思わず顔を見合わせる。男の胸には、たしかに『真ま崎さき亮りよう』と書かれた名札がついている。


    　結は何が起きたのか上う手まく把は握あくできないまま、呆ぼう然ぜんとふたりの男を見つめている。


    「このコにも、ご主人様を選ぶ権利がある。嫌がっているのに、あんまりしつこくするのはみっともいい行為じゃないな」


    「……すみません、リョウさん」


    　魁はあっけなくリョウに頭を下げると、慌てたように逃げ去っていった。


    「ちょっとー、結、大丈夫だったー？」


    「お怪け我がなどはありませぬかー」


    　ラブちゃんと舞は、慌てて立ち上がると結に駆け寄る。しかし、結はふたりの姿など目に入らぬ様子で


    「リョウ……くんが、現実にいた？」


    　胸の名札に視線を奪われ、虚うつろに呟つぶやく。


    「キミ、大丈夫？　怪け我がは……ないみたいだね」


    　リョウは、結ゆいの顔をじっと覗のぞき込み、唇くちびるを撫なでるとにっこりと笑った。


    「こんな綺き麗れいな顔に傷をつけたら、あいつを半殺しにするところだ」


    　結がビクリと体を震わせた。


    　グロスでつややかに光る半開きの唇から「あ……」という吐息までもが漏もれ出た。


    「あいつには、よく言い聞かせておくから、また遠慮なくお店に来てくれていいからね」


    　亮は真っ白い歯をキラリと光らせて笑うと、視線を脚のほうに下げ、もう一度瞳ひとみを見つめる。そして結の頭をくしゃり、と撫でて去っていった。


    「ダメ……もう、完全にノックアウト……」


    　小さく呟きながら、結ががくりと床へと崩れ落ちたと同時に、


    「こ、これは……運命だわーっ」


    　ラブちゃんの絶叫が店内に響いた。

  


  
    ５　ベルトを外す女─椎名しいな潤菜じゅんなの覚悟─


    



    　楓かえでの英語の授業が終わると、今度は哲てつ太たに教える番だ。


    　一度リビングルームで10分の小休憩を入れた後、潤菜は参考書を持って哲太の部屋を訪れた。


    　ひとつ深呼吸をしてからドアをノックすると、内側から開あいた。


    「アレ、楓ちゃん、どうしたの？」


    　ドアの向こうに立っていたのは楓だった。


    「いやいや、ちょっと準備ですー」


    　楓は部屋の中をちらりと見遣ると、少し慌てた様子で言った。


    「哲太くんは？」


    「す、すぐに戻ってくるので、潤菜お姉さま、先に哲太お兄ちゃんのお部屋で待っていてくださいませとのことですー。ではではではー」


    「ええ。じゃあ、中で待ってるわね」


    　挙動不審な楓かえでの様子に、なんとなく腑ふに落ちない思いを抱きつつも潤じゆん菜なはドアの中へと体を滑り込ませた。


    「ではごゆっくりですー」


    　楓は、潤菜が部屋の中へと足を踏み入れたのを見届けると、ひらりと体を翻ひるがえしてさっさと去っていってしまった。


    　主あるじのいない部屋に入るのは、なんとなく気が引ける。


    　しかし、中で待っていてくれと言われたものは仕方ないので、覚悟を決めて扉の中へと足を踏み入れた。


    　楓の部屋とは違い、部屋はだいぶ雑然としていた。


    　床に敷かれた淡いブルーのカーペットの上には、週刊漫画誌やアイドルの写真集などが山と積まれ、雪崩なだれを起こして散らばっている。


    　パーカーやら、制服のシャツだのが掛かり、本来の役割以上の重責を負わされ、すっかりコート掛けと化している備え付けの帽ぼう子し掛け。


    　本棚には漫画以外の本などはほとんど入っておらず、代わりにケースにさえも入っていないＣＤや、ゲームセンターの景品によくあるフィギュアなどが無造作に突っ込まれている。


    　壁に貼はられたポスターはイギー・ポップ＆ザ・ストゥージズ。


    　何を歌ってる人だったっけ。しばし考えたあげく思い出した。


    　洋楽はほとんど聴かないが、耳につくサビのメロディーと、なんとなくエロティックなボーカルの姿が印象に残っておぼえている。


    　あたしはアナタの犬になりたいの、と潤菜はうろ覚えのそれを口ずさみながら、部屋観察を続ける。


    　男のコの部屋に入ったのは、初めてのことだ。


    　まるで匂いからして違う。果実とか花とか石せつ鹼けんとかとは違うけど、なんだか胸がきゅんとする、甘酸っぱい汗のような匂い。


    　──いつか彼氏の部屋に遊びに行く日が、わたしにも来たりするのかしら……。


    　潤菜は、参考書をテーブルの上へと広げようとしてふと気がついた。


    「こ、これは……」


    　テーブルの上に、まるで見てくれといわんばかりに、アダルト向けの雑誌が１冊、堂々と置かれていた。


    　恐る恐る手を伸ばしてぺらりと捲めくる。


    　巻頭はグラビア。


    『先生が教えてあげる　エッチのＡ ＴＯ　Ｚ』というタイトルとともに、出欠簿を持ったスーツ姿の女が、黒板の前や教卓の上で半裸になり露あらわなポーズを取っている。


    「青少年だもん、これくらい……読むよね」


    　潤じゆん菜なはさらに続きを読み進める。


    



    「うわー、すごい……」


    　どのページも裸・裸・裸のオンパレード。カラーのグラビアだけでなくモノクロの漫画ページも、巻末のビデオ紹介もすべて裸。


    　……しかもこれ。


    　少し嫌な予感を覚えながら、表紙を見直すと、そこには『エッチなお姉さんに教わりたい貴兄あなたのためのドリームマガジン』と銘打たれている。どうやら、そういった専門の雑誌らしい。


    　──わざわざこれを、こんなに目立つ机の上に置いておくだなんて……まさか、わたしとこんなことになることを期待しているのでしょうか。


    　これからふたりきりで授業だというのに、どうすればいいんでしょう。


    　潤菜は、目の前のリビドーのカタマリを見て、どうしたものかと途方にくれつつ、ぺらぺらと一番手元に近い雑誌をめくる。


    「教えてとか言われても、教えられるような経験とかないし……」


    　万が一襲われてしまったらどうしよう。


    『先生、もう我慢できませんっ』


    　などと言われつつ、押し倒されるところを想像していたら、両脚の付け根がむずむずと疼うずいて、心臓がバクバクと鳴り打ち始めた。


    「ど、どうしましょう」


    　戸惑い迷いながらも、むずがゆさに我慢できず、正座した踵かかとで、さりげなく股またの間をぐりぐりと押してしまう。かけ上がる快感にビリリと背筋が痺しびれた。


    　じゅん、と体の芯しんから恥ずかしい汗が迸ほとばしる。


    　「ああっ……また」


    　──また、パンティーが。これから授業だというのに……とりあえずティッシュで簡易パットを作って当ててみるのはどうでしょう。


    　哲てつ太たが帰ってくる前に、仕込んでしまおうと決心した潤菜は、ポケットからティッシュを取り出す。


    　数枚を引き出すと、その場で膝ひざ立だちになり、ズボンのファスナーを下ろして、そのまま太ももの真ん中ほどまでずり下げる。


    　コットンのパンティーがお尻の下のラインまで丸出しになったところで、ウエストのゴムをぐっと伸ばして、中を確認をしようとする。と、そこで、ドアの前に人が立つ気配がした。


    　──ええっ、もう帰ってきた？


    　急ぎ潤菜がズボンをずり上げるのと、ドアノブが回され、相変わらずぼけっとした顔つきの哲太が叫ぶのがほぼ同時だった。


    「うわっ、先生、いたんすか」


    　まだファスナーも上げられていなければ、ウエストのボタンも外しっぱなし。もちろんベルトも締められていない。


    　哲てつ太たにバレないように急いでチャックを上げようとしたが、こんなときに限ってパンティーの布を嚙かんでしまい、なかなか上がらない。


    「お待たせしてすみませんでした～。って、なんか先生、顔が赤いっすけど、この部屋、暑いっすか」


    「そ、そうね……ちょっと、暑い、か、も」


    　ようやくファスナーが上がった。


    　潤じゆん菜なはほっとしながらも、まだ困難が残っていることに気がつき、さらに赤面する。


    　ボタンは外したままだし、ベルトもまだ外れっぱなしなのだ。


    　潤菜はズボンの中にしまっていたブラウスの裾すそを出すと、ウエストにかぶせてカバーした。


    　少し皺しわが寄っていてみっともないが、これでベルトがきちんと閉まっていないことには、気がつかれないだろう。


    　──それにしても非常にまずい状況です。


    　潤菜はドクドクと脈打つ心臓を宥なだめながら、どうしたものかと考える。


    　部屋に家庭教師モノのエロ本が置いてある男子高校生の部屋で、ベルトを外した無防備な状態でいるだなんて……万が一見つかってしまったら、誘っているとしか思われない格好。


    　しかも、困ったことに、高校に入学したてのときに買ったこのチノパンは、腰まわりが少し太ったせいか、下腹部がきつく、きちんとボタンを締めなければじりじりとチャックが下がってきてしまう。


    　──可及的速すみやかにボタンおよびベルトを締めなくていけません。


    　決意を固める潤菜をよそに、哲太のほうはだいぶ鈍感で、


    「じゃあ、クーラーの温度下げますか」


    　などとのん気な口調で、リモコンで温度を調整している。


    　エアコンに向けてリモコンのスイッチを押すために後ろを向く一瞬がチャンスだ。


    　潤菜はさりげなく哲太の背後に移動すると、上半身のみ捻ひねり、哲太がこちらに背中を見せる瞬間を見計らう。


    「とりあえず23度設定にしますね」


    　──いまがチャンスです。


    　哲太がエアコンに向き直った瞬間に、潤菜はウエストに手を伸ばした。


    　ボタンに手をかけ、はめようとしたところで緊張で汗をかいているせいで手が滑った。


    　──ああっ。もうっ。


    　素早く哲太のほうを窺うかがうと、すでに空調の調整を終えてこちらへ戻ってくるところだ。


    　──見られてしまったかしら。


    　緊張の連続に、潤じゆん菜なの胸が高鳴る。


    「さーて、先生、さっさとヤっちゃいますか」


    「ええっ？　ヤル？」


    　いきなりのストレートな誘い文句に、ビクンと潤菜の心臓が跳ね上がった。


    　──やっぱり哲てつ太たくんは、そういうつもりのようです。


    「ダ、ダメよ」


    　潤菜が思わず後ずさると、ブラウスは捲めくれ上がって、開きっぱなしのボタンが露あらわになった。


    　うひゃあ。


    　声にならない悲鳴をあげてブラウスの裾すそを下げる。


    「ダ、ダメってなんすか。だって先生もそういうつもりで来たんでしょう」


    　哲てつ太たが首を傾かしげた。


    「ち、違うわ」


    「ええっ、楓かえでちゃんとヤったし、次は俺でしょ？」


    　まるで心外とばかりに驚いている。


    　──ああ、どうしましょう。あれを、見られていただなんて。


    　確かに、楓ちゃんとは過剰なスキンシップだったかもしれませんが、それをネタにわたしを強ゆ請する気なのね？　ああっ、わたし、無理矢理この男の子にあんなことや、こんなことを要求されておもちゃにされてしまうのかしら。


    　わたしだって、興味がないわけじゃない。わたしの目下の悩みである水分過多のこの体質も、もしかしたらアレをすれば治るかもしれないけど……。そう、治療だわ。　


    　──よし。


    　潤菜は、覚悟を決めると哲太に向き直った。


    「では、やりましょうか」　


    「場所はどうします？」


    　──ええっ、普通、ベッドじゃないんですか。


    　潤菜はちらりと壁際に置かれたベッドに目を遣やった。


    「そっちのテーブルだと見にくくないですか？　俺の勉強机のほうが……」


    　──見るだなんて。机の上で、あんなところやこんなとろ、体の隅々まで観察されるの？　ああっそんな。


    「せめて、カーテンを閉めて……」


    「ええっ、暗くしたら目が疲れません？」


    　──あれ？　なんだか、微妙に会話がかみ合っていないような。


    「あの、哲太くん、いったい何から始めようと思ってますか？」


    「ええっ、俺のほうはとりあえず数学って腹積もりっすけど」


    　──やっぱり。ああ、わたしってば恥ずかしい勘違いを。


    「す、数学からでいいわ。じゃあ、場所は……勉強机のほうにしましょうか」


    　ほっとした瞬間に後悔を覚えた。


    　女子の楓かえでならともかく、男子の哲てつ太たと、隣合わせで肩をつき合わせて勉強を教えるのもおかしいかと机を選んだのだが。


    　──ヤバイです。立つとズボンがずり下がってきてしまう……。


    　潤じゆん菜なは、まとめ束ねた参考書や問題集を片手に、腰に力を入れてそろそろと机に向かう。


    　──でもこれなら、哲太くんの背後から勉強を見る形になるし、ボタンをはめるチャンスもベルトを直す機会もすぐに訪れますよね。


    　哲太の机の隅に参考書類を置くと、さりげなく後ろに回した手でズボンを摑つかみ、ずり下がらないように押さえる。


    「先生、これ……」


    　勉強机の前の椅い子すに腰掛けている哲太が、強こわ張ばった笑えみを浮かべて振り返った。


    「どうかした、哲太くん？」


    「いや、どうかっていうか、そ、その、それ」


    　哲太の視線の先をたどると、その先には、先ほどのエッチ本があった。


    「ああっ、こ、これね……。いいのよ。年頃の男の子だもん、こういう本の１冊や２冊」


    「何言ってるんすか。持ってきたのは先生でしょう」


    「そ、そりゃ、ちょっとだけは見たわよ。でも、別に興味があって、とか、そういうわけじゃなくて……」


    「見たんすか？　でも、これ俺のじゃないっすよ……俺でも先生でもないとすると、いったい誰がこんなものを俺の部屋に」


    「そういえば、わたしが部屋に来た時に、楓ちゃんが……」


    「楓ちゃん？」


    　哲太はふいに思いついたように立ち上がると、足音を潜ひそめてドアへと向かい、一気に開あけ放した。


    　体を乗り出すと、きょろきょろと左右を見回している。


    「ここにはいないか」


    「どうしたの、哲太くん」


    「いや、気にしないでください。一応念のためですから」


    　哲太は窓際へと向かうと、窓を開けた。むっとした熱気が流れ込んでくる。


    「……あわわ、見つかってしまいましたか」


    　と、窓の外のバルコニーから、気まずげな顔をのぞかせたのは楓だった。


    「楓かえでちゃん、どういうことだか説明してくれるかな」


    　珍しく哲てつ太たがきつい口調で楓を問いただす。


    　楓は、もじもじとキャミソールの裾すそを指先でいじくりながら言う。


    「ごめんなさいですー。夏なので、ちょっと刺激的な展開が、哲太お兄ちゃんと潤じゆん菜なお姉さまにも、あったほうがいいかもしれないと……」


    　炎天下のバルコニーにいたせいだろうか。白い肌を火ほ照てらせ、今にも泣き出しそうな顔で、哲太を見上げている。


    「まったく、悪いた戯ずらが過ぎるよ」


    　哲太はため息交じりで、机の上を指差した。


    「とりあえず、楓ちゃん、あれ、自分の部屋に持って帰って」


    「はいですー」


    　楓はちょこちょこと小走りで部屋の中へと入ってくると、哲太の机からエッチな本を取り上げた。


    　──とんだ悪戯っ子です。


    　と、ひとことで済ませたい気持ちは重々ですが、さっきの楓ちゃんの部屋でのことを考えると、なんだか……楓ちゃんに翻ほん弄ろうされまくっている気がします。こんなに可愛かわいらしい顔をして、結構小悪魔的な感じのコなのかしら。


    　黙っていれば幼いとしか言いようのない楓の、ぷくぷくの頰ほっぺたをぼんやりと見つめていると、その視線に気がついた楓が、潤菜の前までててててと小走りで向かってきたかと思うと、無邪気な笑えみを浮かべて言う。


    「潤菜お姉さま、哲太お兄ちゃんはこのご本、いらないそうなのですが、お姉さまは必要だったりはしませんか？」


    「い、いえ、結構です」


    　潤菜は慌てて両手を振って断った。


    　と、その瞬間、下半身が急に涼しく、心もとない感触に襲われる。


    「きゃ──────っ」


    　ズボンがずるりと膝ひざまでずり落ちてしまっていた。


    　潤菜は慌ててその場にしゃがみこんで叫んだ。


    「お願いーッ。見ないでーッ」


    　──いやっ恥ずかしい！　わたしの股間に注がれる哲太くんの視線。ああっ。


    「……先生、エロ本を見て、ボタンを外して……まさか」


    　哲太が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく横で、


    「おおっ！　刺激的っ。結果オーライですー」


    　楓がにんまりと笑った。


    



    　パンツ丸出し事件の後遺症か、うっすら気まずい雰囲気のまま、それでも、なんとか無事に哲てつ太たの授業を終えた潤じゆん菜なは、紫ゆかり、哲太、楓かえでに見送られて玄関へと向かっていた。


    「それでは、今日はありがとうございました」


    　ぺこりと頭を下げる潤菜に、紫は心配そうな表情を向けた。


    「椎しい名な先生、大丈夫でしたでしょうか」


    　憂うれいた表情を浮かべた紫は、女の潤菜から見ても、ドキリとするほど艶あでやかだ。


    　潤菜は、脳裏に浮かんだ恥ずかしい記憶を慌てて打ち消すと、努めて笑顔を作る。


    「ええと、楓ちゃんはとっても優秀ですね。哲太くんは少し集中力をつけて、勉強を日課にすれば、成績はぐっとアップすると思いますよ。ね、だからがんばりましょうね、哲太くん」


    「褒ほめられると嬉うれしいものっすねー」


    　哲太が耳の裏をぽりぽりと搔かきながら照れ笑いを浮かべている。


    　正直言って、楓の優秀さは目を見張るものがあり、このままいけば、東とう条じよう大にストレートで入学することも夢ではない。


    　一方、哲太は、勉強の能力以前に、勉強に対する意欲に欠けている気もするが、なんとか夏中には、追試に受かるレベルにまでは持っていけそうだ。


    　──なんだかいろいろあったけど、まぁ、深く考えるのはやめておこう。


    「では、また明日、15時に来ますね」


    　スニーカーに足を通していると、玄関のドアが外側から開いた。


    　ふわりと甘いバニラのような香りが広がると同時にけたたましい歓声が流れ込んできた。


    「マジでブクロやばいわー。結ゆいは恋に落ちるわ、あたしは破産寸前になるわ、舞まいちゃんは腐ふ女じよ子しに目覚めるわー。あの街は危険よー」


    　と最初に目に飛び込んできたのは、フリルのたくさんついたブラウスの上に、やはりひらひらとしたジャンパースカート。


    　いわゆるロリータだとかゴスロリというのか、一言で言えば、フランス人形のような格好をした……30代の男性だ。


    　しかも、玄関に足を踏み入れるなり、


    「あー、疲れたわ。あっつー」


    　と立て巻きカールのウイッグを外してしまい、坊主頭が露あらわになった。


    「うわっ」


    　──な、なんなのいったいこの人。


    　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている潤菜の視界に次に入ってきたのは、長い髪の毛を頭のてっぺんでキリリとポニーテールに結わいた女のコだった。


    「いやいやいやー、舞は目覚めてはおりませぬー。あくまでもあれは収集癖へきから買い求めただけでありー。決して軍人さまに萌もえなどという、アンチモラルな感情を持っているわけではありませぬー」


    　おそらく高校生だろうか。


    　キラキラと輝かがやく好奇心旺おう盛せいそうな瞳ひとみに、大きめの唇くちびるが[image: ]はつ剌らつとした印象を与える。


    　しかし、その時代錯誤的なしゃべり方はもとより、格好はフツーの女子高生とは言いがたい。


    　迷彩柄のダボっとしたカーゴパンツに、白いタンクトップと、まるで戦争に行くような格好をしている。アーミー調というよりはまさにアーミールックそのもの。


    　そして最後に現れたのが全身ピンクずくめの結ゆいだった。


    　──あれれ。でもなんだか昼間と様子が違うような。


    　熱でもあるのか、目を潤うるませ、頰ほおは淡桃色に上気している。その上、ふらふらと、足どりが心もとない。


    「ああ、ヤバい。まさかこのあたしが恋に落ちるだなんて……ああ、恋、生身、アイデンティティ崩壊、ああ、グラデュエーションーっ」


    「ちょっ、舞まい、いったい結に何が？」


    　明らかに尋常ならざる結の様子に、哲てつ太たが怯おびえた表情を浮かべながらたずねる。


    「結さんは運命の雷かみなりにびびびびーんと撃たれてしまったでありますーっ」


    　舞と呼ばれたポニーテールの女子と哲太は、その親しい雰囲気からすると、友達同士のようだ。


    「ご主人様カフェに行ったら、『男９だんくシュート！』のリョウくんそっくりの、リアルリョウくんがいて結の頭をすりすりってー、それでこの状態なワケなのよー」


    　乙女な格好をした坊主頭の男がものすごい早口でまくし立てる。


    「ラブちゃん、全然意味わかんねーから。とにかく家に入れば？」


    　哲太との会話によると、この男性はどうやらラブちゃんというらしい。


    　本名とは思えないが、この男性に似合っているといえば、これほどぴったりの名前もないような気がする。


    　それにしても、３人とも大荷物だ。それぞれ鞄かばんやリュックサックのほかに、ずっしりと重そうな紙袋を抱えている。


    「あの、お荷物、持ちましょうか」


    「あらー、悪いわねー、じゃあ、お言葉に甘えて遠慮なく～。あんた、なかなか気が利くじゃないのよ。基本的にダサい女は嫌いだけど、１ポイントアップよー」


    　──だ、ダサい？　何な故ぜに突然そんなふうに貶けなされなくてはならないのでしょう……ひょっとしてこれが噂うわさに聞くオネエの辛口トークというもの？


    　物珍しさも手伝い、先を行くラブちゃんの背中を見つめていると、その視線に気がついたのか、振り返り、潤じゆん菜なと目を合わせてニコリと笑った。


    　──いい人かもしれません。


    　潤じゆん菜ながニコリと笑い返そうとした瞬間、


    「ガオウッ」


    　両手をガッと突き出して威い嚇かくのポーズを取った。


    「きゃああっ」


    　突然のことに驚いた潤菜が、思わず廊ろう下かに尻しり餅もちをつくと、


    「ふふん。これくらいで驚くようじゃ、ダサ子も処女オトメね」


    　と鼻で笑いながら、さっさと踵きびすを返して行ってしまった。


    　──今日は、初対面の人にいきなり失礼なことを言われすぎです。


    



    「はぁあああああああっ」


    　ソファーの上であぐらをかき、クッションを抱きしめてうっとりと宙を見つめている結ゆいが、何度目かのため息をついた。


    　５分ほど前に帰ってきて以来、潤菜が覚えているだけで10回は軽く超している。


    　昼間の毒舌はどこへいったのか、すっかり腑ふ抜ぬけた結を盗み見ると、まるで熱に浮かされでもするように、


    「ああ、リョウくん……」


    　と、ぽつりと漏もらした。


    「リョウって？」


    　哲てつ太たが首を傾かしげた。


    「結ちゃんの運命の人よ！　今日、ひと目で恋に落ちてしまったのよー。ああん、いま思い出しても吐き気がするほどロマンチックだわぁ」


    　ラブちゃんが顎あごの下で手を組んでうっとり目を細める。


    「結さんはカフェの店員に一目ぼれをしてしまったですよー」


    　舞まいが一眼レフをいじくりながら口を挟んだ。


    　帰るタイミングをすっかり逃し、なんと言って席を立とうか悩んでいる潤菜に、ラブちゃんがふと気がついたように顔を向けた。


    「そこのじゃがいも女子大生、自己紹介がまだだったわよね」


    「じゃがいもって……わたしのことでしょうか」


    　潤菜が首を傾かしげると、ラブちゃんが当たり前と言わんばかりに大きく頷うなずいた。


    「アザラシでもいいわよ？」


    　──ダサいとかアザラシとかじゃがいもとか。褒ほめ言葉がひとつもないじゃないですか。わたしの第一印象はすべてそんなものなのでしょうか。さすがにショックです。


    　潤菜が打ちひしがれていると、


    「この人は椎しい名な潤じゆん菜なさん。今日から夏の間、俺と楓かえでちゃんの家庭教師をしてもらうことになったから、あんまりダサいとかボサいとか言って、苛いじめないであげてください」


    　哲てつ太たがさらに傷口に塩を塗りつける。


    「やだー、あたしはじゃがいもって言っただけでダサいなんて、一言も言ってないわよー。まぁ、それも事実だけど。あたしはキャンディッド・ラブ・ドロップス。通称、ラブちゃんよ、ヨロシクねー」


    　──いいえ、さっき玄関でばっちり言われてますけど。


    　ますますへこんでいると、


    「ラブちゃんは、ニューハーフパブのママさんなんです。で、こちらの舞まいちゃんは哲太さんの同級生さんでして」


    　紫ゆかりが、人数分のアイスコーヒーを運んできながら説明を加える。


    「ええっ、ラブちゃんさんは、ニューハーフさんだったでありますか……てっきりただ女装している人だとばかり思い込んでおりましたー」


    　舞が驚いたように言う。


    「ちょっと、舞ちゃん、あんたいま、聞き捨てならないことを言ったわね。その話をすると長くなるけどいいかしら。あんた最後まで聞く覚悟ある？　一晩かかるわよ」


    　ラブちゃんがドスの聞いた声をあげる。


    「実家に住んでて親バレしてないから、見た目は男性でいないといけないってことだけですよー。ちなみに下もありありですー。だからニューハーフっていうのは実は偽装なんですねー。看板に偽りありってヤツですー」


    　と楓があっさり一言で説明を終えた。


    「ちょっとちょっと、あんた、結構痛いとこ突くわねー。今のうちに言ってればいいわよ。そのうちあんたもパイをどうしようだとか、悩むようになるんだからねー」


    「ぷーっ」


    　ラブちゃんに言われ、楓が頰ほおを膨ふくらませる。確かに、高校生のわりには、楓のバストは小さい……というか、むしろないに等しい。


    　逆にそれがボーイッシュというか中性的な美少女という魅力を醸かもし出している気もするが、ひそかに気にしているのだろうか。


    　と、舞が突然、直立不動の体勢で敬礼した。


    「成なる沢さわ舞でありますっ。舞は、大おう城じようくんのクラスメイトであり、啓けい華か高校の新聞部部長であります。将来の夢は世界を股またにかけるジャーナリスト。どうぞ、お見知りおきをというわけで、無事に結ゆい殿をおうちへと送り届けましたので、舞は失礼いたします」


    　と、止める間もなく、さっと去っていってしまった。


    「あいかわらずせわしないヤツだなー」


    　哲てつ太たが呆あきれたように首をすくめた。


    「ずいぶんと賑にぎやかなお家ですね」


    　潤じゆん菜なが驚いていると


    「まぁ、一番ヤバキャラがまだ登場してないけど……」


    　哲太がボソリと呟つぶやいた。


    「そういえば今日はまだ見ていませんねー」


    　と楓かえでが相あい槌づちを打つ。


    「噂うわさをすると出てきちゃうわよー、そういうものなんだからー」


    　ラブちゃんが、両手を胸の前でだらりとさげるという幽霊のポーズを取った。


    「いったいなんの話ですか？」


    　理解できないでいる潤菜に、楓が言いにくそうに答える。


    「簡単に言うと、ペットですねー」


    「そんな可愛かわいいものじゃないわよ、ああ、出ちゃうの？　出しちゃうの？」


    　ラブちゃんが二の腕をさすり怯おびえるポーズをとる。


    「先生、覚悟したほうがいいっすよ。マジで」


    　哲太は一方で、うんざりした様子だ。


    　──ワンちゃんかしら、猫ちゃんかしら。


    　好奇心に突き動かされ、潤菜は部屋をきょろきょろと見回す。すると、机の下から、「ぶう」という鳴き声が響く。


    「……豚？」


    　食卓の下を覗のぞき込んだ潤菜だが、それらしい動物は見あたらない。椅い子すと、それに座る皆の脚があるだけだ。と、その椅子のひとつと目が合った。革張りの普通のスツールで、一人がけほどのサイズ。光沢のある黒い革に包まれたクッションは、ほどよい硬さの中に弾力も感じられるところが高級品のように見える。


    　──椅子と目が合う？


    　潤菜が違和感を感じてもう一度スツールを見ると、脚の上の座面、その奥にこちらを見返す壮年男性の顔があった。


    「ええっ？」


    　男は潤菜と目が合うと、羞しゆう恥ちに塗まみれた卑屈な笑えみを浮かべ、鼻からフーッと息を吐き出した。


    　──こ、これはいったいなんでしょうか。


    　潤菜はあまりのことに一瞬、我を忘れてそのままフリーズする。


    　すると、男は切なげに目を細め「ぶぅ」と鳴いた。


    　──ぶ、豚？　椅子？　っていうか人間？


    「きゃあああああああっ」


    　椅い子すから転がり落ちつつも、慌てて後ずさる。


    「こ、これはいったい、何っ!?」


    「あら、大変。先生、大丈夫ですか？」


    　紫ゆかりが立ち上がり潤じゆん菜なに駆け寄った。


    　しかし、重しがなくなった豚さんまでも、のそりのそりと近寄ってくる。


    「いやぁっ、何これーっ」


    　潤菜が嫌がれば嫌がるほど、男は頰ほおを上気させていく。


    「いや────っ、こないでーっ」


    「ぶひーっ」


    　まるで蒸気機関車のように鼻息を高々と上げて潤菜に寄り添ったかと思うと、まるで発情期の猫のようにぐっと頭を下げて、お尻を突き出した。


    　目の前の視界には、ピッチピチのエナメルパンツ。


    「きゃ、きゃ────っ、きゃ────っ、きゃ────────────っ」


    　──もう、わたしの理解の範囲を超えています。ああ、お母さん、やっぱり東京は怖いところです。おとなしくお母さんの言うとおり、地元の大学に行けばよかったです。


    　潤菜は絶叫したまま、床へと倒れこんだ。

  


  [image: ]


  
    



    　ピコピコという電子音にかぶさるように、ビシリ、と何かを打つ鋭い炸さく裂れつ音で目を覚ました。


    「んんっ。あれ、いったいわたし……」


    　ゆっくりと体を起こすと、大おう城じよう家のリビングルームのソファーの上だった。


    　窓の外から差し込んでくる夕刻の光で部屋の中が茜あかね色に染まっている。６時か、もしかしたらもう７時近いのかもしれない。


    　哲てつ太たと楓かえでは床にぺたりと座りこみ、テレビに向かってゲームで対戦をしている。


    　──さっきの炸裂音の発生源はこれかしら。


    　しかし、ふたりがやっているのはブロック崩しゲームだ。


    　格闘ゲームならまだしも、あんな音がするものだろうか、と訝いぶかしく思いながらも、ふと尿意をもよおした。


    「あの、トイレ、お借りしますね」


    「どうぞどうぞ、ご遠慮なく」


    「ありがとう」


    　潤じゆん菜なはそろそろと立ち上がると、廊ろう下かへと向かう。


    　──そういえば、わたし、なんでソファーで寝ていたんでしょう。なんだかショックなことがあったような気がしますが、まるで靄もやでもかかったかのように思い出すことができません。


    　何があったんだっけ。


    　首を傾かしげながら廊下へ出ると、先ほどから鳴り響いている炸裂音が、よりいっそう大きな音で響いた。


    　耳を澄ませると、どうやら音の出所はトイレの反対側の襖ふすまの向こうから聞こえてくるようだ。


    　──いったいなんの音なのでしょう。


    　潤菜は好奇心に突き動かされるまま、細く襖を開ける。


    　和室はオレンジ色の光に満ちていた。


    　逆光でふたつのシルエットが浮き上がって見える。


    　ひとつは女だろうか。グラマラスな肢体が艶なまめかしく、くねっている。


    　そして、もうひとつは男だろうか。


    　天井からエビ反りの体勢でぶら下がり、ぶらぶらと揺れ動いている……死体？


    「ひっ」


    　潤菜はびくりと背筋を伸ばしながら、悲鳴をあげそうになり、慌てて口を噤つぐんだ。


    　──そう、死体のはずはありません。きっと、目の錯覚です。


    　なけなしの勇気を振り絞ると、潤菜は再び襖の隙すき間まに目を近づける。


    　夕暮れの闇やみが深まったせいか、さっきよりも逆光が弱まり部屋の様子がよく見える。


    　──あれは紫ゆかりさん？　いったい、何をしているのでしょう。


    　水着のような下着のような。テカテカと光るエナメル素材の……いわゆるボンデージスーツに身を固めた紫ゆかりが、男に赤い蠟ろう燭そくを垂らしていた。


    　男は床に平行の姿勢で吊つるされている。その両足先と口には蠟燭が結わえつけられ、まるで人間燭しよく台だいの様相だ。


    　男は紫に蠟を垂らされるたび、また、自みずからの体の上に置かれた蠟燭の蠟が溶けだして肢体に流れるたびに、身を震わせ「ぶぅ」と苦痛とも喜びともつかない叫び声をあげている。


    　──ぶぅって、豚……思い出しました。


    　あの椅い子すになっていた壮年男性ではないですか。


    　──いったいふたりは何をしているのでしょう？


    　潤じゆん菜なは、ごくりと唾つばを飲み込むと、息を潜ひそめて食い入るように続きを見守る。


    「この豚め、許しませんよ。焼いて焼き豚にしてやるんだからねぇ」


    　紫は冷酷な声で囁ささやくと、容赦なく蠟を垂らした。


    「この淫いん乱らん豚は、本当に悪い豚だねぇ。悪い豚にはヒドいお仕置きが待ってるわよ。放置しようかしら、それとも、いっそ家から追放して出入り禁止にしようかしらねぇ」


    　紫の声の色気と凄すごみに、お仕置きされているわけではない潤菜まで、ぞくりと背筋が寒くなる。


    　豚と呼ばれた男は全身を蠟でコーティングされた状態で、まるで陸に上がった魚のようにびくびくと悶もだえている。


    　そんな男に、嗜し虐ぎやく的な笑えみを向けながら、紫はさらに蠟燭を素早い手つきで全身に垂らし施ほどこしていく。


    　──これは……、ＳＭ？


    　豚と呼ばれた男は、今にも涎よだれを垂らさんばかりの恍こう惚こつの表情で、身を[image: ]よじらせ鳴き悶もだえている。その顔つきを見た瞬間に、潤菜の脳裏に住むピンク色の象がどすん、と地面を踏み鳴らした。


    　……じゅん。


    　──ああっ、お仕置きされているところを見て、じゅんとさせてしまうだなんて、まるでヘンタイじゃないの。


    　頰ほおを染めている潤菜の背中を、何かがつんとつついた。


    「はあんっ」


    　突然のことに、思わず卑ひ猥わいとも取られかねない叫び声を上げた潤菜が、慌てて振り返ると、そこにいたのは楓かえでだった。


    「潤菜お姉さま、隠れて人のお部屋を覗のぞくのはあんまりいい趣味じゃありませんよー」


    「さっき、楓ちゃんも哲てつ太たくんのお部屋を覗いていたような気がするけど」


    「過去は過去ですー」


    　楓はさらりと流すと、自らも、襖ふすまの隙すき間まに目を凝らした。


    「おおっ、豚さん、今日のプレイは緊きん縛ばく熱ねつ蠟ろう責めですかー」


    「……プレイって」


    「いやいや、プレイではないですねー。一応、潤じゆん菜なお姉さまを驚かせたお仕置きですから」


    「アレはどう見てもＳＭ……なぜ一般家庭でそんなことが」


    「そうです、そうです、ＳＭですよー」


    　──やっぱりそうなの？　これってＳＭなの？　ってＳＭってこんなふうに家庭で日常的にされるものなの？


    「うちのママはＳＭの女王さまですからー」


    「じょ、女王さまぁああああっ？」


    　潤菜の叫び声を聞いたのか、襖ふすまが内側から開けられた。少し息を乱した紫ゆかりが顔を出すと、にっこりと笑って言った。


    「あら、椎しい名な先生、気がつかれましたのね」

  


  
    ６　奪う男─真崎まさき亮りょうのたくらみ─


    



    　ヨーロッパの古城を意識したゴシックな空間に、猫脚のソファーとテーブルがほどよい間隔で置かれている。


    　人ひと気けはなく、シャンデリアは消され、間接照明だけが点ともされた室内は薄暗い。


    　室内にいるのは一組の男女のカップルだけだ。


    　ふたりは入り口から一番遠いソファー席に腰を下ろしている。


    　男が女にグラスを差し出した。


    「これは、君のために作ったスペシャルドリンクだよ」


    　すらりとした細身の体に、さらりと額ひたいに掛かる猫っ毛の髪。


    　黒縁の眼鏡の下の目は切れ長の二ふた重え瞼まぶたで、やや厚みを持った肉感的な唇くちびるからは、時折、ちらりと八重歯が覗のぞく。


    　胸につけられた名札には真崎亮と書かれている。


    　リョウの正面にいるのは、ナチュラルな茶色のロングヘアーに、オフホワイトのパフスリーブワンピース姿の女子大生の柚ゆず木き羽は矢や。


    　この店の常連客だ。


    　柚木は、リョウからオレンジ色の液体が満たされたグラスを受け取ると、唇くちびるへと運んだ。


    「美お味いしいですー。なんのカクテルなんですか？」


    「オレンジジュースと、クランべリージュース。それにボクの愛かな」


    「愛だなんて……ステキ」


    　柚木はうっとりと恍こう惚こつの表情を浮かべたまま、ぐいと、一気に飲み干した。


    　リョウは最後まで飲み干したのを認めると、にやりと邪悪な笑えみを浮かべた。


    　あの薬は切れるのも早いが、即効性がある。


    　薬が効いてくるまで、あと早ければ３分。遅くとも５分か。


    　リョウは歪ゆがんだ笑みを浮かべたままじっと柚木の顔を見つめる。


    「ああ、リョウさん、本当にわたし、幸せです。まさかリョウさんにこうやって閉店後に会っていただけるだなんて」


    　柚木は瞳ひとみをキラキラと輝かせながらじっとリョウを見つめている。


    「ボクこそ、誘いを受けてもらえて嬉うれしいよ。可愛かわいい可愛い柚木……」


    　──本当に可愛い。あっさり薬を盛られるほどバカで。


    　リョウは口には出さず、心の中で呟つぶやく。


    「ってあれ……なんかわたし、眠く……んんんっ」


    　柚木は目を擦こすると、あっけなくテーブルへと突っ伏した。


    「ふん、ちょろいな」


    　さて、今日は何をして遊ぼうか。


    　買ってもらった瞬間に飽きてしまった玩具おもちゃのように、柚木を乱暴に床へと転がすと、リョウはパンプスを脱がせた……。

  


  
    ７　覚かく醒せいする女─椎名しいな潤菜じゅんなの泥酔─


    



    「うわー。お祭りみたいですねー」


    　潤菜はちらし寿ず司しの盛られた樽たるを見ると、思わず歓声をあげた。


    　つやつやと光るふっくらとしたご飯に、ルビーのような濃厚な紅色のマグロ、鮮やかなオレンジのサーモン、真珠のような艶つやめきを放つ烏い賊か、水晶のような鯛たいに、ガーネットのようなイクラ。


    　姿形が美しいだけでなく、炙あぶった海の苔りの香ばしい磯いその香りに、食欲を刺激する酢の匂いが漂ってくる。


    　お吸い物は蛤はまぐり。牛ご蒡ぼうや人にん参じんなどの根菜がたっぷりの筑ちく前ぜん煮には、いかにも味が染みていて美お味いしそうだ。


    「椎名先生を驚かせてしまったお詫わびですわ。たっぷり食べてくださいね」


    　和服に着替えた紫ゆかりは、先ほどまで激しいプレイをしていた片へん鱗りんなど、まるで見せず、おっとりとした笑えみを浮かべて言う。


    「ひとり暮らしなので、嬉うれしいです」


    　潤菜は箸はしを手に取ると、まずはひとくち汁を口に含んで啜すすった。


    「うわーっ、美お味いしいっ。海の味がしますー」


    「喜んでもらえてよかったわねぇ、豚さん」


    「ええっ、これ、紫さんじゃなくって豚さんが……」


    　──なんだかちょっと食べるのに抵抗があるんですが……。


    　戸惑う潤菜をよそに、紫はにこりと笑って言う。


    「ええ、豚さんのお料理はプロはだしなんですのよ。お代わりもたくさんありますから、遠慮なさらずにお好きなだけ食べてくださいね」


    　そう言われては、箸をつけないわけにはいかず、恐る恐る筑前煮の筍たけのこに手をつけた。


    　素材の味そのものに、鶏とりや牛蒡などのエキスが、たっぷりと染み込んでいる。


    「……美味しいっ」


    　潤菜が思わず声をあげると、豚さんは嬉しそうに笑っている。


    　気絶したり紫の正体に驚いていたり、豚さんとのプレイにうっかり見とれている間に帰るタイミングを逃のがし、いつの間にやらとっぷりと日が暮れてしまった。


    　そのうちに、驚かせたお詫びも兼ねて歓迎会を催もよおすということになってしまい、潤菜は、そのまま大おう城じよう家で晩御飯をご馳ち走そうされることになってしまったのだ。


    　──それにしても、この人はいったい何者なんだろう。


    　潤じゆん菜なは豚さんをちらちらと横目で盗み見ながら思う。


    　黙っていれば、ロマンスグレーの紳士のように見えるし……けど、あきらかにおかしい。


    　──今だって、当たり前のようにピッタピタの短パン一枚ですし。


    　まぁ、あんまり深く考えるのはやめましょう。


    　潤菜は頭をぶるんぶるんと横に振ると、ちらし寿ず司しに箸はしを進める。


    「椎しい名な先生は、自炊とかはなさるのかしら？」


    「自炊は、あまり……というか全然してません。ひとりだと食材が余りがちでついつい、無駄にしてしまうことが多いものですから」


    「あら、それでしたら、先生、授業の後、お時間のある日は、ぜひ家で晩ご飯も食べていってくださいね」


    「ええっ、いいんですか？」


    　それは正直言って、とても助かる。


    　食費が浮くのはもちろんだが、すでに近所のコンビニ弁当は食べつくしてしまい、毎晩何を食べるかに頭を悩ませていたのだ。


    「先生は、お酒は大丈夫なんでしたっけ」


    「ええ、あんまり多くは飲めませんが」


    「でしたら、この日本酒、とても美お味いしいので、よかったらどうぞ」


    　紫ゆかりが潤菜に向かい、お猪ちよ口こと徳とつ利くりを差し出した。


    　注がれるがまま、くいっと口へ運んで喉のどへと流し込むと、舌の上をかすかに甘く芳ほう醇じゆんな液体が通り過ぎていった。


    「うわぁ、美味しいですー」


    「あら、先生はイケるほうかしら」


    「どうなんでしょうね」


    「とおっしゃると？」


    　紫が首を傾かしげる。


    「なぜか友達に飲ませてもらえないんです」


    「あらあら、それはなんでかしらね」


    「それが、理由はよくわからないんです。それにしても、このお酒、本当に美味しいです」


    　潤菜がお猪口の中身を飲み干すと、紫はさらに注ぎ足す。


    「ところでさー、結ゆいの好きな相手ってどんな感じなワケ？」


    　哲てつ太たがちらし寿司を口いっぱいに頰ほお張ばりながら尋ねた。


    「うーんとねー、見た目的には哲太の１００倍くらい格好よくって、中身的にも哲太の１００倍くらい格好よくって、総合的にも哲てつ太たの１００倍くらい格好いい感じかなー。うっふーっ」


    　結ゆいはうっとり瞳ひとみを潤うるませている。


    「うわー思い出し笑いとかして、きもーきもーきもー」


    　哲太が顔をしかめている隣で、ラブちゃんがちらし寿ず司しをお代わりしながら言う。


    「確かにかなりのイケメンよねー。でも、いいのー？　結ってああいう店で働いてるチャラい男、嫌いだって常々言ってたじゃないのー」


    「嫌いよ、大ッ嫌い。でも、リョウくんは違うのよ。きっと理由があるの。親が病気で学費を稼がないといけないとか、病気の弟の治療費が必要だとか……」


    「絶対ないから、そんなこと」


    　哲太が呆あきれたような表情で口を挟む。


    「何よ哲太、あんた、リョウくんの何がわかってそんなこと言ってるわけ？」


    「だって、フツーに考えれば誰でもわかることっしょ。結のほうこそ、どんな妄想なんだよ、病気とか学費とか」


    「うるさいわねー。あたしの仕事が妄想することなの！　あんたみたいなガキんちょの妄想と一緒にしないでくれる？　あたしの妄想はお金になるんだから」


    「へー、トップオブ妄想女！」


    　なぜだかいつの間にか、きょうだい喧げん嘩かが始まったようだ。一人っ子の潤じゆん菜なが珍しいものを見る気持ちでふたりのやりとりと聞いていると、紫ゆかりが困ったような笑えみを浮かべて言った。


    「こら、結、哲太さん、先生が呆れていらっしゃるじゃないの」


    「あ、いいえ。そんなことは……」


    「ホントにお恥ずかしいわ　このふたり、いつもこうなんですのよ」


    　ため息をつく紫の目を盗み、哲太と結とはテーブルの下で脚の蹴けり合いの攻防を繰り返している。


    「あなたたち、いい加減にしなさい。それ以上、いがみ合うようでしたら、お仕置きですよ？」


    　見かねた紫が小さな声で凄すごむ。


    　すると、食卓を包む空気にぴりりとした緊張が走った。


    　哲太と結も、まるでぴしゃりと水でもかけられたかのように大人しくなり、潤菜までも、思わず背筋を伸ばして姿勢を正してしまった。


    　さすがは女王さまの威厳。


    　──さっきのプレイ、すごかったな。


    　もちろん、やっていることもすごかったけど、紫さんの体つきのいやらしさといったら、なんというのだろう。


    　しっとりとした肌に、ハードな質感のボンデージが映えていた。うっすらと血管の透けた淡雪のような頰ほおに、涼しげな瞳ひとみと、眼を伏せると頰に影を作る長い睫まつげ。禁断の果実のように魅惑的な赤い唇くちびる。そして、あのぞくりとするやや低めの声色の言葉責め……。


    　急に喉のどに渇きを覚えた潤じゆん菜なは、徳とつ利くりからお猪ちよ口こに酒を注いだ。ぐいと一口で飲み干した瞬間、世界がぐるりと回った。


    　心臓がばくばくと高鳴り、世間の物音がまるで彼方かなたにあるように、遠く聞こえる。


    「……紫ゆかりさん、あの、ちょっとお聞きしたいことが」


    「はい、どうしました？　椎しい名な先生」


    　なぜだろう。紫がふたりに見える。


    　潤菜は目を凝らすと、ふたりの紫のうち、どちらが本物でどちらが分身か見分けがつかぬまま問いかける。


    「あの、縛られたり、鞭むちで打たれたり、蠟ろう燭そくを垂らされるのって気持ちいいのでしょうか」


    　哲てつ太たがブッ、と盛大な音を立ててお茶を噴ふき出した。


    　紫は、真っ白い頰に手を当て、うーん、としばし考え込む。


    「そうですね、人によりますかね」


    「わたし、先ほどのですね、紫さんのプレイを見まして……縛られて、体を弄もてあそばれて……いや、決して、そういうことをしてみたいというワケではないんですが……」


    　潤菜が恥ずかしさに真っ赤になっていると、


    「おお、なにこのまさかのカミングアウト。早さ苗なえってば、すげー女を送りこんできたわねー」


    「おおーっ、潤菜お姉さまは、やっぱり楓かえでが思った通りの原石ですー。磨けばきっと立派なヘンタイさんになっちゃいますねー」


    　結ゆいと楓が目を輝かがやかせ、さらに潤菜のお猪口ちよこにお酒を注ぎ足した。


    　潤菜は、照れをごまかすために、ぐっと飲み干す。


    「けれど、正直に言うと……いつか、縛られて、体を弄ばれて……みたかったりとかも……思ったり思わなかったり」


    　さっきよりも大きく、世界がぐらりと揺らぎ、ゆっくりと反転する。


    　──ああ、死にそうです。明らかに飲みすぎですもの、きっと急性アルコール中毒とかそんなので、死んでしまうんです。でも死にたくない。死ぬ前にせめて……。


    　潤菜の脳裏にピンク色の象が浮かんできた。かと思うと、みるみる紫色へと変色していく。


    　深紫色に変色が完了するとともに、頭の中にカチリ、という何かスイッチの入った音が聞こえた。


    「……死ぬ前にせめて」


    　潤菜はぶつぶつと呟つぶやきながら、ふわりと椅い子すから立ち上がると、ゆらゆらと左右に揺れながら哲太のほうへと向かっていく。


    「ちょっ、先生、どうしたんすか。って、あっ、そこは、あふんっ」


    「……死ぬ前に……死ぬ前にせめて触らせてーっ！」


    　潤じゆん菜なは絶叫すると、哲てつ太たの股間をぎゅうと握り締める。


    「ひーっ、痛痛痛痛痛痛痛痛っ、や、やめてください、痛いってば痛痛痛痛痛痛痛痛っ」


    　必死に股間を隠しつつ、潤菜の手を追い払いながら哲太は絶叫する。


    「アレですね、潤菜お姉さまは酔っ払うと、痴ち女じよキャラになるですねー」


    　楓かえでは目を輝かがやかせている。


    「ただのダサい女かと思っていたら、なかなかやるじゃないのよー。よーし、応援しちゃおうかなー」


    　結ゆいはにやりと笑うと、哲太の背後へと回り、素早く両腕を羽は交がい絞めにした。


    「哲太ー、たっぷり勉強を教えてもらったんだから、今度は男体というものを教えてあげなさいー」


    「ノ、ノーッす。無理っす」


    「ダメよー。はい、まず最初の授業は生物からー」


    　抗あらがう哲太の両手首をぐっと摑つかみながら、結の悪ノリは続く。


    「先生、哲太のトランクスの中に、とある生物がいますー。この生物の各部位の名称を答えなさいー」


    　潤菜は哲太のトランクスの上から中心部をむんずと摑んだ。


    「ここは……胴体？」


    「胴体でましたー！　では、どんな生物と推測されますかー」


    「蛇へび……かしら」


    「やったじゃない、哲太ー。スネイクなんてちょっと格好いいじゃないのよ、よっ、アナコンダ哲太！」


    「イヤですー、まじで勘弁してくださいってば、ああっ。そこは、あんまり揉もむと……イタッ」


    　潤菜は胴体の下に指先をずらすとぷにぷにと揉み始めた。


    「先生、なかなかいいところ触るじゃないのよ。そこの部位名はわかるかしら？」


    「……丸がふたつということは……目玉？」


    「目玉でましたー。その生物は蛇でいいですかー」


    「いいえ？　蛇はこれほど目が大きくはありません、なので蛙かえる？」


    「蛙でましたー、では蛙ということで」


    　頷うなずきかけた潤菜が、首を傾かしげた。


    「いえ、ちょっと待ってください。でも、びろーんとこう伸ばせば……モモンガーッ！」


    「も、モモンガ～っ」


    　結と楓は哲太を押さえつけながら涙交じりに爆笑している。


    「ああっ、屈辱だぁあああっ」


    　悲痛な声をあげる哲てつ太たにはかまわず、潤じゆん菜なの責めは続く。今度は胴体の上をつんつんとつつき始めた。


    「ってああっ、そこはちょっと敏感で～、あふううっ」


    「おおっ、潤菜お姉さま、今度は先っぽですねー！」


    「ここは……お口かしら？」


    「蛙かえるのお口ですかー」


    「いいえ、蛙のお口はこんなにおちょぼ口では……亀かめ？」


    「あはははは、おちょぼ口ー、亀ー」


    「ああ、ひ、ヒドすぎる……」


    　哲太はすでに反抗する気力を失い虚うつろに宙を見つめている。　


    「さー、先生、次は数学の問題でっすー。円筒Ｐの膨ぼう張ちよう率と体積を求めよー」


    「……膨張？」


    「そうですよー潤菜お姉さま、膨張率を出すためには、まず膨張前の体積を測ってくださいー」


    　潤菜はむんずとトランクスごとアレを摑つかむとサイズを測るように両手でこね回し始めた。


    「ううっ、く、くすぐったいっす。ああっ、そんなふうにこね回されると……ああっ」


    「おおっ、もう膨張してしまった模様ですー」


    　楓かえでが、潤菜の手元を覗のぞき込んで実況中継を入れた。
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    「困ったわねー。膨ぼう張ちよう前の体積がわからないと膨張率が出せないじゃないのー」


    「冷やしてみれば腫はれが引くかもしれませんー」


    　楓かえでが麦茶の入ったコップを差し出した。


    　潤じゆん菜なはグラスの中から氷を抜き取ると、哲てつ太たのパンツの中へと放り込む。


    「おおっ、冷やしたーっ！　あははははは」


    　結ゆいと楓が声を合わせて合唱する。


    「つ、冷てーっ」


    「けど、元通りの大きさに戻ってますー」


    　楓が中継する。


    「さー、先生、今度こそ太さと長さを測るのよー」


    「……太さと長さ」


    　潤菜は哲太のトランクスに手を突っ込むと、ぐいぐいと引っ張った。


    「きゃー、伸ばしたーっ」


    　結と楓が叫ぶ。


    「イタタタタッ。そんなに伸ばされると皮がっ、皮がっ」


    「測量完了です……思ったよりも伸びるんです。柔らかいんです」


    　楓はさらに、次をせかす。


    「潤菜お姉さま、今度は膨張時の太さと長さを測ってくださいー」


    「膨張……どうすれば」


    「優しく擦こすればいいですよー」


    　楓のアドバイスを受けて、潤菜はまるで火でも起こすかのように両手で擦り始めた。


    「擦ったー」


    　結と楓は、笑い転げながらも、ぴったりと息を合わせて合いの手を入れる。


    「膨張時測量……底面積×高さッ!!　先端部分は円えん錐すいなので、底面積×高さ×１／３ッ!!」


    　潤菜は指で輪を作り、太さを測った後、ぼそりと呟つぶやいた。


    「備考、膨張すると熱を持つ模様ですー」


    「ああ、大切なミニ俺が陵りよう辱じよくされていく……」


    　哲太は眉まゆ毛げをハの字に下げた状態で、情けなく呟いた。


    「や、ヤバイわ、笑い死にそう。さー、先生、次はお待ちかねの保健体育の授業よー。先生、あのねー。耳みみ朶たぶをかぷりってしてみー、哲太、気持ち悪い声出すんだから」


    「結、余計なことを吹き込むのはやめろってば！」


    「いいじゃないのー、あんたちょっとストイックすぎるのよ。ちょっと体をいじられたくらいで死ぬわけじゃなし。男らしくたまには快楽に流されるのもいいわよー」


    「ノーですっ、俺は好きな女の子とじゃないと！　あはううんっ」


    　結ゆいの言うとおりに、潤じゆん菜なが耳みみ朶たぶにかぶりつくと、哲てつ太たはなんともいえない声をあげた。


    「うわぁ、今のが喘あえぎ声というものですか。やっぱり男子も喘ぎ声を出すんですねー」


    「よーし、あたしは勝手に美術をやらせていただくわー」


    「いやーん、俺の大事なミニ俺を勝手にスケッチしないでくださいー」


    「では楓かえでは書道をやりたいと思いますっ」


    「ああっ、冷たいっ。先端に変なモノを塗りたくらないでくださいーっ」


    「潤菜お姉さまは技術をどうぞ。これでお好きにカスタマイズですー」


    　楓がガムテープを手渡した。


    　潤菜はそれを受け取ると、職人のようなストイックな手つきでびりびりと剝はがし取り、筒状の部分にぐるぐると巻きつける。


    「ああーっ、貼っちゃダメーっ、あふっ、痛い痛い痛いッ、って剝がすのもダメ、それも痛い痛い痛いっ……本当にストップストップ」


    　哲太の絶叫に豚さんのうらやましげな咆ほう哮こうが混じった。


    「家族みんなで仲がいい。これぞ最高の幸せですわ」


    　満足げに微笑ほほえんでいる紫ゆかりの隣で、


    「うぬぬー、楓も早めにカミングアウトしたほうが楽しそうですねー」


    　と楓が地じ団だん駄だを踏んでいる。


    　とにもかくにも、なんともいえない満足感に潤菜は浸っていた。


    



    　窓の外から吹き込んでくる気持ちのいい夜風が、潤菜の頰ほおをさらりと撫なでて通り過ぎていった。


    「あれ、ここはどこ？」


    　いつの間にか、潤菜はソファーに横たわっていた。上には薄手のタオルケットがかけられ、


    　ここに横たわったのは初めてではないような……デジャブ？　


    　──たしか、ペットだと思ったら椅い子すで、椅子だと思ったら人間で気絶したところまでははっきりと覚えています。その後は。


    　──そうだわ。紫さんのＳＭシーンを目撃して、なぜか晩御飯をご馳ち走そうになることになり、そしてその後は……記憶にありません。


    「って、イタタタタ」


    　──頭の芯がずきずきと痛みます。なんだろう、コレ。なんかすごく楽しいことがあったような気がするけど、思い出せません。


    　潤菜がソファーの上で必死に記憶をたどっていると、風ふ呂ろ上がりなのか、白地に縄柄の浴衣ゆかたに着替えた紫が、タオルを巻いた氷ひよう囊のうと、薄黄色の液体がなみなみと注がれた大きめのグラスをテーブルの上へと置いた。


    「あら、椎しい名な先生、目を覚まされましたのね。これ、頭に当ててくださいな。少しはすっきりするでしょうから。こっちは豚さんの作った特製ドリンクです。オレンジとグレープフルーツの果汁にきゅうりのエキスも入ってますから、飲んでくださいね」


    「え、なんでわたし、ここで寝てるんでしょうか」


    「ひょっとして椎名先生、覚えてらっしゃらない？」


    「ええと、ごめんなさい、何も思い出せません」


    「あらあら……お友達がお酒を飲ませないというのはアレのせいかもしれませんねー」


    　紫ゆかりはふふふ、と笑うとキッチンへと去っていった。


    　潤じゆん菜なはもう一度、今度はやや詳細に記憶をたどる。


    　──ええと、晩ご飯はちらし寿ず司しを食べて、それは豚さんの手作りで、でも美お味いしくって……哲てつ太たくんと結ゆいさんとが喧けん嘩かを始めて、そして……紫さんに日本酒をいただいて……その後の記憶がやっぱりないです。わたしはいったい何をしたのでしょう。


    　と、その時、お風ふ呂ろにでも入っていたのか、リビングを通りかかった哲太が潤菜の姿を見つけると、びくりと体を震わせ、慌てて廊ろう下かを逃げていった。


    　──なんだか思い出さないほうが心の平和を保っていられるような気がします。


    　潤菜はあえて思い出す努力を放棄することにした。


    　それにしても、時計を見るともう23時をとっくに回っている。


    「お母さま、長々と居座ってしまい、申し訳ございません。そろそろ帰りますね」


    　潤菜は、だるい体を無理やりに起こすと、酔いを吹き飛ばすかのように首を横に数回振った。


    　と、キッチンカウンターの向こうから、牛乳の入ったグラスを片手に持った楓かえでがぴょこんと顔を出した。


    「えーっ、潤菜お姉さま、今日は遅いから、うちに泊まっていったらどうですかー」


    「そうですね。食事などで引き止めてしまっておきながら、こんな夜遅くに女性を帰すのも気が引けますので、椎名先生さえ、もしよかったらぜひ」


    「いや、さすがにソレは……」


    　──いくらなんでも、初対面の人の家に泊まるのは、ずうずうしすぎます。


    　すると、楓がまるで人懐なつっこい座敷犬のようにパタパタと駆け寄って来ると、ソファーの上にぴょんと飛び乗った。


    「ね、潤菜お姉さま、泊まっていってくださいよぉ」


    「ええっ、でも……」


    「ねー、ママぁ、いいよねー」


    「すみません。楓は末っ子のせいかどうも我わが儘ままなところがありまして。もし椎名先生さえよろしければ……」


    　──たしかに家に帰ってもひとりです。そして、特にやらないといけないことも、やりたいこともないし、明日もどうせ家庭教師のアルバイトでここに来なければいけません。


    「……お言葉に甘えちゃってもよいでしょうか」


    「わーっ！　潤じゆん菜なお姉さま、泊まっていってくれるですかー」


    　と、楓かえでの顔にぱああああっ、とひまわりのような笑えみが広がった。


    「やったー。嬉うれしー。潤菜お姉さま、ママ、ありがとー」


    「あらあら、よかったわねぇ。じゃあ、椎しい名な先生、お風ふ呂ろが沸わいてますから、入ってくださいね」


    「何から何までお世話になってしまい、本当にすみません」


    「うちのことは、東京での家族だと思っていただいてかまいませんからね」


    　恐縮する潤菜に向かい、紫ゆかりは慈愛に溢あふれる笑みを浮かべた。


    



    「んーっ、気持ちいーっ」


    　潤菜は湯船にたっぷりと張られた湯に体をたゆたわせながら思わず声をあげた。


    　さすがはファミリータイプのマンションだけあり、潤菜の住むアパートのトイレと一緒になった狭いユニットバスとは違い、広々としたつくりだ。


    　かすかに薄はつ荷かの匂いのする温ぬるめのお湯に体を浸していると、汗と一緒にアルコールも抜けていくようだ。


    　──お風呂も気持ちがいいけれど、なんだか心の中にずっと溜たまっていたわだかまりが解けてなくなったような……この爽快な気持ちはなんでしょう。


    　お酒を飲んで、ぐっすり寝たから？　


    　いえいえ、それだけではないと思うのですが、何があったのか、いまだに思い出せません。


    　潤菜は首を傾かしげながら、お湯を掬すくうと顔にばちゃりとかけた後、頰ほおに手の平を当てたまま呟つぶやいた。


    「みんないい人でよかったなぁ……ちょっと変わってるけど」


    　お母さんはＳＭの女王さま、ギャルの姉の結ゆいと、美少女の妹の楓。さらに家に出入りしているのはニューハーフパブのママさんのラブちゃんに、ペットの豚さん。ある意味、まともなのは哲てつ太ただけだが、このメンツの中にいるとフツーなことがフツーでなく感じてしまう。


    「それにしても、ＳＭの女王さまって、すごいなぁ」


    　ちらっと豚さんとのプレイの片へん鱗りんを垣かい間ま見てしまったが、普段はもっとすごいことをしているのだろうか。


    　──それに、楓ちゃん。いや、あれはきっと何かの間違いよ。ちょっとスキンシップが激しすぎるだけというか。


    　けれど……胸まで触られちゃったりして。


    　じゅんっ。


    　──ああっ……浴槽の中だというのに、溢あふれてきてしまいました。


    　このままではお湯を汚してしまう。


    　潤じゆん菜なは慌てて湯船から上がると、今更手遅れだと思いながらも、洗い場に移動してシャワーの栓を捻ひねった。ぬるっとした液体を洗い流すべく、アソコにお湯を当てると、


    「ああっんっ」


    　なんだか恥ずかしい声が漏もれ出てくる。


    「こ、これはヤバいです」


    　まさかシャワーにこんな使い道……いや、威力があるとは。


    　正直、もっと当てていたい気持ちもあるが、さすがに人様の家。気が引ける。


    　──でも、ちょっとだけならいいかしら。


    　シャワーヘッドを再びあてがおうとしたそのとき、浴室のドアがノックされた。


    「潤菜お姉さま、楓かえでもご一緒してもいいでしょうかー」


    「ええっ、ご一緒って」


    「ご一緒はご一緒ですー、お邪魔しまーす」


    　言うが早いか、タオルで体の前を隠した楓が、するりと身を滑り込ませてきた。


    「あれ、体を洗ってる最中でしたかー。じゃあ、楓がお背中を流しましょうか」


    「え、ええっ、いやっ、結構ですっていうか、冷えてしまったので、湯船に浸つかります」


    「いいですよー。遠慮なさらずにー」


    　楓は潤菜の後ろにちょこんと座るとスポンジにボディソープをたっぷりと垂らす。


    「では、お背中流ししまーす」


    　無邪気な楓を無む碍げに扱うのも可か哀わい相そうな気がして、潤菜はおとなしく楓に背中を流してもらうことにした。


    　──それにしても、一瞬見えた楓ちゃんの裸、本当に少年みたいだったな。脚とかまっすぐで、腰がきゅっと締まってて。それにくらべて、わたしったら……。


    　潤菜は椅い子すに腰掛けたまま、視線を落として自分の体を見み遣やった。


    　太ももはムチムチで格好悪いし、ウエストも一応はクビレてはいるが、楓のようなフラットな下腹には程遠い。バストはＥカップだが、これも鈍重でむしろ邪魔。胸にロゴの入ったＴシャツなど着ると不ぶ恰かつ好こうに伸びてしまうのも恥ずかしい。


    　結ゆいさんも細いし、やっぱりダイエットが必要かしら。


    　潤菜がそんなことを考えていると、楓が声を張り上げた。


    「おーっ、潤菜お姉さまって脱いだらすごい系ですよねー」


    「いや、そうでも……」


    「いえいえ。体が大人ですよー。いやらしい体ですー」


    「あの、楓ちゃん、ちょっとそういうことを言われると恥ずかしくて……」


    　この状況でじゅんとしてしまうのは避けたい。


    「潤じゆん菜なお姉さま、ちょっと腕を上げてください」


    　楓かえでは脇わきの下にスポンジをもぐりこませると、ごしごしとこすり始めた。


    「ああっ、ちょっとくすぐったい……かも」


    　潤菜は体を[image: ]ねじり、こそばゆさに耐える。


    「あーそうですかー。スポンジがいけないですかねー。直接、おててで洗いますねー」


    　返事を待たずに楓は素早く潤菜の脇わき腹へと腕を伸ばす。


    「うわー、やっぱり大人ですねー、このクビレ、たまりませんー」


    「たまりません？」


    「いや、うらやましいー、の間違いですー」


    　楓は、脇腹からじゅんぐりに、あばら、脇、そしてバストへと手をずらしていく。


    　ああっ。こそばゆさに潤菜は体をくねらせる。しかし楓の手が執しつ拗ように追いかけてきて、すりすりと泡塗まみれで撫なで上げる。


    　楓の指はじっとりと繊せん細さいな動きで、潤菜のうぶ毛を逆立て、そのたびに潤菜の背筋にむずかゆい悦楽が走る。


    　──ダメ、なんだかおかしな気分……ああ、頭がぼーっとしてピンクの靄もやが……。


    「潤菜お姉さまは、おっぱいが大きいから、こってますね。楓が揉もみほぐしてあげますー」


    　後ろから泡だらけの手で胸を揉みしだかれ、思わず声を上げそうになりながらも、必死に耐える。


    　楓はいつの間にか、背中にぴったりと体を密着させている。


    「ダ、ダメ、楓ちゃん、そんな」


    「耳みみ朶たぶはツボの宝庫ですー」


    　楓は、潤菜の耳たぶをかぷりと嚙かむと、さらに胸を激しく揉み始めた。


    　──あっ、象が……。


    　またピンクの象が現れた。しかも、鼻先で林りん檎ごの実をキャッチボールするかのようにぽんぽんと弾ませて、象が楽しげにステップを踏んでいる。


    　ダメ、このままじゃ、ピンク色の象さんが林檎を食べちゃう。もしも林檎を食べてしまったら……あふうんっ。


    「あれれー、潤菜お姉さま、なんかハァハァしてませんか」


    「はああっ、ちょ、ちょっと逆の上ぼせそうになってるだけです……」


    「でも体はいい感じに温まって来ましたよー」


    　楓は、少し乱暴に潤菜の胸を両手で鷲わしづかみし、円を画えがくようにゆっくりと大きく揉んだ。そのリズムに合わせて、ピンク色の象が林檎をふたつ使い、お手玉を始めている。


    「あはああん」


    　──ああ、わたし、なんて声を出してしまっているんでしょう。


    　自己嫌悪に陥りながらも心の奥では、この先を期待している自分の貪どん欲よくさを恥じていると、楓かえでがぎゅうと、背中にしがみついた。


    「ねぇ、潤じゆん菜なお姉さま、湯船の中で、もっと気持ちいいことしましょう」


    　潤菜は抗あらがえないままに浴槽へと身を浸ひたした。


    　ふたりで湯船に体を浸すと、ファミリータイプといえども、さすがに窮きゆう屈くつだ。


    　正面で向かい合って、楓ちゃんの顔を見るのも恥ずかしく、潤菜は視線をやや落とすと、ぺったんこの胸が目に入った。


    　高校生にしては、本当に幼い体だ。おっぱいなんて、まるで男の子のようでもある。それにしては、ずいぶんと早熟なようだけど。


    　潤菜は楓のタッチを思い出すと、顔を赤らめる。


    「やっぱり潤菜お姉さまは、感度も大人でしたねー」


    　楓が潤菜の先端をつんと指先でつついた。


    　こそばゆい快感が胸を締めつけ、「あっ」という吐息が唇くちびるから漏もれる。


    「楓のおっぱいなんて、こんなに小さいですよー。ココも潤菜お姉さまに比べたら針の先っぽくらいの感じですねー、ほら」


    　潤菜の手を摑つかむと、自分の胸の先端の桃色の突起へと誘導した。


    「ねー、小さくないですかー。楓の体、ちょっとヘンですかねー」


    「まぁ、成長は人それぞれだから」


    「でも、楓、アソコもちょこっとヘンなんです。ほら、なんか普通の女の子よりも大きくって。潤菜お姉さまのせいでちょっと反応してしまったり、とか」


    　楓は湯船の中を指差して言う。


    「ええっ？」


    　潤菜は、その指し示している先に視線を向け、そこにあるものを確認すると、思わず体をフリーズさせた。


    「つ、ついてる？」


    「やだー、潤菜お姉さま、違いますよ。たしかについてますけど、ほら、成長は人それぞれってさっき潤菜お姉さまも言ってたじゃないですか」


    「いや、でも、どう見ても女の子のとは違うというか……」


    「でも、体はフツーの女の子と違っても、楓、心は女の子ですから」


    「えっ？　心は女の子……ということは体は？」


    「はい、男の子だったりして」


    　楓はどこからどう見ても女の子としか思えない愛くるしい笑顔で言った。


    「って、男の子？　楓ちゃんは男の子？」


    「ですですー」


    「は、はいっ？」


    　潤じゆん菜なは驚きのあまり、思わずざぶりと湯船から立ち上がる。


    「うわー、潤菜お姉さま、やっぱりスタイルいいですねー。そのおっぱい、Ｅカップくらいはありますよね、けど、ウエストは50㎝台ですよね。漫画に出てくる女の子みたいなスタイルですー」


    「いやーん、見ないでー」


    　今度は慌てて湯船に腰を降ろして、両手を体の前で交差させて大事な部分を隠した。


    「大丈夫ですよ、楓かえでは心は女の子ですから。女の子とお風ふ呂ろに入るのは普通でしょう？　でも、恋愛対象も女の子なんですけどねー」


    　楓は潤菜の首に腕を回してぎゅうと強く抱きつく。


    「というわけで、潤菜お姉さま、楓と仲良くしてくださいねー」


    　──って楓ちゃん、どういう意味でわたしと仲良くしたがっているんですか、ねぇ？


    



    　一緒に寝たいという楓を振り切り、潤菜は結ゆいの部屋で寝させてもらうことになった。


    　結は少し迷惑そうだったが、紫ゆかりの部屋では、いつ豚さんが入ってくるか気が気でないし、楓の告白を伝えたら、


    「そりゃ、しゃあないわね」


    　と一緒の部屋で寝ることを了承してくれた。


    　結の部屋はインテリアまでもギャル仕様だ。


    　カーテンは豹ひよう柄がらのピンク色、床に敷かれたラグ代わりのファーもピンク、あちらこちらにマニキュアやらヘアスプレーやら脱いだままの洋服が散らばっている。


    　雑然として、とても片づいているとは言いがたい状況だが、一方で、キラキラや、ふわふわやカラフルな女の子の大好きなモノがあちらこちらに転がっていて、潤菜の胸は自然と高鳴る。


    「あたし床の布ふ団とんで寝るから、先生はベッド使ってって言いたいところなんだけど、床に敷いてあるほうがお客さま用のお布団なのよね。悪いけど先生、床で寝てもらえるかな」


    　結はデスクの上に置かれたパソコンに向かいながら、床に敷かれた布団を指差して言った。


    「もちろんです。お構いなく」


    　潤菜がぺこりと頭を下げると、もう会話が続かなくなった。


    　ギャルの結と、あくまでもまじめすぎる青春を過ごしてきた潤菜に共通の話題があるわけもなく、カチャリカチャリというパソコンのキーボードを打つ音だけがむなしく部屋に響きわたる。


    「結さんってうちの大学の子たちとどこで知り合ったんですか？」


    　潤菜はふと、浮かんだ疑問を結にぶつけてみた。


    「コミケよ」


    　こんなにギャルなのに、意外とオタクくさい趣味だ。


    　たしかに床には漫画や小説が無造作に散乱している。


    「へぇ、意外。結ゆいさんってコミケとか行くんですねー」


    「行くっていうか、あたし描くほうだからねー」


    「ええっ？　結さんが？　同人を？」


    「なんか文句ある？」


    「いえっ、文句はないですが、ギャルでも漫画を描いたりするんですね……」


    「何よー、ギャルが文化的な活動しちゃいけないってワケ？」


    「いえいえ。滅めつ相そうもありません、で、結さんの作品はいったいどれになるのでしょうか」


    「これよ、これ」


    　潤じゆん菜なは結から手渡された同人誌をめくり、読み始めた。


    　男子校生のリョウが、クラスメイトや教師たちと関係を結びつつ、３on３で世界へと旅立っていく話だ。


    「って結さん、コレってあの、いわゆるＢＬ……」


    「そうよー、よく知ってるじゃない。これは、Ｐ禁だから、本当はセンセーには読ませられないんだけど」


    　──Ｐ禁は、腐女子ではない一般人閲えつ覧らん禁止の略でしたっけ。


    　早さ苗なえのレクチャーで詳しくなってしまった同人用語を思い出して潤菜は頷うなずいた。


    「それにしても、早苗にしても結さんにしても、何な故ぜにわざわざボーイズラブなんですか」


    「そりゃあ、それが興奮するからよ」


    「ええっ？　男と男ですよ。感情移入のしようがないじゃないですか」


    　結は信じられないものを見るような目つきで驚きの声を上げた。


    「あんたがヤラれたい女なら受け、ヤリたい女なら攻めに感情移入すればいいじゃないのよ」


    「いや、だから、男性には感情移入できないっていうか……なんかついてるし」


    「あんた、酔うとかなりアクティブなくせに、普段は相当コンサバティブだわねー」


    「フツーだと思いますけど……むしろこれでコーフンできる結さんのほうがおかしいですって」


    「うるさいわねー。あたしのファンタジーを邪魔しないでよ。あたしは現実よりも妄想で遊ぶことをこよなく愛してるんだから」


    「ええっ。ってことは結さんって……もしかして、リアルな男の人と付き合ったことなかったりするんですか？」


    「だったら文句でも？」


    　結が口をとがらせる。


    「いいえ……むしろ、勇気がでました。わたしと一緒ですね」


    「失礼ねー、あんたと一緒にしないでよ。だいたい、あんた、酔うとあんなにスケベなくせに、何が悲しくて、普段は我慢してんのよ」


    「だって、男の人が怖いんです。だから仕方ないんですっ」


    「怖いってまた大げさな」


    　結ゆいが呆あきれたように天を仰いだ。潤じゆん菜なは少し頰ほおを膨ふくらませている。


    「大げさじゃないです。トラウマなんです。小学校のときに、気持ち悪い男子にストーキングされた後遺症なんです。昇り棒で気持ちよくなってるのバラすぞって脅おどされて……」


    「ガキのくせにずいぶんと陰湿ね……って昇り棒で気持ちよくなってるあんたもどうかと思うけど。それで、わざとそんなダサい格好してるわけ？」


    「わざとダサいつもりはないんですけど。そう言う結さんだって、格好はアクティブなくせに、リアルな経験はコンサバティブじゃないですか。わたしは、男性がちょっと怖いだけです。興味はあるんです。だから、恐怖症さえクリアできれば、ブレイクもできると思いますよ。でも結さんは、現実の男性から目をそらし続けている限り、ず────っとそのままですよ」


    「……そんなことないわよ。あたしだって好きな人くらいできたし」


    　リョウのことを思い出したのか、結は目を潤うるませる。


    「そうなんですよ。結さん。好きな人、いるんでしょう。がんばりましょう。わたしも変わりたいんです。もうダサいとか言われたくないんです……結さんががんばってくれたら、わたしもがんばれる気がします。ね、一緒に変わりましょう！　それで、彼氏を作ってこの夏をエンジョイしちゃいましょうよー」


    「彼氏……夏……？」


    「そうです。彼氏と海で追いかけっこです。夏祭りで彼の浴衣ゆかた姿にドキっです。遊園地でソフトクリームを買ってもらってペロペロです。そして、静かな森のペンションで……ブレイクですっ！」


    「それ、いいわね……」


    「結さんっ」


    「潤菜っ」


    　潤菜が結をきっと見つめると、結も潤菜を真剣な眼まな差ざしで見返す。


    「脱非モテ同盟結成、エイエイオーッ！」


    　潤菜と結とは、ぐっと両手を握り締め合い、シュプレヒコールを上げる。


    「彼氏を作るぞ、オーッ」


    「男なんて怖くないぞ、オーッ」


    「モテるようになるぞ、オーッ」


    「ナンパもされちゃうぞ、オーッ」


    「……あとはなんですかね？」


    　ネタに詰まった潤じゆん菜なが、助けを求めるように結ゆいを見つめる。


    「合コンするぞ、とか？　出会い喫茶に行ってみる、とか？」


    「結さん、合コンはともかく、出会い喫茶はどうでしょうか」


    「って言っても、あんたさぁ、いったいどうすれば彼氏ができるかわかる？」


    　興奮で頰ほおを赤くした結が言い、潤菜はぶるんぶるんと首を横に振った。


    　結は人差し指を立てて、潤菜に有無を言う暇ひまを与えずに携帯を取り出して言った。


    「……あんまり気がすすまないけど、あの女を呼ぶわ」


    



    　翌日。


    「じゃじゃじゃじゃーーーーーんっ」


    　廊ろう下かから、結がしゃなりしゃなりと気取った歩き方で現れた。


    「おおーっ」


    　リビングルームで豚さんお手製の氷アズキをつっつきつつ、談笑をしていた面々──潤菜、楓かえで、そして舞まい──は、その変へん貌ぼうぶりに思わず口を揃そろえて驚きの声をあげる。


    「すごいですー。道端で会っても、結お姉ちゃんと気がつかずに通り過ぎてしまいそうですー」


    「うぬぅっ、舞もその変装の技術をマスターすれば、潜入取材が楽になりそうであります」


    「すごい、すごいです、結さん！」


    　潤菜は興奮して手をパチパチと叩たたいた。


    「なんかスッピンみたいで恥ずかしいんだけど」


    　照れ笑いを浮かべる結の後ろから、ぴょこりと透明感溢あふれる美少女が顔を出す。


    「結構いい線いってると思うんですが、どうですかねー」


    「いやーいい仕事しますわ。ひとみちゃんってば」


    　舞が結にカメラを向けつつ感心のため息を漏もらした。


    「人が普段どれだけモテについて研究してると思ってるのよ」


    　ほんわかした微ほほ笑えみを浮かべているひとみからは、清潔なシャンプーの匂いがふわりと香る。


    　──なんだかわからないけれども、女として完璧に可愛かわいいかも。


    　結が呼んだ非モテ同盟の秘密兵器……哲てつ太たのクラスメイトだという桜さくら井いひとみの女ヂカラの高さに驚きながら、潤菜はその手によってなされた結の変貌を逐一確かめていく。


    　昨晩まではチョココロネのようにぐるぐるにカールしていた髪が、さらさらのストレートに伸ばされて、限りなく色素の抜けた金色の髪は、ほどよい茶色に染め戻されている。


    　コットン素材のふんわりした白いワンピースにベージュのサンダル。


    　指先は桜貝のような淡い桃色に塗られ、いつもの血色の悪い仮面的な化粧ではなく、茶色いアイシャドウに肌なじみのいいベージュピンクのリップといったナチュラルメイクを施ほどこされた結ゆいは、うっすら面影さえあるものの、まるで別人にしか見えない。


    「これで、街に出たら話しかけてくるのは、今までみたいなキャバクラや風俗のキャッチじゃないですよー。サラリーマンとか大学生とかのカタギにナンパされちゃうですよー」


    　楓かえでは興奮ぎみに頰ほおを紅潮させている。


    「カタギって何よ。あたしだって、今までカタギにナンパされたことくらい……あれ、無いかも？」


    　結が口ごもった。


    「大丈夫です。わたしは手相を見せてくださいの人と募金の人くらいにしかないですから」


    　潤じゆん菜なが胸を張ると、


    「それはナンパじゃないから」


    　結が突っ込んだ。


    　と、ひとみが口を挟んだ。


    「ちょっとまって。ナンパされても、まずは断らないとダメだよ」


    「ええっ、なんで、もったいない！」


    　一度もナンパなどされたことのない潤菜がぐいと食いつくと、ひとみが首を横に振った。


    「それがダメなの。結さんもそちらの潤菜さんも、まるで、男を見る目が肥えてないでしょ。声かけられても、貧乏人じゃついていくメリットがないし、かといって、お金持ちでも、こっちが上う手まくお金を引き出すテクニックを持っていなければ、絵に描いた餅もちですよ。


    　わたしの改造で、ナンパなんていくらでもされるようになりますよ。でも、しばらくは男子を見る目を肥やすことだけに集中して、いい男と悪い男を見分けられるようになってください」


    「いい男と悪い男って？　あたしの中では男は受けと攻めの２種類しかないんだけど」


    「結さん、あのね。いい男っていうのは、思い通りになる男。悪い男っていうのは、思い通りにならない男のことですよ。簡単でしょ」


    「すっごい難しいっていうか、わたしたちは恋がしたいんですけど……」


    　潤菜が言うと、


    「なーに、言ってるんですか。恋なんてしたら負けです。恋はさせるものですよー」


    　ひとみは、愛くるしい笑えみを浮かべふふふと笑う。


    「ああっ、そうだ、ちょっと哲てつ太たお兄ちゃんも連れてくるですっ。男目線からもちぇきちぇきですよー」


    　楓が、興奮して頰を上気させながら、部屋を出ていった。


    「じゃあ、どうやって男をコントロールするか、お手本にやって見せますね」


    　ひとみが言い終わるが早いか、哲太を連れ、楓が戻ってきた。


    「ええっ、な、なんで桜さくら井いさんが家うちにっ」


    　ひとみの姿を見るなり、哲てつ太たは情けない声をあげ、二、三歩後ずさる。


    「そんなに驚かなくてもいいと思うよ」


    　可愛かわいらしく首を傾かしげるひとみに、哲太は、


    「騙だまされちゃダメだ、騙されちゃダメだ、騙されちゃダメだ、騙されちゃダメだ」


    　とまるで呪文のようにぶつぶつと呟つぶやいている有様だ。


    　──完全に警戒されているみたいですが、これでコントロールなんてできるのでしょうか。


    　潤じゆん菜なは息を呑のんでひとみの一挙一動を見つめている。


    「大おう城じようくん、もしかして、わたしがいたら迷惑？」


    　警戒している哲太に向けて、ひとみは悲しそうに俯うつむく。


    「いや、そんなことは……」


    　動揺する哲太。


    「大城くん、わたしのこと、誤解しちゃったのかな。わたし、大城くんのこと……きゃあっ」


    　と、ひとみは突然哲太の元へと駆け寄ると、ぎゅっと腕にしがみついた。


    「なっ？　桜さくら井いさん、ど、どうしたの」


    「なんか、そこに虫がいて……」


    「む、虫？」


    　哲太がひとみの指差した先の床を確認して首を傾げる。


    「別にいないみたいだけど？」


    「ええっ、本当に？……ごめんなさい、わたし、虫がすごく苦手で」


    　ひとみは、哲太から離れるとニコリと笑う。


    「でも、この家には大城くんがいるから安心だね。虫が出ても、怖くないもんね」


    「えへへー、そうかなぁ」


    　にやけている哲太を見て、ひとみは急に顔を素に戻すと、結ゆいと潤菜に向かって言う。


    「ほら、男って馬ば鹿かでしょう。ちょっとおだてればこれですよ。こんな感じに操るんです。わかりました？」


    「えええええっ、今のは演技っ？　……また騙された」


    　がくりと肩を落として嘆く哲太の横で、


    「……ホントに嫌な女ね、このコ」


    　結がぼそりと呟いた。


    「ってその声は……あの、ひょっとしてあなたは……ま、まさか……」


    別人のように変貌を遂げたその姿を見て、哲太はすとんと床に尻しり餅もちをついて後ずさる。　


    「えへへ、変かな？」


    両手を背中で組み、ひとみの口調を真ま似ねて首を傾げる結に、哲太がぽっと赤面する。


    「はううぅ……噓だっ、可愛すぎる……結の身にいったい何が？」


    「うふふー、変身よメタモルフォーゼよテクマクマヤコンよ!!　女は魔物ってことよー、哲てつ太た、いい加減学びなさいーっ」


    「サギだ！　化けるにもほどがある!!」


    　哲太はぶるぶると震え、狼ろう狽ばいしている。


    「さーて、結ゆいさんが大変身を遂げたところで、次は潤じゆん菜なさんの番ですね。これは結さんとは別の意味でカスタムのしがいがありそうですねー」


    　ひとみが潤菜のほうにくるりと向き直った。


    「な、なんか照れくさいんですけど……」


    「潤菜さんもそのダッサい格好を改めれば、すぐにモテモテになりますよ」


    「ううっ、ひとみちゃんにもダッサいって言われた……」


    　ショックを受けている潤菜の手を、楓かえでがまるで勇気づけるかのように、ぎゅっと握り締める。


    「楓はですね、潤菜お姉さまにはぜひ着ていただきたいお洋服があるんですー」


    「ええっ」


    「とにかくこちらへ」


    　潤菜は、楓とひとみに連れられて、楽屋と化している結の部屋へと向かった。


    



    「って、これ、ちょっと派手すぎやしないでしょうか」


    　楓セレクトの、体にぴったりとくっつくタイトなシルエットのワンピースにガーターストッキングを履かされた潤菜は、胸元と太ももとを隠そうと、身を包んでいる少なすぎる布ぬの地じを必死に伸ばしている。


    「ねぇ、ひとみちゃん、明らかにおかしくないですか、コレ」


    「うーん。まぁ……でもあれですよね。潤菜さんは、ファッションうんぬんよりも、自分に自信と度胸をつけるというか。そっちが大事だと思うので、そういう意味ではいいかもしれないですね」


    　そう言いながらも、ひとみが若干笑いをかみ殺しているのが気になる。


    「さて、じゃあ、みんなに見せに行きましょう」


    　楓に背中を押され、潤菜はみなが待つリビングルームへとしぶしぶ戻った。


    「うはー、結さんと交代で潤菜さんがギャル化ですかー。いや、ギャルというよりはビッチというべきでありますか」


    　潤菜の姿を見た舞まいは驚きを隠せない表情をしている。


    「や、やっぱりヘンよね」


    「うーん、ヘンというか、ちょっと露出が多い気もしますが、潤菜さんスタイルがいいので、それはそれで似合ってはおります。ねぇ、大おう城じようくん、そうは思いませぬか」


    「そっすねー。俺の好き系の格好とは違うけど、男の目は惹ひくと思いますねー」


    　哲てつ太たは、目を泳がせながら言う。


    　その哲太の様子を見て、潤じゆん菜なの中で、何かがむくり、と鎌かま首くびをもたげた。


    　心の奥底から悦よろこびが湧わき上がってくる歓喜というのだろうか。


    　──この快感は……。見られるって気持ちいいかも。ああっ、もっと見て……わたしに欲情して……って、いけない、また妄想が暴走しちゃう！


    　すぐに我に返った潤菜は、ぶるんぶるんと首を横に振った。


    「もうちょっと可愛かわいらしい服でお願いしますっ」


    



    「ええっ、コ、コレ？」


    「ですよですよー。かなり可愛い系だと思いますー」


    　楓かえでは自信たっぷりで言うと、潤菜にその洋服を渡して、部屋を出ていってしまった。


    「確かに可愛いけど……どうなのかしら、コレ」


    　胸元にリボンのついたトップスは、胸の下までのショート丈で、ゴムでギャザーが寄せてある。袖そではパフスリーブで、スカートにはフリルのついたエプロン。


    　ひとことで言えばメイド服だが、それにしては露出度の高いコスプレ風だ。


    　──でも、本音を言うと、ちょっと着てみたい。やっぱり女のコ、フリルだとかリボンだとか、密ひそかに憧あこがれが……。


    「こうなったらなんでもあり、よね。こういう機会でもないと着れないし」


    　潤菜は思い切って袖に腕を通した。


    「……ちょっといいかも」


    　短くてふわふわとしたスカートと、ニーハイソックスとの間の太ももが、エロ可愛らしい感じだ。


    「みんなに見て貰もらっちゃおう～」


    　潤菜は、髪の毛にヘッドドレスをつけると、再び皆の待つリビングへと向かう。


    「うおっ、な、なんすか、その格好は」


    　潤菜の姿を見た哲太は、再び目を皿のようにまんまるにして驚きの声を上げた。


    　ああ、快感。


    　コスプレをする人の気持ちがほんの少しわかったような気がしながらも潤菜はポーズを取る。


    「モテ系ファッションうんぬんではなく、コスプレ大会ですねー」


    　舞まいが、一眼レフカメラを潤菜に向ける。


    



    「さーて、そろそろ佳境ということで、潤菜お姉さまには、楓のとっておきのアレを着て貰いたいと思いますー」


    「もう、なんだって着ちゃうんだからー」


    　潤じゆん菜なは楓かえでから次の衣装を受け取ると、スキップをしながら結ゆいの部屋へと向かう。


    　しかし……次のコスはさすがに想像外だった。


    　──一応、着てみたものの……さすがにコレは無理です。


    　楓のものなのかサイズが小さく、ただでさえ薄い生地が伸びて、パッドが入っていないせいで、ぎゅうっと押さえつけられた両胸のポッチが透けて形がくっきり浮いてしまう。だいたい、20歳を超えてスクール水着だなんて、倒とう錯さくにもほどがある……。


    「ああっ、でも、妙にエロい」


    　潤菜は鏡に映った自分の破は廉れん恥ちな姿に思わず呟つぶやいた。


    　ムチムチの体を包むタイトでストイックなシルエット。ああっ食い込んでるし、これをみんなに見られてしまったら……じゅんっ。


    　熱い液体が溢あふれ出て……ああっ、汚してしまう。


    　潤菜は急いで水着を脱ごうとしたが、なにぶんサイズが小さいため、なかなか脱ぐことができない。


    「潤菜お姉さまー、いかがですかー」


    　ドアがノックされ、楓が外から声をかけてきた。


    「今入っちゃだめーっ」
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    　──しっかりと汚してしまった水着の始末、どうしましょう。ああ、困りました。

  


  
    ８　変わる女─椎名しいな潤菜じゅんなの共闘─


    



    「教師のくせに、こんなエロいパンツ穿はいてるんだ」


    　赤いレースのパンティーから透すけて見える黒々とした陰毛を、舐なめるような視線を絡ませて男が言いました。


    「イヤッ」


    　慌てて手で覆おおい隠そうとしたわたしに、


    「抵抗しても無駄」と、手錠の真ん中の鎖を摑つかみ上げます。


    　一緒にわたしの腕も引っ張られ、無防備に脇わきが丸出しになりました。まさにお手上げのポーズで、わたしは不安に耐えます。


    　出会い系で、今日、初めて会ったばかりの男とホテルに来るだなんて。


    　しかも、いくら酔った勢いとはいえ、手錠を使うことを許してしまうなんてあまりに軽率でした。


    　──じゅん。


    　……ってなぜかしません。


    　──このところ、なんだかわたし、ヘンなんです。


    　大おう城じよう家に家庭教師に入ってからと言ったほうがいいでしょうか。


    　エッチなことへの興味はそのまんま、もちろんいまだに興きよう味み津しん々しんなのですが。


    　体験談を読むくらいでは、汗的なものをかかない体になったようです。


    　紫ゆかりさんのナマＳＭや、擬ぎ似じレズビアンプレイのような楓かえでちゃんの悪いた戯ずらや、プチ露出的なファッションショー。どれもこれも刺激が強かったせいでしょうか。


    　そして、刺激の次には、さらに強い刺激を求めてしまっている自分もいます。読むだけじゃなくてもっと……。


    「うーん。暇ひまですーっ」


    　今日は日曜日のため、家庭教師のアルバイトは休みだ。


    　せっかくの休日、ひとみにカスタマイズされたモテ系メタモルフォーゼの威力を確かめるために、結ゆいとナンパされに出かけようと思ったものの、結はお目当てのリョウくんに会いに行くという。


    　──こんな天気のいい日に、ひとりで……するのもむなしいしなぁ。


    　窓から覗のぞく夏の空は、今日も目に痛いほどに青い。


    　今いま頃ごろリョウくんと楽しいひと時を過ごしているであろう結を思い浮かべ、羨うらやましさにため息をつきながら潤じゆん菜なは思う。


    　──わたしにも彼氏がいたらいいのに。でも出会いがないし。いやいや、家の中で携帯のエロサイトを見ているのがいけないんです。


    「よし。出かけますか」


    　潤菜はがばっと体を起こすと、メイクをするために鏡へと向かった。


    



    　どこに行こうかと悩んだ末、行き先は池いけ袋ぶくろと決めた。


    　渋しぶ谷やは若者が怖いし新しん宿じゆくはチンピラが怖い。それに比べて池袋は、そこはかとなく漂っている地方都市的な雰囲気が落ち着く。


    　山やま手のて線に乗り、池袋駅東口に降り立つと、サンシャイン方面に向かい足を進める。


    　人の波に乗って歩いていると、見覚えのある男と女のふたり組が電信柱の陰に隠れているのに気がついた。


    　──いったい何をしているのかしら。


    　潤菜はそろそろと近寄ると、白いＴシャツの肩を指先でつつく。驚いたのか体をびくっとさせながら哲てつ太たが振り向いた。


    「おわっ、先生っ」


    「しーっ、しーっ、声を潜ひそめるであります。潤じゆん菜なさんも隠れてっ」


    　慌てふためいた様子の舞まいに頭を押さえつけられて、無理やりにしゃがみこまされた。


    「ふたりしてどうしたの？　デート？」


    「デートしているように見えますか」


    　憮ぶ然ぜんとした表情で舞が言う。


    　たしかに、カーキ色の軍パンに、ポケットのたくさんついたベストを羽は織おった黒いＴシャツ姿は、デートには似つかわしいくない服装に見える。


    「では日曜日の池いけ袋ぶくろでいった何を」


    「尾行です」


    　哲てつ太たくんが小声で囁ささやいた。


    「尾行？」


    「そうです、アレ」


    　舞ちゃんが指差した先を見ると、そこには結ゆいの姿があった。


    　白地に水色ボーダーのパフスリーブのワンピースに、髪をゆる巻き。いかにもデートへ向かう女子大生のような格好だ。


    「おお～、上手にモテ系に化けてますね」


    　潤菜が感心のため息をついた。


    「尾行するには、いつもの格好のほうが、目立って見失いにくいのでありますが」


    　舞は結から視線を外さずに言う。


    「それにしても尾行だなんて、ちょっと趣味が悪いんじゃない？」


    　潤菜は呆あきれて首をすくめる。


    「趣味ではないのです、ジャーナリストとしての使命です」


    　舞がきっぱりと言い放つ。


    「ちなみに舞の学校でのあだ名はパパラッチです」


    　哲太がフォローともつかないフォローを入れた。


    「それにしたって悪趣味よ」


    「違うんです。どうもですね、結さんの憧あこがれの君の働いているカフェ、怪しいのであります。何人か女の子が酷ひどい目に遭わされたという話も」


    「酷い目って？」


    　潤菜が思わず叫び声を上げると、慌てて舞が口をふさいだ。


    「しーっ、です、しーっ。結さんに気がつかれないように」


    　いつの間にかサンシャイン通りのドンつきまで来ていた。結は尾行に気づく様子もなく、突き当たりの大通りを渡らずに左へと曲がった。


    「うぬー、やはりご主人様カフェのあるビルへと入っていきましたな」


    「舞まいちゃんと哲てつ太たくんは入らないの？」


    「大おう城じようくんは男子なので、入れないでありますー。舞は、この格好では店内で目立ってしまい、すぐに結ゆいさんにバレてしまう可能性が……」


    「舞ちゃん、今度から尾行のときは一般人に溶け込める普通の格好をしたら？」


    　潤じゆん菜なは呆あきれる。


    「コンクリートジャングルを丸腰で歩くなど危険なことはできませぬ」


    「普通の人は丸腰よ？　それなら、わたしが店内の様子を見て来ましょうか」


    「おおっ。お願いできるでありますかっ」


    　舞がぱあっと笑顔になった。


    「ええ、いいわよ。結さんの憧れの彼にも興味があるし、それに……お店もどんなのか気になるし」


    　潤菜はにこりと微ほほ笑えむと、結の消えていったビルに向かい、足を踏み出した。


    



    　ご主人様喫茶『Ｂｅ Ｙｏｕｒ Ｄｏｇ』の店内は、７割方が埋まっていた。


    　──それにしても、店に入ったのは大失敗です。まさか店員のすべてがイケメンだなんて。


    　潤菜は、メニューで顔を隠すようにしてきょろきょろと店内を見回した。


    　内装は普通のカフェのようだが、床に正座をしていたり、首輪をつけて店内を徘はい徊かいさせられていたりと、すごいサービスの店だ。


    　──それにしても、あのＳっぽい結さんがよくもこういう店で働く男性を好きになったものです。


    　潤菜は、座ったまま背筋を伸ばして結の姿を捜す。


    　壁際のソファーに顔を赤くして男性と話している結の横顔があった。


    　──へー、あれが結さんの憧れの君かぁ。


    　手前に置かれたオブジェの鎧よろいが邪魔をしてよく見えないが背の高いイケメンのようだ。


    　潤菜は体をずらすと目を凝こらして男の顔を確認する。


    　──ええっ!!


    　目を疑い、ごしごしと手で擦こするともう一度、眼鏡をかけなおして確認する。


    　──アイツ……まさか、滑なめり川かわ亮りよう……。


    　忘れたくても忘れられないあの顔……。


    　潤菜は激しく動どう悸きする心臓を宥なだめながら突然沸き起こった吐き気を必死に堪こらえ席を立った。


    



    「あーっ、慣れないことはするもんじゃないわねー。乙女モードとか、最っ悪に疲れるわー」


    　結は、ドタドタと大げさな足音を立てて、部屋に入ってくるなりぼすんとくずかごを蹴け飛とばした。


    「結ゆい、ただいまの挨あい拶さつをなさい」


    　紫ゆかりが諌いさめたが、結の機嫌は相当に悪いようで、聞く耳ももたずにダイニングテーブルへと腰をおろした。


    「豚さん、お腹なかすいたー。今日のご飯なに？」


    「ぶぅぶぅ」


    「ぶぅぶぅじゃわかんないわよ、何？」


    　結に絡まれて、豚さんは困ったような目つきで紫に助けを求める。


    「今日はエビフライですけど、結さんの分はありませんよ」


    　代わりに紫が答えると、結は不満げに口を尖とがらせると、ブーイングを鳴らす。


    「えーっ、なんでないわけ？　超使えない豚ー」


    　結は豚さんをこつん、と爪つま先さきで蹴け飛とばす。


    「晩御飯は食べてくるから、必要ないって言ってたじゃないですか」


    「あの、ごめんなさい、突然お邪魔しちゃったわたしのせいです」


    　潤じゆん菜なは箸はしを置くと、結に向って、ぺこりと頭を下げた。


    「別に潤菜のせいじゃないわよ。バカ豚の計算が甘いだけだから気にしないで」


    　結は、つんけんとした口調のまま、豚さんの首根っこを摑つかむと、そのまま腕を回してヘッドロックをかけた。


    「ぶ、ぶひーっ」


    　豚さんが苦しげな悲鳴を漏もらした。


    「こら、結っ。八つ当たりはやめなさい」


    「八つ当たりじゃないわよ。最近豚と遊んであげてないなーって思って、構ってあげてるだけよ」


    　紫の叱しつ責せきを無視して、結は、今度は豚さんを正面から持ち上げると、そのまま後頭部から床へと叩たたきつける。


    「おおっ、パワーボムッ」


    　哲てつ太たが突っ込むと、結はそのまま流れるような動きで、エビ固めでフォールする。


    「どうよ、え？　あんたはこっちのエビがお似合いよっ」


    　と叫んだかと思うと、そのまま床へと倒し、手足を摑つかんだまま、背後に一気にひっくり返った。空中で反そり返った体勢の豚さんは苦く悶もんの表情を浮かべている。


    「おうっ、ア、アルゼンチンバックブリーカー？」


    　結はそのまま豚さんを頭上で旋回させたかと思うと、そのまま床へと投げつける。


    「うひぃ。ヘ、ヘラクレスカッター……酷ひどい」


    　ぐったりと倒れ込んでいる豚さんに冷たい視線を投げかけると、結は食卓について、豚さんの分のエビフライを指でつまんで口へと放り込んだ。


    「だってさー、せっかくのデートだったのに、途中で編集に呼ばれて台無しよ？　原稿が届いてないとか言ってさ。で、仕方なく解散して家に戻る途中に、勘違いでしただなんて、なめてるとしか思えないでしょ」


    　潤じゆん菜なと哲てつ太たはこっそりと視線を絡め合った。


    　あの男……リョウと引き離すために、潤菜と哲太と舞まいの３人で画策し、結ゆいの担当編集者に頼み込んで、結を至急、呼び戻す用事を作ってもらったのだ。


    「あー、それにしても、疲れたぁ。外はクソ暑いのに袖そでがあるワンピ着たり、日焼け気にしたりとか。このモテ系ってヤツはすっごいストレス溜たまるわねー。体動かしてちょっとすっきりしたわ」


    　結が不機嫌なのは、デートを中断することになったせいだけではなく、普段と違う格好がすでにストレスなようだ。


    　なるほど。たしかに潤菜にしてみても普段のスニーカーに比べれば、足は痛いし、毎日足だの手だの脇わきだのの毛を脱毛しないといけないところも、わずらわしくはある。


    　しかし、それを補ってなお、良かったことのほうが多い。


    　今まで男性が苦手だったのは、むろん、あの男の与えたトラウマのせいもあるが、それ以上に、自分がどう見られているか気になって仕方なかったのだ。


    　ひとみに変身させてもらい、そして自信が持てた今、前ほどは物もの怖おじせずに男性と対たい峙じできるようになった。


    　といっても、コンビニの若い店員に緊張しなくなっただとか、電車で隣に若い男性が座っても、席を立たずにそのまま座っていられるようになった、それくらいのことだけれども、それだって潤菜にとっては十分な成長だ。


    　これも、もともとは結とともに脱非モテ同盟を組んだお陰で、潤菜ひとりの力では、いくらがんばっても、ここまで急には克服できなかったに違いない。


    　だから、結には感謝していて、ぜひ、幸せになってもらいたい。


    　──そのためには、あの男……リョウの魔の手に落ちることをなんとしてでも阻止しなければなりません。


    　潤菜は結を見つめながら堅く決心をする。


    「あの、結さん。お話があるんですが……」


    「ええっ、何よ」


    「あの、リョウという男のことで」


    「リョウくんがどうかした？」


    「あの男……ロクな男じゃないと思うんです」


    「は？　何言ってんのよ。潤菜。なにを根拠にそういうことを言うわけ」


    　──根拠ならあります。だって小学校の時に昇り棒で脅された張本人なのですから。


    　けれどもさすがにそれは言えません。せっかく、これからふたりで彼氏を作るという脱非モテ同盟を組んだわたしたちの希望を、あの男ひとりに砕くだかれるなんて。


    　言葉に詰まった潤じゆん菜なを見かねたのか、哲てつ太たが助け舟を出した。


    「俺もやめておいたほうがいいと思うなー」


    「なによ哲太、あんたなんてリョウくんのこと、知りもしないくせに」


    「いやカンっていうか」


    「あんた馬ば鹿か？　カンとか意味わかんないこと言ってるんじゃないわよ」


    「いや、だって一ひと目め惚ぼれだろ？　恋というのは、もうちょっと理解してからするものかと」


    「理解なんてしてるわよ。彼はリョウくんなんだから」


    「いやいや、リョウくんと似てるかもしれないけど別人だし」


    「なんであたしの言うことにケチつけるかなー」


    「こら、あなたたち、晩御飯どきに喧けん嘩かはやめなさい」


    　紫ゆかりが声を荒らげた。


    「だって、哲太が悪いんじゃない」


    「結ゆいが能天気な分からず屋だからだろ」


    　激した哲太が叫んだ瞬間、右ひじが机の上の茶ちや碗わんにあたり、中身もろとも床へと落下した。フロアにごはん粒が散乱する。


    「……あなたたち、食べ物を床に落としたわね」


    　紫が低い声で呟つぶやく。その様子を見た楓かえでは顔面を蒼そう白はくにして、潤菜に耳打ちをした。


    「大変です、食べ物を粗末にするとママの鬼スイッチが入っちゃうんですー」


    「……お仕置きよ」


    　まるで雨雲が立ち込めるがごとく重苦しい雰囲気のさなか、紫は和服の袂たもとに手を差し込んだ。


    「ちょ、ママ……ごめんなさい、わざとじゃないの」


    　さっきまでの強がりはどこにいったのか結はまるでか弱い羊のように震えている。


    「ああっ、ボールギャグだけはお許しをっ、ほら、豚さんの作ってくれた美お味いしいご飯が食べれないじゃないですかっ」


    「これなら大丈夫、食事はできますわ」


    　紫が突き出したのは、単語帳を止めるような輪の両端に黒い革のベルトがついている代物だった。


    「ボールギャグならぬリングギャグですねー。なるほどー。これなら口は開けっ放しでも舌は自由になるのでご飯が食べられますね。すごいなぁ、ＳＭの道具も時代とともに進化してるということですねー」


    　楓が感心の声を漏もらした。


    「さぁ、おふたりとも、お口をあけなさい」


    　紫ゆかりの目がきらりと光ったかと思うと、ふたりに襲い掛かる。ものの５秒もしないうちに、ふたりの口に輪がはめられローマ字のＯの形にぽかりと開けっ放しになっている。


    　──やっぱり躾しつけもＳＭ方式なんですか、紫さん。


    　リングギャグをされているわけでもない潤じゆん菜なも、思わず口をぽかんと開けてしまった。


    



    　お仕置きでさらに機嫌を悪くした結ゆいが、自室へと引き上げたのを確認した潤菜は、リビングルームでゲームに夢中になっている楓かえでと哲てつ太たとに断りを入れると、紫の部屋へと向かった。


    　襖ふすまをこつんと手の甲で叩たたき、小声で囁ささやく。


    「紫さん。潤菜です。ちょっとお話があるんですけど」


    「はーい、どうぞ。いまちょっと手が離せないので、中へいらしてください」


    「お邪魔します」


    　襖を開けると、ぺこりと頭を下げて部屋に入る。


    「あれ、お風ふ呂ろ上がりでした？」


    　紫の手にはドライヤーが握られていた。


    　しかし、髪は濡れている様子はない。


    　──とすると、プレイ中とかですか。


    　けれども部屋には豚さんの姿はない。


    　代わりに紫の膝ひざの上には、赤い染みがポツポツと浮き出た布が敷かれている。


    　潤菜の訝いぶかしげな視線に気がついた紫が、穏やかな笑えみを浮かべて布を指差した。


    「蠟ろう燭そくのついてしまったシャツの後始末をしてましたのよ」


    「後始末……ですか。ドライヤーで？」


    「そう、蠟燭というのはですね、熱で溶けて蒸発するわけです。そうでなければ、ずっと蠟燭は減らないことになるでしょう？　けれども、蒸発し切れなかった分が洋服に垂れると、このように染みになるんですね。これを取るには……ホラ」


    　紫がドライヤーの温風を当てた。すると、みるみるうちに染みは小さくなり、最後はかすかなジュッという音を残して、跡形もなく消えてしまった。


    「うわー、すごいですね。ぜんぜん知りませんでした」


    「……人の心の染みなんていうのも、きっと、こういうものですよ。周りの人の温かさでいつの間にか溶けてじゅっと消えてしまう……けれど、自分では染みが消えていることに気がついていないことも多いものです。だって、染みが消える瞬間の音は本当に小さな蒸発音だけですから。ねぇ、潤菜さん。そういうときはどうすればいいと思いますか」


    「……わたしには、わかりません」


    「こうやって、過去の自分と今の自分を見つめ直して、落ちていることをちゃんと認識すればいいんです。ねぇ、潤菜さん」


    　紫ゆかりは、まるで温かく包み込むような笑えみを浮かべている。


    　その温かさに誘い込まれるように、潤じゆん菜なはふらふらと紫のそばへ近寄ると、あの男と、昇り棒の思い出を話し始めた。

  


  
    ９　嵌はまる女─大城おうじょう結ゆいの失敗─


    



    　結は、深く息を吸うと『Ｂｅ Ｙｏｕｒ Ｄｏｇ』の扉を開けた。


    「いらっしゃい、待ってたよ」


    　すらりとした肢体を店の制服に包み、片手に乗馬鞭むちを持ったリョウが、にこやかな笑えみを浮かべて迎え入れる。


    「あの、これ、たいしたものじゃないんだけど……一応手作りなんだ」


    　結はひとみから習ったレシピで作ったシュークリームをリョウに手渡した。


    「ありがとう。いただくよ。あ、何か飲み物を用意しようか」


    「……うん」


    　店の中に入るようにリョウに促うながされ、結は落ち着かない様子で辺りをきょろきょろと見回しながら、近くにあったソファーへと腰掛けた。


    　天井のシャンデリアは消され、大理石でできた暖炉の上の燭しよく台だいの蠟ろう燭そくの灯あかりだけが、薄ぼんやりとした光を放って店内を照らしている。前に舞まいやラブちゃんたちと来たときと比べ、店内は薄暗くそこはかとなく不気味な雰囲気だ。


    「ほかの従業員の人たちは？」


    「ああ、今日はもう帰した」


    　──ということはお店でふたりきり。


    　緊張と、これから起きることへの不安とで心臓をばくばくとさせている結ゆいに、飲み物をキッチンから運んできたリョウが舐なめるような視線を向ける。


    「この店、どうかな」


    「とっても素敵なお店だと思う」


    「ボクがアイディアを出して作った店だから、そう言ってもらえると嬉うれしいよ」


    「ええっ、そうなの？」


    　リョウが、オレンジ色の液体が満たされたグラスを手渡す。


    「父親がオーナーなんだけど、コンセプトやなんかを決めたのはボク。ちなみにメニューもね。でもこれは、メニューにないヤツ。ボクの特製カクテルなんだけど、一般のお客さんには出さないんだ。オレンジジュースとクランベリージュース、それにボクの愛がブレンドされてるから、一気に飲んで」


    「……愛」


    　結はドキドキと高鳴る心臓の鼓こ動どうを抑えるように、グラスに口をつけると一気に飲み干した。


    



    　その頃、大おう城じよう家では、潤じゆん菜なが哲てつ太たと楓かえでとに、ふたりまとめて英語を教えている最中だった。


    「じゃあ、この例文を訳してちょうだい」


    　それぞれに課題を与えようとしていたところ、玄関のドアが開く音に続いて廊ろう下かをドタドタドタという足音が聞こえたかと思うと、ポニーテールを揺らしながら舞まいが駆け込んできた。


    「ちょっとちょっとちょっとー、大変でありますよー」


    　舞は、リビングルームのソファーにいる潤菜たちの姿を認めると、息を切らしながら、まっすぐに向かってきた。


    「どうしたの、舞ちゃん」


    「大変でありますよ、あの、リョウ。ぬめぬめの……」


    「ああ、滑なめり川かわ亮りよう？　何かあいつの情報がわかったの」


    　潤菜は身を乗り出すと、舞に摑つかみかからんばかりの勢いで問いかける。


    「情報も何も、被害者のコメントが取れたでありますー。実は、結さんとラブちゃんと初めて行ったときからきな臭いものを感じて、リョウの件とは別に、舞は、あの店のことを調べていたでありますー。それゆえ、すぐに被害者とのラインがつながったと言いますか」


    「あーっ、もう舞、前置きはいいから、ずばっとダイレクトに」


    　苛いらついた口調で哲てつ太たが続きを急せかした。


    「ようするに、真ま崎さき亮りようこと滑なめり川かわ亮は、気に入った女のコがいると、閉店後に店に呼びつけて薬を盛ってやりたい放題……ということでありますな」


    「なるほどー悪い男だなー……って結ゆいがヤバいじゃねーか」


    「ときに、結さんは、いまどこにいるでありますか」


    「……結お姉ちゃん、さっき、デートだってつい１時間くらい前に出かけたところで……しかも閉店後のお店に行くとか……」


    　楓かえでは興奮で顔を真っ赤にしている。


    「や、ヤバい、どうしようっ」


    　哲太が顔面を蒼そう白はくにして呟つぶやいた。


    「１時間前……となると現場に急行すればまだ間に合うかもであります」


    「すぐに家を出ましょう。そのお店って池いけ袋ぶくろよね。タクシーがすぐに捕まりさえすれば30分もかからないで到着できるはず」


    　と、潤じゆん菜なの元へ、部屋の隅から肌色の塊かたまりが素早く駆け寄ってきた。


    「ぶ、豚さん？」


    「ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶっ」


    　豚さんは張り詰めた表情でぷるぷると震えながら、何かを必死に訴えている。


    　──緊急事態なんだからしゃべったらいいと思うのですが。


    　若干の苛いら立だちを隠せないでいる潤菜に、豚さんの鳴き声をうんうんと頷うなずきながら聞いていた楓が言った。


    「車をマンションの駐車場に待たせてるから、それを使えとのことですー」


    「……楓ちゃん、豚さんの言ってることわかるの？」


    「まぁ、ニュアンスだけですけどー」


    　豚さんは、急せかすかのように、潤菜の背中に頭をごつごつとぶつけ始めた。


    　──そうです。豚さんが動物か人間かで混乱している場合ではありません。急がなくては。


    　潤菜は顔を上げるとキッと宙を睨にらみつけて言った。


    「紫ゆかりさんも呼んで……とにかく皆で１階へ急ぎましょう」


    



    　潤菜、哲太、楓、紫、舞まい、そして紫の部屋に遊びにきていたラブちゃんに豚さんとで、慌てふためきながらも、マンションのエントランスまで降りると、そこにはすでに黒塗りのリムジンが横付けされていた。


    「豚さんの車って……まさかこれ？」


    　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす潤菜たちの前で車のウインドウが音もなく開いたかと思うと、中からまるで能面のように無表情な運転手が顔を覗のぞかせた。


    「武ぶ太た理事長、こちらの皆さんを池いけ袋ぶくろまでお送りすればよいので……」


    　運転手は丁てい寧ねいな口調で行き先の確認をしようとして、上半身裸で下半身はぴちぴちのエナメルパンツに身を包んだ豚さんの姿を見て、途中でうっと言葉に詰まった。


    　しかし豚さんは、


    「ああ、狐きつね山やまくん、安全運転かつ迅速に池袋まで皆を送り届けたまえ。ボクは、プールで涼んでいる途中だから、同行はしないが、よろしく頼むよ」


    　鷹おう揚ような様子で運転手に指示を与えている。　


    「豚さんがしゃべった？」


    　あんぐりと口を開けている潤じゆん菜なの横で、


    「つーかその格好でプールは無理があるだろ、夜だし」


    　哲てつ太たが呆あきれたように突っ込みを入れる。


    「……かしこまりました」


    　あくまでポーカーフェイスを保って頷うなずく運転手を横目に、慌てて一行は車内へと雪崩なだれ込む。全員が乗り込んだところで、車が走りだした。


    「……結ゆいさん、お願い、無事でいて」


    　──わたしが勇気を出して、もっときちんと結さんに警告をしておけば……。


    　そうすれば、危険にさらすこともなかったのに。


    　今更悔やんでも悔やみきれず、潤菜は下した唇くちびるを嚙かみ締め、外を流れてゆく景色を見つめる余裕もないまま、ひたすらに結の無事を願う。


    「このビルよっ」


    　屋上に、ふたりの男が仲むつまじく寄り添っているビルボードのあるビルを指差し、ラブちゃんと舞まいが声を合わせた。


    　寡か黙もくな運転手は、皆を乗せたリムジンを、まるで高級車らしからぬ動きでドリフトさせると、強引に歩道に横付けした。


    「運転手さん、ありがとうっ」


    　運転手に礼を言い、車の外へ出た。


    「お礼は武太社長へ。わたくしは社長の命令通りに皆さんを送り届けただけです」


    　運転手はドアを開けると、礼儀正しく車の横に立ち敬礼のポーズを取った。


    「ええっ!?」


    　上半身こそ、白いワイシャツに紺色のブレザー、白い手袋というだが、下半身は……エナメルのショートパンツ姿だ。


    　──この人もまた豚？　


    



    　最上階へたどり着くと、エレベーターホールの電気は消されていた。店へと続くドアは木製で、中を窺うかがうことはできない。


    「鍵かぎがかかっていますわね」


    　紫ゆかりがノブをがちゃがちゃと廻しながら困った表情を浮かべた。


    「こういうときこそ、あたしのこの美しい筋肉が活躍するのね」


    　ラブちゃんが腰を落として構えると、ドアに向かって体当たりした。


    　ドシン、と地響きのような低い音がした次の瞬間、重厚な素材でできているように見えた扉が、あっけなく破壊されていた。


    「……すごい」


    　感心している暇ひまもなく、壊れたドアの隙間から店内へと忍び込む。


    「結ゆいさんっ！　どこですかっ!!」


    　薄暗い店内を見回すと、一番奥のソファーから、結のものらしき叫び声が聞こえてきた。


    「あっちだわっ」


    　走り駆け寄ると、そこには、頭の上で手錠をかけられ、どっしりとしたテーブルの足につながれた結が、身を悶もだえさせて必死にリョウから逃のがれようとしているところだった。


    「このヘンタイ～っ、気持ち悪いのよ、離しなさいってばぁっ」


    　叫び罵ののしる結の左足は、足首をがっしりと摑つかまれ、リョウに弄もてあそばれている。一方、ロングブーツに包まれた右足は、ドライヤーの熱風を当てられていた。


    「うーん、親指と人差し指の間の芳かぐわしい香り……、ああ、ぷっくらとした小指も最高だ」


    「ちょっ、くすぐったいってば。やめてやめてやめて～っ」


    　リョウは、嫌がる結を気にすることなく、ちろちろと舌を伸ばして舐なめしゃぶっている。


    「さぁて、こっちの足もムレたかなぁ。うひひひひ」


    　リョウが結のブーツに手をかけた。


    「脱がせちゃイヤーっ」


    　叫ぶ結の淡いミントグリーンのスカートは乱れ、ド派手なショッキングピンクの紐ひもパンが丸出しになってはいるが、上半身の白いニットに乱れはない。


    「大丈夫か、結」


    　哲てつ太たが身を案じると結が涙交じりに叫ぶ。


    「大丈夫じゃないわよ、このヘンタイ男に小１時間、足を弄いじくられてるんだからっ」


    「あ、足だけを１時間……脚フェチ？」


    　楓かえでがあんぐりと口を開けて絶句する。


    「って、舞まい、被害っていうのも、脚を舐められただけ？」


    　哲太が舞に問う。


    「うぬー、実は暴行の具体的な内容は聞けずですな、ただ、ひどいことをされたと」


    「正直、微妙な被害よねー」


    　ラブちゃんが本音をちらりと漏もらした。


    「なに言ってるんですか。脚だろうと、暴行は暴行ですっ」


    　潤じゆん菜なが唇くちびるを嚙かみしめた。


    「はひはちキミたち、いっはひはんはいいったいなんだい、はわはひいな騒がしいな」


    　リョウが結ゆいの足の指５本すべてをすっぽりと頰ほお張ばりながら振り返った。


    「しゃべるときくらい舐なめるのをやめろ！　そして結を離せ、脚フェチ男。警察を呼ぶぞ」


    　拳を握り締める哲てつ太たを、リョウはふふんと鼻で笑い、壊れたドアにちらりと視線を遣やった後、結の足の甲に頰ずりしながら言う。


    「この店はボクの店、器物破損に不法侵入。警察を呼んで困るのはキミたちじゃないかな」


    「うるさいわよ、滑なめり川かわ亮りよう」


    「おや、ボクの本名を……キミは？」


    「まさか忘れたとは言わせないわよ」


    　リョウは潤菜の全身に視線を這はわせると、ミニ丈のティアードスカートから覗のぞく潤菜の脚を見てくくく、と顔を歪ゆがめて笑う。


    「その膝ひざ小僧の形は、ひょっとして潤菜か。ずいぶん久しぶり……10年ぶりかな。あの頃のボクは、いつも昇り棒を昇るキミの脚を見ていたよ。それにしても少し太ったんじゃないか。ふくらはぎは相変わらず、ちょうどいい肉づきだけど。太ももが少しムチムチしてしまったようだね。その代わりに、足首はくびれて、色っぽくはなったから差し引きゼロかなぁ」


    「何言ってるのよ、このヘンタイ男ッ！」


    　精一杯の怒りを込めて潤菜はリョウを睨にらみつける。


    「ヘンタイなのは、キミのほうだろう。小学生の頃から、アソコを昇り棒に擦こすりつけて気持ちよくなっているだなんて……スケベでヘンタイのキミなら、ボクの嗜し好こうを解わかってくれると思っていたのに、キミはちっとも振り向いてくれなかった……それにしても、相変わらず美お味いしそうな脚じゃないか。結の後は、キミの足を味わいたいところだな」


    　リョウがじっとりと舐めるような目つきで、潤菜の脚を見つめていう。


    　──怖い。


    　蛇へびのようなその目つきに、トラウマを思い起こされた潤菜は、その場にしゃがみ込み、うずくまった。


    　──怖い。怖い。怖い。怖い。怖い。


    　自分を守るかのように両腕を抱え込むと、蘇よみがえってくる過去を振り払うために必死に首を横に振る潤菜の肩が、柔らかく温かな何かに包まれた。


    　顔を上げると、目に入ったのは、キッと厳しい瞳ひとみでリョウを見据えている紫ゆかりの姿だった。


    「潤菜さん、大丈夫、こんな男を怖がることがありません。わたしたちがついています」


    「ゆ、紫さん」


    「はははっ、潤じゆん菜なのヘンタイ仲間かい」


    　リョウが鼻で笑った。潤菜の肩に置かれた紫ゆかりの手に力が入る。


    「しかし、これまた美熟女ですね。着物のせいで、脚が見れないのが残念だ。ところでマダム。旦那サンにはちゃんと相手してもらってますか？　うちの店はご主人様カフェ。営業中にいらっしゃっていただければ、アナタ好みのご主人様を見つけることもできるかと思いますよ」


    「……ご主人様ですって？」


    　紫の肩がぴくりと震える。


    　──蛇へびっ？


    　一瞬、紫の背後に、とぐろを巻いた蛇の姿が見えた気がして潤菜は目を擦こすった。


    「ええ、そうですよ。ご主人様ですよ。何ならボクがご主人様になって差し上げましょうか？　あまりババアは好みじゃないですが、あなたはお綺き麗れいなので、特別に、ボクの脚奴ど隷れいコレクションに加えてあげましょう」


    「……脚奴隷コレクション？」


    　──や、やっぱり蛇が。


    　紫の背後に蛇が現れ、リョウを威い嚇かくするかのように大きく口を開ける。真っ赤な咥こう内ないからまるで炎のような舌がチロチロと見え隠れした。


    　がしかし、どうやら見えているのは潤菜だけのようだ。


    「まぁ、正直、ボクはＳＭなんかには興味はないんですけどね。でも、ＳＭは、馬ば鹿かな女をコントロールするのには、この上なく便利なツールなんですよ。なんせあいつら、ご主人様に飢えていますからね。ボクが支配してあげるそぶりを見せるだけで、ケツを振って甘えてきやがる。脚だって、こんなところを舐なめられて恥ずかしいだろう？　とちょっと責めてやれば喜んで脚をつき出してきますからね。コントロールなんてまったく簡単にできるもんですよ」


    「……貴方あなた、何もわかっていないわ。サンのＳにムーンのＭ。ＭはＳの光を受けて光り輝くもの。貴方はＭに光を与えられていない。貴方みたいなＳが、Ｍをコントロールできるだなんて、思い上がりもいいところ……わたくしが本当のＳＭを教えて差し上げますっ」


    　紫の咆ほう哮こうとともに、着物の袂たもとから長い長い一本鞭むちが現れたかと思うと、空くうを切ってしなる。紫の鞭はまるで手品のように、リョウの乗馬鞭を絡め取ったかと思うと、勢いよく床へと叩たたき落した。


    「さすがはＳＭコンベンション・鞭捌さばきの部アジア代表！　この無駄のない動きは芸術よーッ」


    　ラブちゃんが感激でぴょんぴょんと飛び上がり手を叩いている。


    「へぇ、なかなかの使い手のようですね……けれど、本気で男のボクとやり合う気ですか。言っておくけど、手加減しませんよ。ボクはこう見えても、フェンシングの全国大会で準優勝したことのある腕の持ち主。間合いの取り方と瞬発性にかけては、負ける気がしませんね」


    　リョウが素早く前へと踏み込むと、床へと垂れ下がった紫ゆかりの鞭むちの先を摑つかんで、ぐいと引っ張り上げる。


    「ううっ」　


    　一瞬バランスを崩してよろけた紫が、すぐに体勢を立て直すと、今度は袂たもとからバラ鞭を取り出した。


    　空くうを裂さく音が響き、一本鞭を摑んでいるリョウの手の甲を素早く打ちつける。


    「うぐううっ」


    　リョウがひるんだその隙すきに、まるで真夏の夕立のような激しさで鞭が炸さく裂れつする。


    「ああっ、アレはあれは……伝説の格闘家に引退を覚悟させた百裂ムチ時雨しぐれッ！　潤じゆん菜なちゃん、あんた、18歳以上よね。今日はいいもの見れるわよー」


    「またもや18禁でありますか。ううーっ、今回は舞まいも見たいでありますー」


    「準成人になってからのお楽しみよー」


    「そんな殺生なっ……うぐっ」


    　舞はラブちゃんのたくましい腕で首を絞められ、瞬殺で落とされた。


    「うおっ、俺は、別に見たくないので、外に出てるっす」


    　落とされるのが嫌で、すごすごと店から退散しようとしている哲てつ太たの首ねっこをラブちゃんが摑んだ。


    「ダーメダーメ。家庭内の性教育よ！　あんたはしっかり見てなさいっ」


    「ええっ、そんなぁ……」


    「なーんて偉そうなこと言ってるけど、実は紫さんのプレイを見てドッキドキしてる男子がいないとあたしがつまんないじゃないのー。たとえあんたでもいないよりマシーッてことなんだけどねーッ」


    「か、完全にラブちゃんの趣味だ……」


    　がっしりラブちゃんにホールドされた体勢で、哲太が力なく呟つぶやく。


    「さぁ、見なさい、紫女王さまの真夏の課外授業の始まりよー」


    　ラブちゃんが叫ぶと、まるでそれを合図にしたかのように、紫が着物の袂から、麻縄を取り出した。相当に使い込んでいるらしく、今までに縛られた数々の老ろう若にやく男なん女によの汗と涙と汁とを吸い、深みのある色に変色したそれが、しゅるる、と空くうを切り、８の字形に宙を舞った。


    「一時限目……緊きん縛ばく法ッ。まずは、手足首をがっちりと縛り付けて、相手の行動の自由を奪うわ。コツは骨に擦こすれないようにすること。けれど、今日はお仕置き縄。わざときつく縛りますわ……さぁ、この卑ひ怯きよう者。貴方のせいで心に傷を負った女の子たちの痛みを思い知るがいいっ」


    　あっという間に、右の手首と足首、そして左の手首と足首とがそれぞれきつく縛り上げられる。


    「ふ、ふざけるな、ボクを誰だと思ってるんだ」


    　両手足首の自由を奪われてなお、リョウは強がり叫んでいる。


    「うふふ、強がっていられるのも、今のうちだけ……ええ、わたくしが本日は正しい脚の愛めで方を教えて差し上げますっ。二時限目。正しい脚の愛で方ッ」


    　紫ゆかりは着物の裾すそを捲まくり上げ、草ぞう履りを脱ぎ捨てると、どこからか取り出したピンヒールに足を通すと、リョウのほうへと突き出した。


    　新雪のように白くむっちりとした太ももに、傷ひとつない膝ひざ小僧。形のよいふくらはぎの下、折れそうに華きや奢しやな足首を飾るのは、コリコリとした骨のでっぱり。


    「あ、足……脚……」


    　リョウの表情に瞬またたく間に恍こう惚こつが浮かんだ。


    「やだわー、こいつ、ほんとに脚フェチなのねー」


    　ラブちゃんが嬌きよう声せいをあげる。


    「坊や、足を舐なめちゃダメよ。ヒールだけを舐めなさい」


    　手も足も出ないリョウの目の前に、紫が形のいい脚を突き出す。


    「な、舐めるものか……いやっ、な、舐めてやるッ」


    　自みずからの性せい癖へきには逆らえず、リョウはごくりと喉のどを鳴らすと貪むさぼるようにヒールに口づける。


    「うわー、変態ですー」


    　楓かえでが驚きの声を上げた。


    「ああ、靴くつ、靴、靴。ヒール、ピンヒール、ソール、パンプスっ」


    　ぶつぶつと呟つぶやきながら、ぴちゃぴちゃと音を立てヒールを貪りしゃぶるリョウの舌先が、勢い余って足の甲まで伸びようとしたそのとき、紫がすかさず脚を引いた。


    「ヒールだけって言ったのに、その先まで舐めようとしたわね。悪い子だわ……お仕置きが必要ね」


    　次に紫が取り出したのは細長い楕だ円えん形に取っ手がついたような形のラケットだ。黒い革が全面に張られ、シルバーの鋲びようが等間隔で打たれている。


    「きゃあーんっ。アレはスパンキングラケット！　今日の紫さん、ずいぶんとハードなグッズを出すわねー。スパンキングラケットは中に芯が入ってるから、力加減を間違えるとマジで怪け我がしちゃうわー。……あらあらあら、よく見なさい。アレは普通のスパンキングラケットとはちょっと違うわ。靴の裏の形を模しているのよ！　まさに脚フェチ垂すい涎ぜんの一品……『ビシバシソール』。ということはまさか、あの技が見れるのねっ！」


    　紫はリョウの頰ほおを、ビシバシソールで数回軽く叩いた。


    「く、靴の裏……革の匂い……ああっ」


    　うっとりと目を細め恍惚の表情を浮かべているリョウの右頰に、紫は大きく振りかぶったラケットを思い切り叩きつけた。


    　バシィッ。


    　肉が裂さけ、骨が砕けるかのような打撃音が響き、リョウの鼻からたらりと血が流れ落ちる。


    「うわぁっ、痛そう……」


    　顔をしかめている潤じゆん菜なの横で、ラブちゃんが嬉うれしそうに言う。


    「これはね。昔、女癖ぐせの悪さで有名だった歌か舞ぶ伎き役者を非本番派の脚フェチへと転向させたという、紫ゆかりさんの幻のスパンキングビンタ『右の頰ほおをぶたれたら次は左打ち』よ。ほーら、御覧なさい。リョウのヤツ、今度は自分から左の頰を差し出しちゃうからー」


    　──ウソッ!?


    　ラブちゃんの言うとおり、リョウはだらだらと鼻血を垂らしながらも、紫に左の頰を差し向けている。


    「ああっ、こっちの頰も……靴くつで踏みにじられたいっ」


    　あっけに取られている潤菜の目の前で、今度は左頰を打たれたリョウは、恍こう惚こつの表情を浮かべたまま、床へと倒れこんだ。


    　うっとりとした顔つきで、ぐったりと転がっている。


    　リョウに紫が言う。


    「まだまだよ。痛いだけじゃ許さないわよ……」


    　紫はさらにもう一本、縄を取り出すと、今度は腕とふくらはぎ、二の腕と太ももを括くくりつけ始めた。


    「貴方あなたに辱はずかしめを受けた数々の女性の羞しゆう恥ち、たっぷり味わいがいいわっ」


    「きゃーっ、鬼よ、紫さんの中の鬼が目覚めたわーっ、この自称Ｓのエセご主人様に、恥ずかしいこと極まりないＭ字開脚結び『サディスティック８』だなんて。まさにサディスト。体だけじゃなく精神をも虐いじめる行為ッ」


    　紫は、腕と足とを８箇所ずつを拘束すると、まったく身動きの取れないリョウを逆さに転がし、ズボンを下げてぺろりと尻をむき出しにした。


    「うわーっ。さらには『生尻に剝むいちゃいました』のカップリング技！　自称ご主人様のリョウには屈辱以外の何モノでもないわー」


    　ラブちゃんが驚き戦慄おののき、潤菜はあんぐりと口を開けたまま目の前で起こっている一連の騒ぎを見つめている。


    「そして、貴方のせいで、心を弄もてあそばれた女の子たちの恨み……。全身に縄を施ほどこしたら、次はポイントとポイントをもう一本の縄でつなげて、シャンデリアにかけて……ドＳのココロは母８８心～押せば∞のぉ～！　ダン鬼６！」


    　紫が着物の胸元をぐいっと引いでもろ肌を見せる。


    　そこには墨色のボディに赤く輝く瞳ひとみを持った蛇へびの刺いれ青ずみが、とぐろを巻いている。


    「に、人間シャンデリア……」


    　天井から、尻を丸出しにして吊つるされ、勢いづいて、ぐるぐると回転しているリョウを指差して哲てつ太たが呟つぶやくと、紫ゆかりは、サディスティックな笑えみを浮かべ、電球に似た形のスポイトのようなものを取り出した。


    「あ、あれはいったい？」


    「あれはねー、ニップルポンプよっ！　うわー紫さん、やる気ねー」


    紫は、リョウのシャツのボタンを開はだけると、乳首にニップルポンプを吸い付かせる。


    「あふんっ」


    　リョウが声を漏もらして仰のけ反ぞる。


    「あら、あの男、乳首は感じるタイプみたいね、かーわいいところあるじゃない」


    　ラブちゃんがジュルリと唾だ液えきを吸い上げる音が響き、リョウが怯おびえた視線を向けた。


    「そしてニップルポンプを使って繰り出す技と言えば……数代前の総理大臣が弱気になったときはいつも求め、改革を陰で支えたというあの技……『ニップルぷるぷるー』」


    　紫は乳首に吸いつかせたニップルポンプを超高速で揺らし始めた。


    　その振動に合わせて、リョウが喘あえぐ声が部屋中に響く。


    「あっあっあっあっあっあっあっあっあっあっあっあっ」


    「か、感じまくってる……」


    　──ああっ、これはちょっと気持ちよさそう……じゅんっ。
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    　リョウの桃源郷の表情を目まの当たりにした潤じゆん菜なのパンツには、またもや汗が溢あふれ……。


    　──まったく、お恥ずかしいことです。リョウが辱はずかしめられる姿を見て興奮してしまうだなんて。わたしはどれだけ淫いん乱らんなのでしょうか。


    　へこみながらも、リョウの恍こう惚こつの表情に見とれている潤菜の肩を、ラブちゃんが苦笑しながら優しくぽんぽんと叩たたく。


    「潤菜、恥じることないわよ。あんだけ気持ち良さそうにしていたら、誰でも興奮するってば。それで濡ぬらしちゃたりしても、生理現象みたいなもんよ。それにね、もう少し大人になったら、あんたのその敏感ボディ、男をとりこにすること間違いないんだから」


    「え、濡らしてるだなんて、そんな。これは汁というか汗……」


    　──なぜパンティーの中の事情を知っているのでしょうか。　


    　悩んでいる潤菜にラブちゃんが声を張り上げる。


    「オンナのカンをなめるんじゃないワヨ！　さぁ、そろそろクライマックスかしらね。紫ゆかりさん、今日の締め技は何かしら。ドッキドキしちゃうわー」


    　と、楓かえでがてててて、と近寄ってきて、潤菜に小さな瓶びんを手渡した。


    「今日のクライマックスは潤菜さん、アナタです。これを何も言わず、ぐいっと飲んでください！」


    「ええっ、これを飲むの？」


    　蓋ふたを捻ひねると、ぷんと強いアルコールの匂いが鼻をついた。


    　──これは……お酒？　なぜここにお酒が？


    「飲めば飲むほどいい女～！　飲めば飲むほどいい女～！」


    　楓ちゃんがコールを始めた。


    　毒ということはないだろうと判断し、潤菜は仕方なく瓶に口をつける。


    　中身はテキーラの原液だった。


    　食道を熱い液体が流れ落ちてゆき、胃についた瞬間、かっと全身が火ほ照てる。


    　目の縁を赤くしてふらりふらりと左右にゆれている潤菜に、紫が紙袋を手渡す。


    「さぁ、準備は整いまして？　では、椎しい名な先生に秘密の七つ道具を授けます。この中には、洗せん濯たくバサミに、輪ゴム、楊よう枝じに筆に空気入れにタワシ、そしてローションが。わたくしができるのは、ここまで。後は椎名先生。思う存分教育実習していらっしゃいな」


    「リョウくーん、お次は潤菜先生の実習のお時間ですよー。まずはその先っぽからー。何か入ったりするんでしょうかーっ」


    「こ、小指は入りませんーっ。楊枝は……ああーっ、やめろー」


    「空気を入れるとどうなるんでしょうかー」


    「うほーっ、お腹なかがっ、ううーっ」


    「輪ゴムで縛ると、どうなるんでしょうかーっ」


    「いいひいいいっ、締まるーっ」


    「タワシで擦こするとどうなりますかねー」


    「む、剝むけちゃいけない皮が剝けますーっ」


    「洗せん濯たくバサミで挟んでばちーんっ」


    「ああーーーっ、人の大事な部分をなんだと思って……」


    　リョウが涙混じりで絶叫する。


    「墨すみと紙持ってこーいっ！　わたしからこいつへの通知表……拓たくをとるわよー拓よー、そんでこの通りのすべての店にバラまいて晒さらしてやるんだからーっ」


    　潤じゆん菜なは筆を持った右手を高々と突き上げて力強く言い放つ。


    「潤菜……やっぱり酔うと面白いわ」


    　結ゆいが呆あきれ声で言う。


    「お、恐ろしい……やっぱり先生は痴ち女じよ……」


    　哲てつ太たの呟つぶやきはリョウの絶叫にかき消され、潤菜の耳には届かなかった。

  


  
    10　濡れる女たち─エピローグ─


    



    「潤菜、覚悟しなさい！　顔面にぶっかけちゃうわよーっ」


    　目が醒さめるように青い空の下、バルコニーに置かれた水色のビニールプールに張られた水は、太陽の光を反射してキラキラと輝いている。


    「きゃあっ、冷た～いっ」


    　水鉄砲片手のラブちゃんに追いかけられ、嬌きよう声せいをあげながら逃げ惑う潤菜に、スカートつきのワンピース水着を着た楓かえでが後ろからタックルして抱きつく。


    「潤菜お姉さま、捕まえたーッ」


    「って、楓ちゃん、どこを摑つかんでいるのーっ」


    「触ったところがたまたまおっぱいだっただけですー。ただの事故ですー」


    「事故ならなんで揉もむんですかーっ」


    　楓が手のひらをきゅっきゅっと動かす度たびに、小花柄のビキニに包まれた潤菜のおっぱいが、楓かえでの指の間からムニリとはみだす。


    「あれー、潤じゆん菜なお姉さま、先っぽがちょこっと硬く……」


    「さ、先っぽ？」


    　プールの中にだらしなく横たわり涼んでいた哲てつ太たが、潤菜を盗み見るために上半身を起こした。


    「隙ありーっ」


    「ううっ、冷てーっ」


    　ラブちゃんが集中連射した水鉄砲が、哲太の顔面にヒットする。


    　髪を金色に染め直してすっかりギャルに戻った結ゆいは、サンオイルを体中に塗り、日焼けに余念がない。


    「ねーねー、哲太ー、手が届かないところ、ちょっと塗ってくれない？」


    　ピンク色のホルターネックのビキニを身に着けた背中を指差して結が言った。


    「もう夏が終われば20歳なんだし、焼くのはやめたほうがいいんじゃないっすかね」


    　哲太が冷やかすと、結がぷぅ、と頰ほおを膨ふくらませる。


    「あたしは満足いくまでギャル道を突き詰めることにしたんだからっ。ほらっ、さっさと塗るっ」


    「モテモードの結、可愛かわいかったけどなぁ」


    　哲太はぶつぶつとぼやきながらも、手の平にたっぷりとオイルをとると、サンベッドにうつぶせた結の背中に塗りつけた。


    　こんがりと綺き麗れいな小麦色に焼けた肌が、哲太の手を弾はじき返してくる。


    　──うお、ピチピチ。これはこれで……いいかも。


    　オイルでつやつやと照る皮ひ膚ふに指先を滑らせながら、ふんふんと鼻歌を歌いつつ手を動かす。


    「ちょっとーあんた、本当に下へ手たくそねー。オイルもろくに塗れないわけ？　あ、センセーも塗ってもらいなさいよー。ちょっとくらい黒いほうが健康的で夏はモテるわよ」


    　ようやく楓から逃のがれてきた潤菜に結がサンオイルのボトルを突き出した。


    「え、わたしですか？　では……せっかくなので」


    「ええっ、先生も焼く派なんすか」


    　哲太が驚きの声を上げる。


    「ええ、この夏は……今までやったことのないことに挑戦しようと思いまして。哲太くん、塗ってもらえます？」


    　潤菜は、結の隣のサンベッドに腰を下ろすと、ビキニの紐ひもをはらりと解き、前を押さえながら哲太に背中を向けた。


    「……では失礼して」


    　結とはまた違い、潤菜の肌はプニプニと柔らかく、しっとりと指先を受け止めてくれる。


    　──結ゆいがふるふるゼリーならこっちはふわふわマシュマロ。ああ、どっちも捨てがたくスイート＆デリシャス……。


    「スケベー。なにニヤニヤしてるんですかー」


    　うっとりと鼻の下を伸ばす哲てつ太たの下半身を何者かがぐっと摑つかんだ。


    「おわっす！」


    　驚いて反射的に腰をピンと浮かしながら下を見ると、楓かえでが地面にちょこんとしゃがみこんで、哲太の股またぐらを摑んでいた。


    「アレレー、ちょっと硬くなってますー」


    　悪いた戯ずらっぽい顔つきの楓に、結が聞き捨てならぬとばかりにがばと体を起こして、顔にかけたサングラスをずらすと、哲太の股こ間かんにちらりと視線を投げかける。


    「どんなになってるってー？」


    「わぁ、結さん、わたしも参加しますー」


    　──なんだこのふたり。息がぴったりじゃないか。


    　後ずさる哲太のあそこに潤じゆん菜なが手を伸ばす。しかし、ビキニの紐ひもをはずしていたことを忘れていたらしく、水着がめくれ上がり……。


    「きゃ─────っ！」


    「うおっ！」


    　叫ぶ潤菜の桃色のポッチが、哲太の瞼まぶたにくっきりと焼きついた。


    「今年の夏は、賑にぎやかで楽しいですわねぇ」


    　哲太たちの大騒ぎを見つめながら、胸が深く抉えぐれた黒いハイレグ水着を着た紫ゆかりが、直立不動の体勢でビーチパラソル立てと化している豚さんに向かって微ほほ笑えみかける。


    「ポロリしてしまうだなんて、ショック……」


    　潤菜が、紫の横に腰を下ろした。


    「大丈夫ですよ、夏が終わった頃には、いい思い出ですよ」


    　紫ゆかりは目を細めて遠くを見つめた後、豚さんの脇わきのテーブルに腕を伸ばすと、カラフェに入ったレモネードをグラスへと注ぎ、潤菜に手渡した。


    　潤菜はグラスに口をつけて喉のどを湿らせると、ずっと考えていたことを、思い切って切り出した。


    「……こないだの紫さん、すっごく格好よかったです。あの、実は、わたし、自分がＭなんじゃないかと思っているんです。あのとき、わたしもああされたいかも、って思ってしまって……」


    「いいえ、椎しい名な先生はＭじゃなくって……どちらかといえば、単にエロ、ですわね」


    　紫は、含み笑いを浮かべると、きっぱりと首を横に振る。


    「エロ、ですか」


    「ええ、ただのエロです。きっとね。これから、いろいろなめくるめく経験が椎しい名な先生を待っていますわ。それで、ひと回りして、やっぱりＳＭに興味があるのでしたら、いつでもお教えしますけど」


    「そっか、わたしはエロか……」


    　なんだかすっきりした気分で、潤じゆん菜なは手を思い切り突き上げて伸びをした。


    　と、アーミー柄のビキニにバンダナを頭に巻いた舞まいが携帯をいじっていた手をとめて顔を上げた。


    「このニュース、アイツではありませんか」


    「ええっとー、『池いけ袋ぶくろの通称乙女ロードの電柱に半裸で吊つるされた男が見つかった。男は、あくまでも自分自身で吊ったと言い張っている』って……おお、ヤツっすね」


    　哲てつ太たが覗のぞき込み読み上げる。


    「あいつ、最後には、紫ゆかりさんの個人奴ど隷れいにしてくれって懇こん願がんしてたもんねー」


    「うぬー、舞は、今回も最後まで見れなかったのが無念でありますー」


    　ラブちゃんが思い出し笑いを浮かべると、舞がぎりぎりと歯は軋ぎしりをしながら地じ団だん太だを踏む。


    「……ぶぅ」


    　その横で、豚さんがいかにも気に食わないという風に顔を歪ゆがめて鳴いたかと思うと、いつの間にやら、どこからか縄を取り出して、自分を縛り始めた。


    「うおっ、豚さんが暴走したー。豚さん、あんな男にライバル意識を持つ必要なんてないっすってー」


    　慌てて止めようとする哲太を振り切り、豚さんは、妙に馴なれた手つきで、黙々と自みずからを縛り続けている。


    「つーかもう、あの男の話はやめない？」


    　ひとり、黙って皆の騒ぎを見ていた結ゆいが、そっけない口調で言った。


    「あっ、ごめん」


    　哲太が申し訳なさそうに顔を伏せると、


    「バッカねー、謝ることないわよ」


    　結は、サングラスをずらして、太陽を仰あおぎながらまぶしげに目を細める。


    「夏はまだ、始まったばっか。まだまだ恋のチャンスもあるでしょ。潤菜、今年はふたりでモテるわよーっ」


    「はいっ、結さん、モテてエロいことしましょー」


    　潤菜は、結の赤い目に気がつかないふりをして、思いっきり笑顔で頷うなずいた。

  


  
    あとがき　～サマーのＳ、ムラムラするのＭ～


    



    　こんにちは。大おお泉いずみりかです。


    　①巻の発売からわずか３か月（!!）。まさかサド88のパート２がこんなに早く出ることになるとは……自分でも驚きです。


    　さて、今回の主人公は、暴走する女子です。


    　打ち合わせの喫茶店で「あたしはオ×ニーする女のコが描きたいんです！」と主張して隣の席のおばちゃんに冷たい目で見られたり、同人ショップでミイラ取りがミイラ的に散財したり、取材と称して男子のペ○スを……（以下自粛）などなど、あたし自身、暴走しつつも、なんとか無事に刊行することができました。


    　この本を手にとってくださった皆様に心より御礼申し上げるとともに、ぜひパート３が読みたいのお便りを編集部宛にドシドシ送っていただけると泣いて悦びます。


    　最後に、一番大詰めの時期に、ロスへ旅行に行くという暴挙を許してくれたガガガ編集部Ｈ野さん、どうもありがとうございました。


    　というわけで、皆様に、またお会いできるのを楽しみにしております。


    



    
      ２００９年５月　大泉りか

    

  


  
    大泉りか


    Rika Ohizumi


    



    夏に女装男子と海水浴にいって、「こんな明るい太陽の下でビキニを着れる日がくるだなんて」と泣かれたことがあります。元気かなー、コータロー。
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